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			時空魔法で異世界と地球を行ったり来たり①

			かつ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ

			００１　異世界でスキルをもらったよ

			００２　ステータス

			００３　貴族連合騎士団長

			００４　バリアの中の王様

			００５　帰宅

			００６　インベントリ活用法

			００７　囚われの姫君

			００８　姫のウォークインクローゼット

			００９　城下町

			０１０　泥棒追跡

			０１１　カブとベーコンのコンソメスープ

			０１２　姫のベッド

			０１３　電気ポット

			０１４　水とペーパー

			０１５　妹来襲

			０１６　魔法習得方法

			０１７　買い物とお寿司

			０１８　風の神殿へ

			０１９　風のマナ結晶

			０２０　雷のマナ結晶

			０２１　ドライヤー温風魔法

			０２２　雷の魔法

			０２３　足払いキャンセル昇竜

			０２４　オーク、ゲットだぜ

			０２５　エリクサー

			０２６　リンゴとハチミツ

			０２７　お隣さん

			０２８　札幌ラーメン

			０２９　アヤとエレナの新宿大冒険

			０３０　追跡と警戒

			０３１　ツバを付けとけば治る

			０３２　日本文化学習

			０３３　区民運動公園

			０３４　出勤

			０３５　危険な夜道

			０３６　危険なエレナの癒やし

			０３７　エールを君に

			０３８　肉体強化の神殿

			０３９　アヤ竜巻

			０４０　ゴブリン討伐

			０４１　武器と防具の店

			０４２　トーナメント表

			０４３　セイジvsリッシュ

			０４４　セイジvsジドガ

			０４５　アヤvsルカ

			０４６　セイジvsマカラ

			０４７　アヤvsリルラ

			０４８　セイジvsニクス

			０４９　ガドルとハルバ

			０５０　セイジvsガドル

			０５１　ガドルの槍

			０５２　肉体強化のマナ結晶

			閑話　私はエレナ

		

	
		
			プロローグ

			　

			　俺は丸(まる)山(やま)誠(せい)司(じ)、30歳、職業はＳＥ。

			　毎日毎日、時間とさまざまな情報に追われ、残業を繰り返し、彼女なんて作る暇もない。

			『30歳までドウテイだと魔法使いになれる』

			　そんな言い伝えが頭をよぎる。

			『いっそのこと、魔法使いになったら仕事も魔法でさっさと終わらせることができて楽かも』とか、くだらないことを考えながらゆっくりしていた。

			　というのも、昨日まで不具合修正をしていたシステムが、やっとちゃんと動くようになり、溜まりに溜まった有給を今日からまとめて消化しているのである。

			　そんなこんなで、ボケーッとしながらコーヒーを飲んでいると、視界がだんだん白くなって行き、俺は真っ白な光に包まれた。

			「うわ―――!!」

		

	
		
			００１　異世界でスキルをもらったよ

			　

			　気が付くと、俺は石造りの大きな部屋の中心に立っていた。

			　ハッとして顔を上げると、目の前に王様らしき人がいて俺に話しかけてくる。

			「っｐ〝づおいｌｓｍｄろｌぴｆｓ」

			　王様の話は聞いたことがない言葉で、何を言っているかさっぱり分からない。

			　辺りを見渡すと、俺の周りを貴族ふうの人たちや兵士ふうの人たちが取り囲んでいる。

			　いきなりのことに唖然としていると、王様の脇にいた『魔法使いふうの男』が俺のそばに近づいてきて、話しかけてきた。

			「ｌｐｔれｐｐ、ぴょぃｆｓｄそ」

			　またもや何を言っているのかは分からないが……何かを、俺に手渡そうとしているようだ。

			　思わず、それを受け取ると……それは、『淡く光る石』だった。

			　思わず受け取ってしまったが、これをどうしろというのかサッパリ分からない。

			　すると、石の光がいきなり強くなり、その光は俺の体を包み込んだ。

			「勇者様、私の言葉が分かりますか？」

			「え、あ、はい、分かります」

			「よかった、その石はそのままお持ちになっていてください」

			　なぜか急に言葉が分かるようになった。

			　この石は翻訳機か何かか？　でも、なんか科学というより魔法っぽい感じだ。

			　それになぜ俺を勇者様と呼ぶんだ？　どういうこと？

			　異世界にでも来てしまったのか？　さっぱり状況が理解できん。

			「言語一時習得の魔石は、問題なく機能したようです」

			「そうか、でかしたぞ」

			　どうやら、この石は魔石らしい。この人たちの言葉を一時的に習得した？

			　やっぱり魔法なのか？

			　それでも状況が良く分からないので、俺はじっくり様子を観察することにした。

			「わしはドレアドス王だ。勇者よ、お主を歓迎するぞ」

			　王様が話しかけてくる。なんか偉そうだな、王様だから当たり前か。

			　王様の隣にはかわいい女の子が緊張した表情で俺のことを見つめている。

			　あの子はお姫様なのだろうか？

			「ではステータスの確認を始めろ」

			　王様は俺から視線をそらすと、部下らしき者にそう命じた。

			　さっきの魔法使いふうの男が、俺に向かって何やら呪文を唱え始める。

			「○△◇×……【鑑定】！」

			　魔法使いふうの男は呪文を唱え終えると、王様に近寄り、何やら耳打ちをした。

			「勇者よ、つかぬことを聞くが、『えすいー』とは、どのような仕事だ？」

			　えすいー？　エスイー……仕事？

			　ああ！　ＳＥのことか！

			「ＳＥはシステムエンジニアという意味です」

			「しすてむ……えん……。して、その『しすてむ』とかいうのは強いのか？」

			「強い？　特に強いとか弱いとかはないですが……」

			「どうにも要領を得ないな、つまり、そのしすてむは役に立つのか、と聞いておるのだ」

			「そりゃあ、役に立ちますよ！　これまで俺の作ったシステムは、何万人もの人に使われてますし」

			（まあ、俺１人で作ったわけじゃないけど）

			「なるほど！　その、お主が作ったしすてむとかいう物は、何万人もの者が装備するほど強い武器なのだな」

			　王様は、なんか勘違いしているみたいだ。

			　どうやって誤解をとこうかと考えていると、王様は勝手に話を進めてしまった。

			「よし、ではスキル受領の儀式を行う、準備せよ」

			　さっきの魔法使いふうの男が、仰(ぎよう)々(ぎよう)しくトレイの上に何かを乗せて俺の前に持ってきた。

			　トレイの上にかぶさっていた布を取ると、青く透き通った宝石と、革製の首輪が置いてある。

			　宝石は、最初に渡された石と雰囲気が似ていたが、凄く透き通っていて、いかにも高価な宝石という感じだ。

			　革製の首輪は、犬用に比べてだいぶ大きい感じだ。

			　ふと見ると、さっきの女の子がその首輪を見て、なぜか驚いている。

			　王様は、そんな女の子の様子を特に気に留めることもなく、話を進める。

			「それは『マナ結晶の欠片(かけら)』といって、職業に関係する力を授ける石だ。隣のは『封魔のチョーカー』で、敵の魔法から身を守る防具だ」

			　王様は早口で説明している。何を急いでいるんだろう？

			「まずはマナ結晶の欠片(かけら)に触れて力を授かったら、すぐに封魔のチョーカーを装備するのだ。よいな？」

			　王様のその説明を聞いて、さっきの女の子はさらに驚いた表情をして、王様に何かを言おうとしていたのだが……。

			「さあ、何をしておる。さっさと儀式を行うのだ」

			　王様は、そんな女の子の行動を無視して、俺を急(せ)かしてくる。女の子の態度が気になったものの、俺は雰囲気に飲まれてマナ結晶の欠片(かけら)に手を伸ばしてしまった。

			　そして、俺がマナ結晶の欠片(かけら)に触れると……それは急に光りだし、光が手を伝って俺の体の中に入り込んでくる。

			『【時空魔法】を取得しました。【時空魔法】がレベル５になりました。【情報魔法】を取得しました。【情報魔法】がレベル５になりました』

			　俺の頭の中に、機械的な音声が鳴り響く。

			　そしてなぜか俺は、さっき使われた魔法が【鑑定】魔法だったこと、俺にもその【鑑定】魔法が使えるようになったことを理解した。

			「さあ、何をしておる。さっさとその、どｒ……。封魔のチョーカーを装備するのだ」

			　そのチョーカーに目を向ける。なぜか俺は、それを身につけることに対して、言い知れぬ危機感を覚えた。

			　ふと、何気なく女の子の方を見ると、女の子は激しく動揺して、俺から目をそらして下を向いてしまう。

			　これは何かあるな。

			「【鑑定】！」

			　チョーカーを【鑑定】してみると、目の前に透明な窓が開いて、鑑定結果が表示された。

			　

			〈鑑定〉

			【奴隷の首輪】

			装備したものを奴隷にする首輪。

			レア度：★★★

			　

			『装備したものを奴隷にする』だと!!

			「な、何をしておる！」

			　王様は激しく動揺していた。

			　俺は、王様を無視してマナ結晶の欠片(かけら)も鑑定してみる。

			　

			〈鑑定〉

			【マナ結晶の欠片(かけら)】

			職業に則したスキルを授ける石。

			※奴隷には効果を発揮しない。

			レア度：★★★★★

			　

			『奴隷には効果を発揮しない』

			　なるほど、それで先にマナ結晶の欠片(かけら)を使わせたのか。

			「どうやら、この首輪は、封魔のチョーカーではなく奴隷の首輪のようですよ？　これはどういうことなんですか？」

			　俺に指摘されて、王様は激しく動揺し、黙りこくってしまった。

			　周りの人たちは、その様子を見てざわざわし始める。

			　女の子はというと、胸をなでおろしたような表情をしている。

			　もうちょっとのところで奴隷にされるところだったが、あの女の子のおかげで助かったな。

			　あの子はこの首輪のことを知っていて、言い出せないでいたのかな？

			「どうやら間違いがあったようだから、チョーカーは……なしだ」

			　王様は、抜け抜けとそんなことを言ってくる。

			　分かってて装備させようとしていたくせに！

			　俺は、この国の人間を信用しないことにした。

		

	
		
			００２　ステータス

			　

			　まずは、自分の身を守る術(すべ)を知るために、自分自身を【鑑定】してみた。

			　

			〈ステータス〉

			名前：丸(まる)山(やま)誠(せい)司(じ)　職業：ＳＥ　年齢：30　状態：（言語一時習得）

			レベル：１

			ＨＰ：90　ＭＰ：２１２０　力：９　耐久：９　技：60　魔力：２１２

			スキル：

			【時空魔法】（レベル：ＭＡＸ、レア度：★★★★★）

			・クイック　・スロウ　・バリア　・未来予測　・インベントリ　・瞬間移動

			【情報魔法】（レベル：ＭＡＸ、レア度：★★★★）

			・警戒　・地図　・鑑定　・隠(いん)蔽(ぺい)　・追跡　・言語習得　・スキル習得度上昇

			　

			　ＭＰと技、魔力が異常に高いな、レベル５の【時空魔法】と【情報魔法】をもらったおかげで上がったのかな？

			　状態の（言語一時習得）は、最初に手渡された【魔石】の効果かな？

			　いきなり話が通じるようになったのは、そのためか。

			【時空魔法】と【情報魔法】はレベル５を取得したけれど、レベル５で最大だったようだ。

			【時空魔法】の詳細を知りたいと考えていると、その通りに魔法の詳細が表示された。

			　

			〈時空魔法〉

			【クイック】（レア度：★）

			・自分自身または標的の時間を早くする。

			【スロウ】（レア度：★）

			・標的の時間を遅くする。

			【バリア】（レア度：★★）

			・物理攻撃、魔法攻撃、光、音などを遮るバリアを張ることができる。

			・何を遮るかを自由に選ぶことができる。

			※【属性魔法】を習得している場合は、その属性を防ぐバリアも張れる。

			【未来予測】（レア度：★★★）

			・数秒～数日の未来を予測することができる。

			※予測する時間が遠いほどＭＰを多く消費し、内容が曖(あい)昧(まい)になる。

			【インベントリ】（レア度：★★★★）

			・アイテムを自由に出し入れできる。

			・生き物は格納できないが、微生物程度であれば格納可能。

			・格納中のアイテムの時間を個別に止めたり、逆に進めたりすることも可能。

			【瞬間移動】（レア度：★★★★★）

			・行ったことがある場所、見える場所に瞬間移動できる。

			※【情報魔法】の【追跡】で、見ている場所も移動可能。

			※異世界への移動は、１日に１回しか使用できない。

			　

			　一番気になったのは、最後の１行だ。

			『異世界への移動は～』ってことは……。

			　多分、ここは異世界なのだろう。

			　そして、異世界から見た異世界、つまり日本へも、この【瞬間移動】を使えば戻れるってことなのでは？

			　続いて【情報魔法】もチェックしてみた。

			　

			〈情報魔法〉

			【警戒】（レア度：★）

			・常時発動し、危険が迫ってきた場合、それを感知することができる。

			※【時空魔法】の【未来予測】があると、事前に察知することができる。

			※【風の魔法】のレベルが高いと、臭いを感知できる精度が上がる。

			※【土の魔法】のレベルが高いと、足音を感知できる精度が上がる。

			※【水の魔法】のレベルが高いと、水中の感知ができる。

			【地図】（レア度：★★）

			・周辺の地図と現在地を確認できる。

			・【警戒】や【追跡】で感知した情報も地図上に表示される。

			・地上の地図と建物内の地図の切り替えは可能。

			・自分で確認した情報は、自動的に地図に書き込まれる。

			【鑑定】（レア度：★★★）

			・自分自身、アイテム、生き物の情報を読み取ることができる。

			・【情報魔法】のレベルが上昇すると、得られる情報も増える。

			【隠(いん)蔽(ぺい)】（レア度：★★★）

			・【情報魔法】レベルの低い相手には【警戒】で気づかれにくくなる。

			・【情報魔法】レベルの低い相手には【鑑定】の結果を偽装することができる。

			【追跡】（レア度：★★★★）

			・追跡用ビーコンを取り付けた周辺の映像と、音声や場所を確認することができる。

			・追跡用ビーコンはアイテム、生き物、場所などに取り付け可能。

			・映像と音声は記録され、後で再生も可能。

			【言語習得】（レア度：★★★★★）

			・ＭＰを消費して言語を習得することができる。

			・消費するＭＰの量によって習得の度(ど)合(あ)いが変化する。

			【スキル習得度上昇】（レア度：★★★★★）

			・新たなスキルを覚えるのが早くなる。

			・スキルレベルの上昇が早くなる。

			　

			【時空魔法】【情報魔法】の他に、少なくとも【風の魔法】【土の魔法】【水の魔法】の３つがあることが分かる。

			　たぶん、その３つの魔法が【属性魔法】なのだろう。

			　試しに【地図】を確認したが、この部屋の中だけしか表示されなかった。

			【隠(いん)蔽(ぺい)】で鑑定結果を偽装できるみたいなので、さっそく偽装しておくことにした。

			　

			〈ステータス〉

			名前：セイジ　職業：商人　年齢：30

			レベル：１

			ＨＰ：90　ＭＰ：１００　力：９　耐久：８　技：11　魔力：10

			スキル：

			【情報魔法】（レベル：１）

			・警戒

			　

			　こんな感じで大丈夫だろう。

			　魔法使いの人にはすでに【鑑定】されてしまっているが、これ以上情報を奪われないようにするためにも、偽装はしておいた方がいいだろう。

			【言語習得】は、最初にもらった魔石を持っているからすぐには必要ないかな。

			　最初にもらった【魔石】も鑑定してみた。

			　

			〈鑑定〉

			【言語一時習得の魔石】

			持っているとその場所の言語を話せるようになる。

			レア度：★★★

			　

			　なんか、凄く便利なアイテムだな。ありがたくもらっておこう。

			　とりあえず何をされるか分からないので、こっそりと、物理攻撃と魔法攻撃を防ぐ【バリア】を張っておいた。

		

	
		
			００３　貴族連合騎士団長

			　

			　自分自身のステータスのチェックが終わったのだが、王様は何人かの貴族っぽい人たちと、何やら話し合っていた。女の子はその隣でオロオロしている。

			　とりあえず、女の子を【鑑定】してみるか。

			　

			〈ステータス〉

			名前：エレナ・ドレアドス　職業：姫　年齢：15

			レベル：１

			ＨＰ：70　ＭＰ：１２０　力：７　耐久：７　技：７　魔力：14

			スキル：

			【水の魔法】（レベル：１）

			・水のコントロール

			【回復魔法】（レベル：１）

			・病気軽減

			　

			　名前はエレナちゃんで、やっぱりお姫様か～。

			　スキルは【水の魔法】と【回復魔法】ね。なるほどなるほど～。

			　俺は【追跡】の魔法も使ってみることにした。

			　か、勘違いしないでよね！　変なことに使うつもりなんて全然ないんだから！

			　こっそりエレナちゃんに【追跡】を使うと、地図が表示され、地図上のエレナちゃんの場所に点滅する青い点が現れた。

			　追跡している場所を意識すると、頭のなかに映像と音声が流れ込んでくる。

			　いきなりエレナちゃんのアップが流れ込んできてびっくりしたが、それと同時に、王様たちがひそひそ話をしている声も聞こえてきた。

			「奴隷化に失敗してしまうとは。このままでは、あいつは危険だ！」

			「どう対処されますか？」

			「ライルゲバルト、お前に仕事をやろう」

			「はい王様、どのような仕事でしょうか？」

			「わしがあやつの注意を惹きつけておくから、後ろから斬り殺せ」

			「分かりました、おまかせを」

			　マジか！　いきなり殺すとか、この国のやつらはどうなってるんだ!?

			　ライルゲバルトとか言うやつも【鑑定】しておこう。

			　

			〈ステータス〉

			名前：ライルゲバルト　職業：貴族連合騎士団長　年齢：35

			レベル：20

			ＨＰ：１５０　ＭＰ：20　力：17　耐久：14　技：15　魔力：２

			スキル：

			【剣術】（レベル：２）

			・斬り下ろし　・二段斬り

			　

			　ステータスはそれほどじゃないけど、普通に戦ったら負けそうな気がする、俺には武器もないし。【時空魔法】を使って何とかするしかないか。バリアは張ってあるけど、どのくらいの攻撃を防いでくれるのかな？

			　どの程度の攻撃を防げるか分からない以上、あまり頼らないことにしておこう。

			　そんなことを考えていると、魔法で表示されていた地図上に赤い点が現れた。ライルゲバルトの位置だ……。これはやつを敵として認識したってことかな？　おそらく【警戒】魔法の効果なのだろう。

			　しばらくして、王様たちのひそひそ話が終わったようで、集まっていた人たちは元の位置に戻っていく。

			　ライルゲバルトは、人混みに紛れて俺の真後ろに移動していた。

			「待たせたな、そなたには、魔王を討伐してもらわねばならん。そもそも魔王とは、悪(あく)逆(ぎやく)非(ひ)道(どう)の行いを～」

			　王様はわざとらしく仰(ぎよう)々(ぎよう)しい演説を始めた。

			　王様は、演説をしながらチラチラと、ライルゲバルトを見ている。

			　と、その時！

			「お、お父様！　このようなことは、おやｍ」

			「エレナ!!」

			　エレナ姫が何かを言おうとしたのだが、王様の怒鳴り声に、制止されてしまった。
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			「エレナ、今は大事な話をしているのだ。終わるまで別室で控えておれ！」

			「ですが、お父様！」

			「ええい！　姫を別室に連れて行け！」

			　エレナ姫は複数の兵士に取り囲まれ、無理やり連れて行かれてしまう。

			【追跡】の映像を確認したところ、姫は部屋の外を泣きながら歩いていた。

			　エレナ姫は、俺に危険を教えようとしてくれていたのかな？

			　部屋の中が騒然とする中、王様は俺の後ろの方に向かって目配せをした。

			　すると、いきなり後ろから【危険】が迫ってくるのを感じ取った。

			　とっさに【瞬間移動】で王様の横にワープすると、俺のいた場所に後ろから剣が振り下ろされ、剣が床を叩く金属音が部屋中に鳴り響く。

			　予想通りライルゲバルトだ。

			　さらに万全を期すために、ライルゲバルトに【スロウ】の魔法を掛ける。

			　ライルゲバルトは、瞬間移動した俺に気が付き、追撃を仕掛けてきた。しかし、俺には【クイック】、ライルゲバルトには【スロウ】の魔法が掛かっているため、ライルゲバルトの攻撃は、スローモーションのようになっていた。

			　ライルゲバルトの行動をじっくり観察し、踏み込みの瞬間の左足が着地する直前に、足払いを仕掛ける。

			　体勢を崩したライルゲバルトは、倒れまいと床に左手をつこうとしていたが、その左手も蹴飛ばしてやった。

			　左手で支えることができず、ライルゲバルトは、顔面から床に激突してしまう。

			　俺は、その隙に【瞬間移動】を使い、周りで唖然としていた一般兵士のところへ飛び移り、そいつの持っていた剣を奪い取った。

			　ライルゲバルトはしぶとく起き上がり、また俺に向かって突進してくる。そして、剣を振り下ろそうとした瞬間！　俺は、さっき奪った剣を構え、カウンター気味に切り上げた。

			　カランカラン。

			　静まり返った部屋の中に、剣が転がり落ちる音が鳴り響いた。

			　その剣と一緒に、ライルゲバルトの手首も、転がっている。

			「ぐおぉー!!」

			　ライルゲバルトは、苦しみ転げまわる。

			　周りの人たちは、あまりの出来事に息を呑んでいた。

		

	
		
			００４　バリアの中の王様

			　

			『レベルが10に上がりました。【体術】を取得しました。【体術】がレベル２になりました。【剣術】を取得しました』

			　殺したわけじゃないけど、ライルゲバルトを倒したことでレベルやスキルが上がったみたいだ。早速ステータスを確認してみる。

			　

			〈ステータス〉

			名前：丸(まる)山(やま)誠(せい)司(じ)　職業：ＳＥ　年齢：30　状態：（言語一時習得）

			レベル：10

			ＨＰ：２４７　ＭＰ：２２７７　力：24　耐久：24　技：74　魔力：２２８

			スキル：

			【時空魔法】（レベル：ＭＡＸ、レア度：★★★★★）

			【情報魔法】（レベル：ＭＡＸ、レア度：★★★★）

			【体術】（レベル：２、レア度：★★）

			・足払い　・カウンター

			【剣術】（レベル：１、レア度：★）

			・斬り下ろし

			　

			　なんだかいろいろ上がっている。レベルは10だが、ステータス的にはライルゲバルトをだいぶ上回ってしまい、もう一度戦ったらかなり余裕で勝てそうだ。

			　しかし、スローモーションの相手と戦っただけで、こんなにレベルやスキルが上がるなんて、【時空魔法】はお得だな～。

			　俺はライルゲバルトの血が滴り落ちる剣を、これ見よがしに持ったまま、ゆっくりと王の前に歩み寄った。

			　王は青ざめて怯えている。

			「さて、王様、これはどういう歓迎なのかな？」

			「何をしている！　皆の者、コイツを引っ捕らえよ!!」

			　しかし、誰も動かなかった。

			「こ、これは、ちがうのだ。ライルゲバルトの奴が勝手に……」

			　今『引っ捕らえよ』とか言ってたのに、言い訳が見苦しいな。俺は、さっき【追跡】で聞いた王様とライルゲバルトの会話の映像と音声を、【再生】してみた。

			『ライルゲバルト、お前に仕事をやろう』

			『はい王様、どのような仕事でしょうか？』

			『わしがあやつの注意を惹きつけておくから、後ろから斬り殺せ』

			『分かりました、おまかせを』

			　初めて使ったスキルだったので、ちょっとだけコントロールをミスって、大音量で再生されてしまった。わざとじゃないよ、ホントだよ？

			　映像は、部屋の中央付近に立体的に映しだされている。

			　部屋中に大音量で再生される、王様とライルゲバルトとの会話。再生が終わると、部屋の中の人たちがざわざわし始めた。

			「今のはなんなんだ！」

			「あなたとライルゲバルトさんの会話を、録画録音したものですよ」

			「ろ、録画録音だと……」

			「王様は、はっきりと『斬り殺せ』って言っちゃってますね」

			　王様は青い顔をして、ぷるぷる震えだした。

			「わしは王だ！　平民ごときの命をどう扱おうが、わしの自由だ！」

			　逆ギレかよ！　日本は民主主義国家だから、平民なんていないし。

			「つまり、俺が生き残るためには、この国を潰さないといけないということか？　この国を潰すには……王を殺すのが、一番手っ取り早いかな？」

			「王であるわしを、こ、こ、殺すというのか!?」

			「俺が生き残るには、そうする以外に仕方ないんだろ？　ホントはこんなことしたくないけど、仕方ないよね」

			　俺は、ゆっくり王に近づいていった。

			「や、やめろ！　だ、誰か！　こいつを殺せ!!　は、早くしないか！　だ、誰か！！！」

			　しかし、誰も動こうとはしなかった。

			　俺はさらに近づく。

			「ぎゃー！」

			　王は、みっともない悲鳴を上げて逃げ出した。

			「【バリア】！　【バリア】！　【バリア】！　【バリア】！」

			　俺は、逃げ出した王の周りに【バリア】を張り、四方を取り囲んだ。

			「な、なんだこれは!?　見えない壁だと!?　で、出られない!!」

			「どこへ行こうというのかね？　王様～」

			「く、来るな！　来るなと言うとろうに！」

			　王は怯えきっていたが、何かいいアイディアを思いついたのか、顔を上げた。

			「そ、そうだ！　お主は、元の世界に帰りたくないのか？」

			「なんだと？」

			「くくく、わしを殺せば、お主は元の世界に帰れなくなるぞ！」

			「なるほど、そういうことか」

			「分かったのなら、早くわしをここから出せ。そして魔王を倒してくるのだ。さあ、早くするのだ!!」

			「嫌だね！」

			「な、なんだと！」

			「アンタが約束を守るとは到底思えない。それに、魔王って言ってるけど、俺は魔王に会ったことがないから、悪い奴なのかどうかなんて分からない、アンタの方がよっぽど悪人なんじゃないの？」

			「何をバカなことを。わしが魔王より悪人だと！　わしは王なのだぞ!!」

			「自分のしてきたことを思い出してみろよ！　この国と何の関係もない俺を拉(ら)致(ち)して、騙(だま)して奴隷にしようとして、それが失敗したら不意打ちで殺そうとして、挙句の果てに帰りたくば魔王を倒してこいだと？　アンタより悪人なんて、この世界に存在しないんじゃないの？」

			「ぐぬぬ」

			「あんたらは俺のことを『勇者』って呼んでたけど、勇者は勇者らしく、この世界で一番の悪人を、討伐するべきなんじゃないのか？　ここにいる皆さんはどう思う？」

			　周りの人たちは急に質問されて、ざわつき始めた。

			「わしが悪人で、勇者に討伐されるだと!?　わしは王だ！　悪人ではないぞ！　皆の者、そうであろう！」

			　しかし、周りの人たちはざわざわしたまま。王の問いかけに答えるものは、誰もいない。

			　王は誰も答えてくれないことに愕(がく)然(ぜん)とし、膝から崩れ落ちた。

			　ちょっとやりすぎたかな？

			　俺は、さっさと退散することにした。

			「王よ、今回は命までは取らないことにしておくが、また同じ過ちを犯すなら、その時は容(よう)赦(しや)はしない。俺はいつでも監視している、覚えておくように。では、さらばだ！」

			　俺は、手に持っていた剣をインベントリにしまってから、【瞬間移動】を使ってその場を立ち去った。

		

	
		
			００５　帰宅

			　

			　俺が【瞬間移動】を使って、移動してきた場所とは……。

			「こんにちは、お姫様」

			「ゆ、勇者様！　ご無事だったのですね！」

			　そう、【追跡】したままにしておいた、エレナ姫のところに来たのだ。

			　まあ、お別れの挨拶くらいは、しといた方がいいかと思ってね。

			　エレナ姫は部屋で一人泣いていたようで、目の周りには涙の跡が残っていた。

			「お姫様が危険を知らせようとしてくれていたおかげで、なんとか殺されずに済みました。一言お礼を言いたくて、無礼かとは思いましたが、部屋に勝手に寄らせてもらいました」

			「とんでもありません、お父様のせいでこんなことに巻き込んでしまって。本当に申し訳ありませんでした。おケガはなさっていませんか？」

			「ええ、かすり傷一つありません」

			「さすがは勇者様、お強いんですね」

			　お姫様にこんなことを言われると、テレてしまう。【鑑定】で確認した年齢は15歳だったっけ？　俺が30歳だから、ダブルスコアじゃないか！　いや落ち着け俺、俺はロリコンじゃないはず。

			「あの、勇者様、どうかなされました？」

			「あ、いや、なんでもない。あ、そういえば、姫様に聞きたいことがあったんだ」

			「あの、できれば『エレナ』と、お呼びいただけないでしょうか？」

			「じゃあ、エレナ姫」

			「『エレナ』と呼び捨てで結構です」

			「うん、分かったよ。じゃあ、エレナ、一つ質問していいかい？」

			「はい、勇者様」

			「うーむ、俺も『勇者様』じゃなくて『セイジ』って呼んでくれないか？」

			「それでは、『セイジ様』」

			「まあ、いいか……」

			「それで質問なんだけど、エレナは魔王について、どう思ってる？」

			「魔王ですか？」

			「うん、王様の言うことは嘘っぽいし、できれば、エレナの感想を聞きたいんだ」

			「そうですね、私もよく知らないのですが、少し前に、辺境の村が一つ魔王軍に滅ぼされたと聞きました」

			「辺境の村？　乗っ取られたんじゃなくて、滅ぼされたの？　その村は何か重要な村だったの？」

			「乗っ取られたのではなく、滅ぼされたのは間違いないと思います。そしてその村ですが、なんの変(へん)哲(てつ)もない、普通の村だったはずです」

			「うーむ、魔王軍は、なんでそんな普通の村を、わざわざ滅ぼしたんだ？」

			「そういえば、どうしてなんでしょう？　そこまで考えたことありませんでした。すいません」

			「エレナが謝る必要はないよ。本当にその村を魔王軍が滅ぼしたのか、怪しいな。動機もなさそうだし」

			「そうですね、改めて考えてみると、ちょっと変ですね。これからは私もセイジ様のように、何が正しいのかを、ちゃんと考えるようにしていきます」

			　なんか決意に満ちた顔をしているけど、大丈夫かな？　あの王様と、対立するようなことになったりしないか心配だな。

			　うーむ、これは【追跡】を使って、定期的にエレナを監視する必要がありそうだ。

			　か、勘違いしないでよね。べ、別に覗きとか、そんなことのために【追跡】を使うわけじゃないんだからね！　心配だから、心配だからなんだからね。

			　俺は、いったい誰に言い訳してるんだ？　もうそろそろ帰るとするか。

			「俺は、そろそろ退散します。こんなことになってしまった以上、俺はこの国のために行動することはできないが……エレナはお元気で」

			「はい、セイジ様もお元気で」

			　俺は、エレナにサヨナラの挨拶をして、自分の部屋を思い浮かべながら【瞬間移動】を実行した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　どうやら異世界から地球への【瞬間移動】は成功したらしく、俺は自分の部屋に戻ってきていた。

			「やった！　やっぱり戻れた」

			　部屋に戻ってきて安心したのか、急に腹が減ってきてしまい、カップ麺を食べることにした。

			　リビングに行くと、買い置きのカップ麺を取り出し、フタを開けて、電気ポットからお湯を注いだ。

			　しかしなんと！　途中でお湯が切れてしまった！　これはピンチだ！

			　このまま食べるわけにはいかないし、かといってお湯を沸かしなおして継ぎ足していれば、その間にカップ麺の下半分がお湯を吸って伸びてしまう。俺はこのピンチを乗り越えるために、頭脳をフル回転させた。

			　ピコン！

			　俺の頭の上で、電球が点灯した。

			「そうだ！　このままインベントリに入れて、時間を止めれば！」

			　俺は、途中までお湯が入ったカップ麺をそのままインベントリに入れて、時間を止めるように操作する。

			　そして、ヤカンで素早くお湯を沸かし、インベントリに入れておいたカップ麺を取り出し、改めてお湯を注ぎ直した。

			「上手くいってくれ」

			　俺は祈るような気持ちで３分待ってから、素早くフタを取り去って割り箸で麺をすする。

			「やった！　伸びてない!!」

			　人生で一番のピンチを乗り越え、俺は伸びてないカップ麺を食べることができた。

			　これは、一杯のカップ麺の勝利というだけではない。

			　今後カップ麺を食べる時に、お湯が途中でなくなったらどうしようという、人類最大の恐怖を、完全に克(こく)服(ふく)できた瞬間なのだ！　俺は、感動に涙しながら、カップ麺を食べ尽くした。

			　あれ？　ついさっきまで俺は、もっと凄い危機に見舞われていたような気がするのだが？

			　気のせいかな？

			　腹が満たされ、急に眠くなった俺は、ベッドに潜り込み、そのまま寝てしまった。

		

	
		
			００６　インベントリ活用法

			　

			　翌日、朝早くに目が覚めてしまった。昨日、早く寝たのが原因かな？　それとも歳のせいかな？

			　寝ぼけ眼をこすりながらトイレに行こうとしたのだが、何かにけつまずいた。バラバラと崩れる音がしたので見てみると、積み上げていた本が崩れてしまっている。

			　俺はラノベが好きで、大量に買ってきたラノベの本は、本棚に入りきらずに平積みになっていた。ラノベの平積みによってタワーが作られ、今では第３ラノベタワーの建築が完了しているほどだ。

			　この前、夜中にちょっと大きめの地震があった時、寝ている俺の顔に、倒壊したラノベタワーが直撃してきて、かなり痛い思いをしたことがあったっけ。

			　トイレを済ませて戻ってきた俺は、蹴飛ばして崩してしまったラノベタワーを見ながら考え込んでしまった。本棚を買ってくるべきか、はたまた古本屋に売りに行くべきか。いやいや、もし売っちゃった後で、また読みたくなったらどうするんだ？

			　ピコン！

			　ここで、また俺の頭の上に、電球が点灯した。

			　インベントリに入れちゃえばいいんだ！

			　今日は有給をもらっていて一日やることがないので、部屋の掃除をすることにした。

			　しばらく部屋の掃除をして、すべてのラノベをインベントリに収納し終えた俺は、思わぬ副産物を思いついてしまった。

			　通勤中にラノベを読むのが日課な俺は、出かける前に今日読むラノベをカバンに入れて出かけるのだ。

			　持っていったラノベをあっさり読み終わったりした場合、その日読むラノベがなくなるという悲劇が発生することが度々ある。

			　しかし、こうやってすべてのラノベをインベントリに入れておけば、そのような悲劇はもう二度と起こることはないのだ。

			　しかも、本屋にラノベを買いに行く時、すでに持っている巻を間違って買ってしまう、という過ちを、未然に防ぐことさえできてしまう。

			　こうして、ラノベを片付け終えた俺は、ふと『重大な使命』があったことを思い出した。

			　そう！　エレナ姫の、盗さ……げふんげふん。

			　エレナ姫の、監視をしなければならない！

			　王様と対立しているのだ。ひどいことされたりしかねない。

			　姫を助けるのは、勇者の務めなのだ！

			　俺はこっそりと【追跡】の魔法を使った。

			　異世界であっても、ちゃんと【追跡】の魔法は効くようで、バッチリとエレナの様子を見ることができた。

			　エレナ姫はお風呂に入っていて、あられもない姿で……。

			　などということはなく。

			　ご本をお読みになりながら、お紅茶をお飲みあそばされていた。

			　俺の読むような、低俗なハーレム系のラノベなどではなく、きっと清(せい)楚(そ)な気品のあるご本なのだろう。

			　なんだか、覗き見している俺が哀れになってきて、【追跡】の魔法をそっと閉じた。まあ、特に危険なことになっているわけでもないので、大丈夫だろう。

			　午前中いっぱいは、部屋の掃除を行った。といっても、部屋中の物を、どんどんインベントリに入れていくだけなのだが。これは楽だ！　楽すぎる！

			　昼前になって、掃除を終えた俺の部屋はガランとしている。俺の部屋がこんなに片付いたのは、何年ぶりだろう。

			　綺麗に片付いた部屋を眺めていると、腹が減ってきてしまった。冷蔵庫に何かないか漁(あさ)ってみたが、冷凍ピラフしかない。とりあえず、皿に冷凍ピラフを出してラップを掛けレンジでチンして、わかめスープで流し込みながらむさぼり食った。

			　ピラフを食いながら、テレビを見るような感覚でエレナ姫の様子を覗き見してみると。

			　エレナ姫は、大きなテーブルに一人で座り、何人かのメイドさんに見守られながら、優雅な昼食をとっていた。どうやら、あっちと日本は時差がほとんどないみたいだ。

			　昼飯を食べ終えてひと休みした後、俺は冷蔵庫に何もないことを思い出して、スーパーに買物に行くことにした。なんといっても、俺にはインベントリがあるのだから！　10㎏の米だって、らくらく運べてしまう。

			　俺の好きな冷凍食品だって、インベントリにすぐに入れてしまえば、とけないようにと急いで帰ってくる必要もないのである。買ってきたはいいものの、冷蔵庫に入りきらずに途方に暮れる心配すらないのだ！

			　もう冷蔵庫すら、いらなくね？

			　いや、これならいっそのこと、業務用の食料品を売っているスーパーで買った方が、効率がいいのでは!?　あそこの商品は、量が多すぎる代わりにめちゃくちゃ安いのだ。量が多くても、インベントリに入れて時間を止めておけば、傷むこともない。

			　俺はハイテンションでスーパーをハシゴして、食料品やお菓子なんかを大量に買いだめし、ほくほく顔で部屋に戻ってきた。

			　途中、どこかでサイレンが鳴っていたような気がしたが、まあ気のせいだろう。

			　買い物を終えた俺は、コーヒーを淹(い)れてひと息ついていたのだが、エレナ姫の監視の任務を思い出し、映像を確認してみた。

			　エレナ姫は……。

			　牢屋に入れられて、しくしく泣いていた……。

			　どうしてこうなった――！！！？

		

	
		
			００７　囚われの姫君

			　

			　さっきまで何ともなかったのに、ちょっと目を離した隙にいったい何が起こったのか？

			　俺は、いろいろと準備をして、玄関でちゃんとスニーカーを履(は)いて、覚悟を決めてから【瞬間移動】を使った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しくしく……。

			「姫様、こんにちは」

			「!?」

			　牢屋の中央でしゃがみこんで泣いていたエレナ姫は、俺の声に驚いて振り返る。姫の瞳に溜まった涙がパラっと舞い散った。

			「ゆ、勇者様！」

			「セイジ、だろ」

			「そうでした！　セイジ様！　帰ったのではなかったのですか？」

			「帰ったんだけど、君のピンチを感じて戻ってきたんだ」

			「セイジ様！」

			　エレナ姫は、俺に駆け寄り抱きついてくる。

			　思わず俺も、エレナを抱きしめようとしたのだが、さすがにこれはマズイと思い直して、我慢した。

			「エレナ、これはいったいどういうわけなんだ？」

			「それが、お、お父様が……」

			　エレナは一所懸命、説明しようとしているが、えぐえぐしてしまって上手く言葉にできないでいる。

			　俺は右手をギュッと握って力を込め、エレナの目の前に差し出し、パッと手を開くと同時にインベントリからハンカチを取り出す。

			『今は、これが精一杯』と名台詞を心の中だけでつぶやきつつ、エレナにハンカチを渡した。ちなみに、万国旗なんか持っていないので手品はなしだ。

			「あ、ありがとうございます」

			　エレナは俺から受け取ったハンカチで涙を拭くと、やっと落ち着いたのか、ニッコリ微笑んでくれた。

			「落ち着いたかい？」

			「はい、セイジ様。ありがとうございます」

			「では、何があったか話してくれるかい？」

			「はい、私は、城のいろいろな人から魔王について聞いて回りました。新しい話は全然聞けなかったのですが、諦めて部屋に戻ってくると、お父様が何人もの兵士を連れてやって来たんです」

			　やはり王様か。

			「私はお父様に、村が滅ぼされた件は魔王軍の仕業じゃないかもしれない、という話をしたんです。そしたらお父様は急に怒りだして、私を牢屋に閉じ込めろと、兵士たちに命じて……」

			「それで牢屋に閉じ込められたのか」

			「はい」

			　なんて奴だ、実の娘だというのに！

			「それでお父様は、魔王軍との戦争が終わるまで、お前をここから出すわけにはいかないって」

			「それは、ひどいな」

			「私はもう、どうしたらいいのか分からなくって」

			　ピコン！

			　俺は、いいことを思いついた。

			「そうだ、俺が君を誘拐しちゃおう！」

			「セイジ様が私を、誘拐しちゃうんですか？」

			「うん、囚われの姫君を助け出すのは、勇者の役目だしね！」

			「でも、お父様が……」

			「気にしない気にしない。あ、そうだ、姫を誘拐しましたって犯行声明を残しておこう」

			　俺は、インベントリにしまっておいた下敷き、メモ帳、ボールペンを取り出し、犯行声明を書こうとしたところで、手が止まってしまった。

			「考えてみたら、俺、この国の字を知らないや」

			　ピコン！

			　俺の頭の上に、また電球が点灯した！

			　そういえば、【情報魔法】に【言語習得】ってあったな。確か、たくさんＭＰを消費すれば、習得の度合いが変化するって、説明文に書いてあったし、あれで字も書けるようになるのでは？

			　早速【言語習得】を試してみた。

			　

			〈言語習得〉

			ドレアドス共通語を習得します。

			習得レベルを選択してください。

			・レベル１（消費ＭＰ：50）片言で話ができる。

			・レベル２（消費ＭＰ：１００）日常会話程度は話ができる。

			・レベル３（消費ＭＰ：２００）スラスラと会話ができ、簡単な文字のみ読める。

			・レベル４（消費ＭＰ：５００）スラスラと会話ができ、日常使う文字が読み書きできる。

			・レベル５（消費ＭＰ：１０００）

			すべての言葉を使って会話ができ、すべての文字が読み書きできる。

			　

			　レベル４か５の二択だが、どっちにしよう。レベル５だとＭＰは１０００も使うのか。まあ、まだＭＰは２０００くらい残っているから、使っちゃってもいいか。

			　俺は、ＭＰを１０００消費して、レベル５ドレアドス共通語を習得した。

			　

			王様へ

			エレナ姫は誘拐させてもらいました。

			追ってくれば命の保証はありません。

			もちろん、あなたの命の保証です。

			では、ごきげんよう。

			　　　　　　勇者より

			　

			　俺は犯行声明文を書いて、牢屋の壁にセロテープで貼り付けると、エレナ姫の手を取って【瞬間移動】を実行し、牢屋から脱出した。

		

	
		
			００８　姫のウォークインクローゼット

			　

			　今の俺が【瞬間移動】を使って移動できる場所は、２ヶ所しかない。地球への移動は１日１回の制限があるので、明日にならないとダメだ。

			　残るのはこちらの世界で行ったことのある、謁(えつ)見(けん)の間とエレナ姫の部屋だけだ。

			　さすがに姫を誘拐している状態で謁(えつ)見(けん)の間に行くわけにもいかないので、エレナ姫の部屋へ飛んできたのだ。

			「あれ？　ここは、私の部屋」

			「君は僕に誘拐されちゃうから、着替えとかあった方がいいかと思って」

			「凄い魔法ですね、こんな魔法、聞いたことがありません。あ、着替えですね、少々お待ちください」

			「今の格好だと目立つから、地味目の服があるといいんだけど」

			「はい、分かりました」

			　エレナ姫が準備をしている間に、誰も入ってこないように【物理バリア】と、部屋の中の音が外に聞こえないように【音バリア】を掛けておこう。

			　そして、バリアを張り終えた俺は、エレナ姫の方を振り向く。

			「きゃっ！」

			　エレナ姫は、着替え中だった。

		

	
		
			[image: p_48.jpg]
		

	
		
			「ご、ごめん」

			　俺は、姫様を見守りたい気持ちをぐっと抑えて、後ろを向く。

			「い、いえ、もう少々お待ちください」

			「あ、はい」

			　後ろから、なまめかしい着替えの音が聞こえてくる。『振り向け』と悪魔が囁(ささや)いたが、変に緊張してしまって身動きが取れなかった。

			「すいません、終わりました。もう、こちらをお向きになっても大丈夫です」

			「ああ、終わっちゃいましたか」

			　エレナ姫は、あまりお姫様に見えない感じの服を着ていた、これで大丈夫だろう。

			「今着ているもの以外に、着替え用の服はある？」

			「目立たない服は、これくらいしか持っていなくて」

			「うーむ、とりあえず着替えは、エレナが持ってる服を全部持って行くか」

			「えっ？　全部ですか？　ムリです、とてもカバンに入りきれません」

			「まあ、俺に任せなって」

			　姫様に案内されてウォークインクローゼットに足を踏み入れると、とんでもない量の服が飾られていた。

			「凄い量だな」

			　申し訳なさそうにしているエレナ姫を尻目に、大量の服を、どんどんインベントリに放り込んでいく。

			「ふ、服が、どんどん消えていきます。これは、魔法なのですか？」

			「ああ、後で自由に取り出せるから安心していいよ」

			「す、凄いです！」

			　エレナ姫の感嘆の声に変な興奮を抱きつつ、俺はすべての服をインベントリにしまい終えた。

			「ホントに、全部入っちゃいました」

			「あと他に、持っていく物は？」

			「本を持っていってもいいですか？」

			「ああ」

			　本棚に行ってみると、こっちも結構な量がある。

			　だんだん手馴れてきて、本はすぐに仕舞うことができた。

			　もうちまちまやるのが面倒になってきて、俺は部屋の物を片っ端から、インベントリに放り込むことにした。

			「ふー、とりあえず部屋にあるものは、全部しまえたかな？」

			「ベッドまで入ってしまうのですね、凄すぎます」

			　部屋は、もぬけの殻になっていた。

			「さて、持ち物もまとめられたし、後はどこに逃げるかだな」

			「私は、セイジ様のお住まいに行ってみたいです」

			「ごめん、異世界への移動は１日１回しかできないから、俺の部屋には、明日にならないといけないんだ」

			「そうなんですか？　そうしましたら、まずは宿屋に泊まらないといけませんね」

			「そうか、じゃあ、まずは街に行かないとな」

			「でも、お城から出られるでしょうか？」

			「大丈夫、大丈夫。城の外が見える場所って、どこかある？」

			「はい、こちらの窓から、城下町が見渡せます」

			　俺は、エレナ姫に案内された窓から外を眺めてみた。

			　城下町は、大きな通りが十字に交差していて、中央には噴水のある大きな広場があった。

			「とりあえず、あの広場でいいか。エレナ、お手を」

			「は、はい」

			　俺はエレナの手を取り、噴水広場に向かって【瞬間移動】を実行した。

		

	
		
			００９　城下町

			　

			「着いたよ」

			「す、凄いです。もう、お城の外なんですね」

			　エレナは、周りをキョロキョロと見回している。周りの人たちも、俺たちがいきなり現れたのに驚いている。

			　俺はエレナの手を取って、大通りを歩き始めた。

			「セイジ様、急にどうしたのですか？」

			「だいぶ注目されてたみたいだったから」

			「あ、私は誘拐されたんでした。目立っちゃダメなんですよね」

			「そうそう」

			　エレナはなぜか、クスクス笑い始めた。

			「何がそんなにおかしいんだい？」

			「だって、私がセイジ様に、誘拐されちゃうなんて。なんだか可笑しくって……クスクス」

			　エレナがそんなふうに笑ってるのを見ると、俺もなんだか楽しくなってきてしまう。

			　俺とエレナは、しばらくの間クスクス笑いながら、手を取り合って大通りを歩いていた。

			　大通りは大勢の人たちが行きかっている。たまにネコミミの人なんかも混じっている。やはり、そういう人もいるのか～。

			「おっといけない、宿屋を探さないといけなかったんだ」

			「そういえば、そうでした」

			「エレナは宿屋がどこにあるか、知ってたりしない？」

			「すいません、分かりません。あ、私、誰かに聞いてきますね」

			　エレナはそう言うと、屋台で野菜を売っていたおばさんに、宿屋の場所を聞いている。屋台のおばさんは、エレナの気品あるしゃべり方や仕草に、面食らっているみたいだった。

			「宿屋は、あちらにあるそうです」

			　エレナに案内されて、宿屋にやって来た。

			「ここが宿屋みたいです」

			　２人で宿屋に着いたところで、俺は重大なことに気がつく。

			「そういえば俺、この国のお金持ってないや。エレナは、お金をどれくらい持ってる？」

			「すいません、私もお金は持ってないです」

			「困ったな、何か物を売ってお金にできないかな？」

			「私、誰かに聞いてきます」

			　エレナは、近くを歩いていたおじさんにいきなり話しかけた。

			「あちらに、商人ギルドがあるそうです」

			「エレナ、いろいろありがとね」

			「いえいえ」

			　エレナはニッコリ微笑みながら、俺を商人ギルドまで案内してくれた。

			　

			「ここが、商人ギルドみたいです」

			　なんか木造の銀行みたいな感じの建物だ。とりあえず入ってみるか。

			「いらっしゃいませ、本日はどのようなご用件ですか？」

			「こちらで、品物を買い取ってもらえると聞いて、寄らせてもらいました」

			「でしたら、まずは登録をお願いします」

			　俺たちは、窓口に案内されて登録を行うことになった。

			「いらっしゃいませ、ようこそ商人ギルドへ。ギルドへの登録手続きですね。こちらに名前の記入をお願いします」

			　巨乳のお姉さんが、営業スマイルでお出迎えしてくれる。俺は登録手続きを終わらせ、どんなものを買い取ってくれるのか質問してみた。

			「現在、塩が品不足ですので、もしお持ちでしたら高く買い取らせていただいております」

			「塩か、それならちょうど持ってる」

			　俺は、受付のお姉さんから見えないように、先ほどスーパーで買った塩をインベントリから取り出し、台の上に置く。

			「こ、これが塩ですか!?」

			　あれ？　何かまずかったかな？

			「すいません、鑑定士を呼んでまいりますので、しばらくお待ちください」

			　お姉さんは、誰かを呼びに行ってしまった。

			「エレナ、この塩、何か変なのかな？」

			「この塩は真っ白なんですね？」

			「この国の塩は、白くないの？」

			「私の見たことがある塩は、もうちょっと灰色っぽくて、もっとゴツゴツした感じでした」

			「ああそうか、岩塩が普通なのか」

			「あと、この袋は透明でキレイですね。何か魔法の術式のような物も描かれていますし。なんの袋なんですか？」

			「あ、そうか、ビニールなんてないよね。あと、これは術式じゃなくて、俺の国の文字だよ」

			「『びにーる』ですか……それはどんな生き物なんですか？」

			「生き物じゃないよ、うーむ……石油製品だってことは知ってるけど、どうやって作られているかまでは知らないや」

			　俺たちがそんな会話をしていると、受付のお姉さんが上司らしき人を連れて戻ってきた。

			「こ、これが塩!?　し、失礼しました。それでは【鑑定】させていただきますので、こちらの小皿に少し出してもらえますか？」

			　俺はビニールの角に穴を開けて、塩を少しだけ小皿に取り出す。

			「○△◇×……【鑑定】！」

			　あ、またこの魔法か。

			「え、え、Ｓランク!?」

			　鑑定士さんは、驚いて後ろに倒れてしまった。俺とエレナは、何事かと顔を見合わせる。

			「し、失礼しました。え、Ｓランクの塩ですと、一度にこんな大量に買い取ることはできません」

			　鑑定士さんは、小瓶を取り出す。

			「この瓶に入る分でしたら、１万ゴールドで買い取りますが、どうなさいますか？」

			「では、それでお願いします」

			「分かりました。それでは失礼して、移し替えさせていただきます」

			　鑑定士さんはそう言うと、小さなスプーンを取り出し、塩をぷるぷる震える手で小瓶に移し替え始める。

			　もの凄く慎重に、移し替え作業が終わった。鑑定士さんは額に汗をびっしょりかいていた。

			「それでは、こちらが１万ゴールドになります、お確かめください」

			　差し出された袋の中には、金貨が１００枚入っている。金貨は、金メダルくらいの大きさがあり、１００と書かれていた。１ゴールドがどれくらいの価値か分からないけど、この１００ゴールド金貨って、小さな商店でそのまま使えるのかな？

			「すいません、この金貨を１枚だけ両替してもらえませんか？」

			「はい、分かりました」

			　俺が１００ゴールド金貨を１枚渡すと、10と書かれた銀貨を９枚、１と書かれた銅貨を10枚に交換してくれた。

			　塩をちょっと売っただけでお金もできたし、俺はほくほく顔で商人ギルドを後にした。

			　商人ギルドを出る時、ギルドの職員全員が並んでお見送りしてくれたけど、商人ギルドの接客って、だいぶやりすぎなんじゃないだろうか？

			　商人ギルドを出て、今度こそ宿屋に向かっていると、【警戒】魔法が反応し、地図が表示されて、地図上に黄色い点が表示された。

			　ん？　黄色い点？

		

	
		
			０１０　泥棒追跡

			　

			【警戒】魔法に反応した黄色い点は、危険ではなく注意を示すものらしい。

			　とりあえず、ちょっとした準備をしてから様子を見ることにした。

			　黄色い点は、俺の背後から近づく。

			「ごめんよ！」

			　何かがぶつかった軽い衝撃とともに、そんな声が聞こえた。

			「あっ！　セイジ様、お金の袋が！」

			　エレナは、思わずさっきぶつかった人物を追いかけようと、駆け出したのだが……勢い余ってコケてしまった。

			　俺はとっさに、【クイック】の魔法を自分にかけて、エレナが地面に激突する寸前で受け止めることに成功した。

			「あ、セイジ様、ありがとうございます」

			　抱きつくような格好になってしまって、エレナは顔を真っ赤にしている。か、かわええ～。

			「ごめんなさい、私のせいで犯人を見失っちゃいました」

			「大丈夫、金貨と銀貨はインベントリに移してあるから、あの袋には10ゴールドしか入れてなかったしね」

			「そうだったんですか、いつの間に」

			「うん、さすがに99枚の金貨が重くって。それに、あの袋に魔法を掛けておいたから、【追跡】もできるよ」

			「さすがです、セイジ様」

			　俺たちは、犯人の追跡を開始した。

			【追跡】の機能を使って、犯人の様子を見てみると……裏路地に隠れて、袋の中身を確認していた。

			　袋の中から10ゴールドを取り出した犯人は、しっぽを振って喜んでいる。

			「こっちみたいだ」

			「はい」

			　エレナは何が楽しいのか、ニコニコ顔で付いてくる。

			　さらに犯人の行動を監視していると……パン屋でパンを購入していた。

			「どうやら犯人は、パンを５個買ったみたいだ」

			「パンを５個も。よっぽどお腹がすいていたのでしょうか？」

			「うーむ、パンは食べずに、どこかに運ぶみたいだ」

			「謎が謎を呼びますね」

			　俺たちは、さらに犯人の後を追った。

			　

			「ここが犯人のアジトですか？」

			「ああ、ここに入っていった」

			「でも、ここって……教会ですよ？」

			「そうみたいだな。入ってみようか」

			「はい」

			　俺たちは、犯人が入っていった教会に足を踏み入れた。

			　教会の中は、ガランとしていて誰もいない。

			「あっちの方で人の声が聞こえます」

			　俺たちは、エレナが指差す奥の部屋へと進む。

			　奥の部屋に踏み入ると、犯人と遭(そう)遇(ぐう)してしまった。

			「お前は、さっきの！」

			　犯人は、俺に襲いかかってくる。

			　俺が犯人の両手首を掴んで持ち上げると、犯人は地面に足がつかなくなり、足をバタバタとさせた。

			「はなせ！」

			　俺に捕まって、すっかり借りてきたネコのようになってしまった犯人……。

			　まあ、猫なんだけどね。

			　犯人は猫耳、猫しっぽの10歳くらいの女の子だった。

			「セイジ様、こちらに来てください」

			　エレナが、さらに奥にある部屋から呼んでいる。

			「そっちに行くな！」

			　犯人の女の子の必死の訴えを無視して、奥の部屋に入ると……。

			　シスターの格好をした24、25歳くらいの女の人が、粗末なベッドで苦しそうに唸っていた。

			　病気で寝込んでいるのだろう。犯人の女の子は、この病気のシスターにパンを食べさせたかったらしい。

			「その人の病気、重いのか？」

			「だいぶ苦しそうです、私が魔法で治してみます」

			　エレナはシスターの額に手を乗せて、魔法を唱え始めた。

			「ま、魔法！」

			　犯人の女の子は俺に両手首を掴まれ、ぶら下がったままエレナの方を見ている。

			　エレナの魔法が発動し、シスターの体が光に包まれると、シスターはだいぶ苦しみが和らいだようで、静かに寝息を立て始めた。

			「な、治ったの？」

			「時間を置いて、何回か魔法をかけたら、良くなるはずです」

			「あ、ありがとう」

			　犯人の女の子は、戸惑いながらもエレナにお礼を言った。

			　すると、３人の子供たちがどこからかぞろぞろと出てくる。

			　３人は５～８歳くらいで、みんな少し痩せていた。

			「シスター、しなない？」

			「大丈夫よ、魔法で病気を軽くしたから」

			「おねえちゃん、ありがとう」

			　子供たちは、口々にお礼を言った。

		

	
		
			０１１　カブとベーコンのコンソメスープ

			　

			　エレナ姫の回復魔法のおかげか、しばらくしてシスターが目を覚ました。

			「うーん……。あれ？　私はどうして……あなたたちはどなたですか？」

			「ああ、まだ起き上がらないでください。魔法で一時的に症状を軽くしているだけで、まだ治ってはいないのですから」

			「もしかして、魔法師さんなのですか。申し訳ありません、私たちには、魔法師さんにお渡しできるお金がありませんので……」

			「気にしなくていいよ。俺とエレナは、好きでやってるだけだから」

			「申し訳ありません」

			　シスターさんは、謝ってばかりだった。

			「アリア、パン買ってきたよ、食べて」

			「ミーニャ、ありがとう」

			　シスターの名前は『アリア』、ネコミミの女の子は『ミーニャ』というらしい。

			　アリアさんはミーニャの買ってきたパンを食べようとしたのだが、一口食べたところで咳き込んでしまった。

			「大丈夫かい？」

			　俺は、インベントリから小さいペットボトルのミネラルウォーターを取り出し、キャップを開けて、アリアさんに飲ませてあげた。

			「ありがとうございます。あれ？　この瓶は、ずいぶん軽いのですね」

			「まあな、俺の故郷の物なんだ」

			「アリア、ごめんね、パン硬かった？」

			「ごめんね、喉が痛くって」

			　どうやらアリアさんは、喉を痛めているようだ。

			「ちょっと待ちな、俺が何か作ってきてやる。台所はどこだ？」

			「おじさんが作ってくれるの？」

			「おいおい、微妙なお年頃なんだから『おじさん』はやめてくれよ」

			「じゃあ、お兄さん」

			「まあいいか、喉が痛いならスープとかの方がいいか。ミーニャだっけ？　台所に案内してくれ」

			「うん」

			「それじゃ、俺はちょっと料理を作ってくるから、エレナはアリアさんのことを見ててくれ」

			「はい、分かりました」

			　俺はミーニャに案内されて、台所にやって来た。

			「ここだよ、何を作るの？」

			「そうだなー」

			　台所を見渡してみたが、買い置きの食料などはないみたいだ。そりゃあ、泥棒をしてまでパンを買わないといけないくらいだし、苦労をしているのだろう。

			　俺はインベントリの中を調べて、スープの材料になりそうな物を探した。

			「カブのスープにするか」

			「かぶ？」

			「おいしいぞ～」

			　カブはスーパーで特売だったので、思わず買ってしまったものだ。調理器具も全部インベントリに入れておいたので、ひと通り揃っている。

			　カブ、コンソメスープ、ベーコン、塩、コショウ、植物油と、なべ、まな板、包丁をインベントリから取り出して、テーブルに並べた。

			「これが『かぶ』？　初めて見た」

			　ミーニャが知らないってことは、この世界にカブはないのかな？

			　かまどを確認してみると、薪(まき)で火を付けないといけないらしい。俺は、インベントリからライターを取り出した。

			「それなあに？」

			「これか？　これはライターって言って、火をつける道具だ」

			「魔道具なの？」

			「まどうぐ？　まあそんなところだ」

			　この世界には、魔法を使った道具もあるのかな？

			　俺は、ライターで小枝に火をつけ、薪(まき)に燃え移らせていった。

			　最初にカブとベーコンを刻んでおき、ナベに油を引いて刻んだベーコンを炒める。ある程度火が通ったら、炒めたベーコンの上から水、コンソメスープ、刻んだカブを投入し沸(ふつ)騰(とう)させる。アクを取りながら、カブが柔らかくなるまで煮込んだら、塩コショウで味を整えて完成だ。

			　病人用なので、味は少し薄めにしておいた。

			　ナベをアリアさんのいる部屋まで運んで、テーブルにスープ皿を出してスープを注ぐと、部屋にコンソメのいい香りが広がった。スープ皿は、この教会にあった木製の皿だ。

			「美味しそうな香りですね」

			「起きられそうか？」

			「はい」

			　俺はアリアさんに肩を貸して、テーブルまでエスコートした。

			「なんて美味しそうな香りなんでしょう！　こんな親切にしてもらって、なんとお礼を言ったらいいか……」

			「そんなのは後でいいから、冷めないうちに飲みな」

			「はい」

			　アリアさんは、スプーンでスープをすくって口に運んだ。

			「なんて美味しいんでしょう！」

			　アリアさんは、涙を流していた。

			「おい、泣くことはないだろ」

			「すいません、あまりに美味しくて」

			　アリアさんは、スープをどんどん口に運んでいく。

			　ぐー。

			　何か音がしたかと思ったら、子供たちのお腹の音だった。

			「みんなも、スープを飲むか？」

			「「いいの!?」」

			「まだいっぱいあるからいいぞ。ほら、皿を持ってきな」

			「「うん！」」

			　子供たちは、皿を持って俺の前に並んだ。学校の給食係になった気分だ。

			　俺は、子供たちの皿にスープをよそっていく。

			　子供たちは大事そうに皿をテーブルに持って行き、わき目もふらずスープを飲み始めた。

			「「おいしー！」」

			　どうやら、子供たちにも好評のようだ。

			　ふと見ると、エレナがチラチラとこちらを見ている。俺は、インベントリからパン祭りでもらった皿を取り出した。それにスープをそそいで、スプーンと一緒にテーブルに置くと、エレナを呼んだ。

			「ほら、エレナも飲みな」

			「いいんですか？」

			「いいに決まってるだろ」

			「ありがとうございます！」

			　俺も別の皿を取り出すと、エレナの隣に座って、みんなでスープを味わった。適当に作った割に、けっこういい味になったな。

			　しかし、スープだけだと腹にたまらないな。何かなかったかな？

			　インベントリを探すと、いいものを見つけた。

			「みんな、これを食べるか？」

			　俺は８枚切りの食パンを、２斤取り出した。

			「それはなんですか？」

			「パンだよ」

			「四角いパン？」

			　全員に食パンを２枚ずつ渡す。ミーニャが買ってきたパンは硬くてアリアさんは食べられないので、子供たちに１個ずつ、俺とエレナで半分ずつもらった。アリアさんには余っていた食パンをもう１枚あげ、最後の１枚は４頭分して子供たちにあげた。

			「このパン、すごく柔らかくて美味しい！」

			「それしかないから、ゆっくり食べるんだぞ」

			「「はーい」」

			　みんなスープもパンも残らず平らげた。

			「ありがとうございます、美味しかったです」

			「「おいしかったー」」

			「とっても美味しかったです」

			　アリアさん、子供たち、エレナも満足してくれたようだった。

			「アリアさん、食べた後は、これを飲みな」

			「これはなんですか？」

			「これは薬だよ、エレナの魔法でだいぶ良くなってきてるけど、念には念を入れて飲んでおくといい」

			「ありがとうございます」

			　まあ、ただの風(か)邪(ぜ)薬(ぐすり)だが、飲まないよりはいいだろう。

		

	
		
			０１２　姫のベッド

			　

			「さて、俺たちはそろそろ宿屋探しを再開しないと」

			　外は、すっかり日が傾いていた。

			「よろしければ、ここに泊まっていってください。何もないところで申し訳ありませんが……」

			「いいんですか？」

			「子供たちも喜びますし」

			「しかし、寝るところはどうする？」

			「私の使っていたベッドでよろしければ、使ってください」

			「いやいや、アリアさんこそ病人なんだから、ちゃんと寝ないと」

			「あの、セイジ様」

			「なんだい？」

			「私のベッドをここに出せませんか？」

			「そういえば、エレナのベッド持ってきてたんだっけ」

			　頭の上に「？」マークを出現させている子供たちとアリアさんにちょっとどいてもらって、エレナの部屋から持ってきた大きなベッドを部屋の中央に出現させた。

			「すごーい！　魔法だ!!」

			「すごい、大きなベッドが……」

			　子供たちは、大きなベッドの出現に大はしゃぎだ。

			「この大きさなら、エレナと子供たち全員で寝ても平気なんじゃないか？」

			「そうですね、でも、セイジ様はどうするんです？」

			「俺は、子共たちの使ってた部屋を借りるよ」

			　大きなベッドに大はしゃぎの子供たちを、なんとか寝かしつける。結局、俺たちは教会に一晩泊めてもらうことになった。

			　

			　翌朝、目が覚めると、アリアさんは、すっかり良くなっていた。

			　アリアさんは、治ったばかりだというのに働こうとするので、今日一日はベッドから出ないように言い聞かせて、代わりに俺たちで家事をこなすことにした。

			　ミーニャにはパンを買いに行かせ、エレナと子供たちは掃除と洗濯、俺は朝食作りを任されたのだが、あまり使えそうな食材がなくて困っていた。カップ麺や袋麺、レトルト食材なんかはあるのだが、基本的に分量は一人分。

			　仕方ないのでトマトやレタスなどの野菜を切ってサラダを作ってみた。ドレッシングは俺の大好きな胡麻ドレッシングだ。

			　後は、シリアルが１箱あったので人数分に分けて、食べる時に牛乳をかければいいか。

			　しばらくしてミーニャがパンを買ってきたので、アリアさんを起こして、みんなで朝食を取った。

			　アリアさんとエレナは、サラダが気に入ったみたいで、美味しそうに食べていた。

			　子供たちはシリアル、というか牛乳が気に入ったみたいで、パンを千切って牛乳に浸して食べていた。

			　朝食を食べ終わったところで、俺はそろそろ帰らないとならないことを伝えた。

			「えー！　お兄さん、帰っちゃうの？」

			「もっといてよ」

			「ここに住んでもいいよ」

			　子供たちは、口々に引き止める。

			「また美味しいものを持って遊びに来るから、それまでアリアさんのお手伝いをしていい子にしてるんだぞ」

			「うん……分かった……でも、また来てね、約束だよ」

			「分かった、約束するよ。それと、アリアさん。これで子供たちに、いいものを食べさせてあげてくれ」

			　俺は、アリアさんに１００ゴールド金貨を手渡した。

			「こんなたくさんのお金を、いただけません」

			「これは子供たちのためのお金だ。それとも、また子供たちにひもじい思いをさせたいのか？」

			「分かりました、ありがとうございます。何から何まで、この御恩は一生忘れません」

			「まあ、次来る時まで覚えていてくれればいいよ」

			「はい！」

			　ほんとは【瞬間移動】を使えばいいだけなのだが、なんとなく見送られたい気分だったので、俺たちはアリアさんと子供たちに見送られながら、歩いて教会を後にした。

			「子供たち、可愛かったですね」

			「ああ、今度来る時は、美味しいものをたくさん買ってきてやらないとな」

			「はい」

			　俺たちはしばらく歩いて、人気のない裏路地にやって来た。あまり【瞬間移動】を人に見られるのも良くないからだ。

			「それじゃあ、俺の世界に【瞬間移動】するよ。つかまって」

			「はい」

			　エレナは俺に抱きついてきた。

			　手を繋ぐだけでいいのだが、なぜに抱きつく！

			　まあ、嬉しいからいいけど。

			「【瞬間移動】！」

			　俺は、自宅の玄関を思い浮かべて【瞬間移動】を発動させた。

		

	
		
			０１３　電気ポット

			　

			「きゃっ！」

			【瞬間移動】に成功し、俺とエレナは自宅の玄関に移動してきたのだが、エレナがお尻を玄関のドアにぶつけてしまった。

			「こ、ここがセイジ様のお住まいですか？」

			　エレナは、物珍しそうに玄関を見回している。

			「ああ、狭くて恥ずかしいけど」

			　俺は何気なく、玄関と廊下の電気をつけた。

			「わっ！　光が!!」

			「あ、ごめんごめん、今つけた光は、この世界のランプみたいなものだよ」

			「凄く眩(まぶ)しいです、凄いんですね。でも、あんなに高いところにあったら、油を継ぎ足す時に大変なのではありませんか？」

			「油は継ぎ足さなくても、大丈夫なんだよ」

			「では魔道具なのですか？」

			「魔法ではないんだけど……似たようなものかな？　それより、こんなところで喋ってないで上がってよ」

			「あ、はい。お邪魔します」

			　ベタな話なのだが、エレナは靴のままで上がろうとした。

			「ちょっと待って、ここは靴を脱いで上がるんだ」

			「靴を脱ぐんですか!?」

			　俺は先に靴を脱いで、エレナの前にスリッパを置いた。

			「靴を脱いだら、このスリッパに履(は)き替えてね」

			「なるほど、部屋の中用の靴に替えるんですね」

			　エレナは靴を脱ごうとしていたが、ハッと俺の方を向いて、なぜかモジモジし出した。

			「どうしたんだい？」

			「なんだか人前で靴を脱ぐなんて、は、恥ずかしくて」

			「は、恥ずかしい!?」

			「ご、ごめんなさい、変ですよね」

			「いやいや、文化の違いに戸惑うのは、当たり前のことだし。エレナが恥ずかしいなら、俺は後ろを向いてるね」

			「申し訳ありません」

			　俺の後ろで、エレナが……。

			　靴を脱いでスリッパを履(は)いてるだけなのに。

			　なんだか変な気分に……。

			「履(は)き替えられました」

			「お、おう」

			　俺は、変な気分になりつつ、エレナをリビングに案内した。

			「ここがリビングだよ。そのソファーに座って待ってて。今、紅茶を淹(い)れてくるから」

			「ふぁっ、はいっ！」

			　エレナは部屋中を見渡して、変なテンションになっているようだった。この世界のものが珍しいのだろう。

			　ティーカップを２個取り出し、紅茶のティーバッグを入れる。電気ポットからお湯を注いで、エレナの前に置いた。

			「砂糖とミルクは、いる？」

			「ミルクは今朝いただいたものですよね？　紅茶に入れるんですか？」

			「あれ？　紅茶にミルクを入れないの？」

			「はい、入れたことないです。あと、『さとう』も聞いたことがないです」

			「え!?　砂糖を知らないの？」

			「は、はい」

			　まさか砂糖がないとは思わなかった。

			「試しに入れてみるかい？」

			「はい、ぜひ！」

			　俺は、エレナの紅茶に砂糖と粉のミルクを、スプーン１杯ずつ入れてあげた。

			「どうぞ、召し上がれ」

			「ありがとうございます」

			　エレナは恐る恐る、紅茶に口をつけた。

			「お、美味しいです！　塩と似ていたので、しょっぱいのかと思ってましたけど。とっても甘いので、びっくりしちゃいました！」

			「ああ、気に入ってくれてよかったよ」

			「これも食べてみな、紅茶に良く合って美味しいよ」

			　お茶請けに、クッキーも出してあげた。

			「ありがとうございます。っ!!　こ、これも美味しいです!!」

			　しばらく２人でお茶をしていたら、よほど美味しかったのか、いつの間にかエレナのティーカップは空になっていた。

			「紅茶のおかわりは、いかが？」

			「ありがとうございます、いただきます」

			　俺が、エレナのティーカップに新しいティーバッグを入れて、ポットでお湯を注いで戻ってくると、エレナは不思議そうな顔をしていた。

			「あの、あそこからお湯が出てきましたけど、あれはどうなっているんですか？」

			「ああ、あれは電気ポットと言って、あれに水を入れておくと、自動でお湯を沸かしておいてくれるんだ」

			「お湯を沸かしてくれる道具なのですか？」

			「じゃあ、ちょっとやってみようか」

			　俺は、インベントリからヤカンを取り出し、台所で水を入れて戻ってきた。

			「まずは、ポットのフタを開けます」

			　パカっとポットのフタを開けると、湯気が立ち上がる。そして、おもむろにポットに水を足していく。内側の線のところまで水を足して、フタを閉じた。

			「これで、しばらく待てばお湯が沸くんだ」

			「え!?　あれだけですか？　火をつけたりとかはしないんですか？」

			「ああ、何もしなくていい。まあ、ちょっと待ってて」

			　しばらくすると、ポットの排気口から、湯気が湧き出てきた。

			「凄いです、なんにもしてないのに」

			　さらにしばらく待っていると、オルゴールのような電子音が鳴り響いた。

			「えぇぇー！　い、今の音は!?」

			「今の音は、お湯が沸いたのを知らせる音だよ」

			「これは、凄い道具ですね！」

			　エレナはいろいろなものに興味を持ち、質問攻めにされた。

			　しばらく質問攻めにされていると、急にエレナが無口になった。どうしたんだろう？

			「あ、あの～」

			「ん？　どうした？」

			「あのですね、お化粧室をお借りできないでしょうか？」

			「えっ、あっ、お、お化粧室ね」

			　なんかキョドってしまった。

		

	
		
			０１４　水とペーパー

			　

			　トイレのドアを開けた途端、エレナは固まってしまった。

			「どうした？」

			「あの、使い方が良く分からなくって……」

			「お、おう」

			　俺は、トイレの中で女の子と２人っきりになり、下に関連する話をするという、なれない作業に戸惑っていた。

			　しばらく使い方の説明を続けていると、エレナが俺の話を遮ってきた。

			「あの……」

			「な、なんだい？」

			「その……そろそろ、が、我慢が限界なので……」

			「おう！　ご、ごめん」

			　俺は急いでトイレから出た。

			「ここにいるから、分からないことがあったら、なんでも聞いて」

			「は、はい」

			　しばらくすると、中から清らかな湧き水のような……。

			　はっ！　イカン!!　あー、聞こえない！　聞こえない！

			　俺は自分の鼓膜を破壊すべく、両耳をバシバシと叩いた。早く俺の鼓膜を破壊せねば。

			　その時、ふと、あることに気がついた。

			　そういえば、鍵のかけ方を教えていない！

			　ということは……。

			　今、この扉は、鍵がかかっていないのでは!?

			　もし、万が一、何かの拍子に、この扉が開いてしまったら……。

			　中でエレナが……。

			　っ！！！！　あー、知らない!!　知らない!!

			　俺は今さっき考えたことを、記憶から消去すべく、壁に頭をガンガンぶつけていた。

			「あ、あの……」

			　俺が鼓膜の破壊と記憶の消去に失敗し、乱れた呼吸を整えていると、ドアの向こうからエレナが声をかけてきた。

			「ど、どうした？」

			「な、何か、拭くものはありませんか？」

			「ふ、拭くもの!?」

			　しまった、そういえばペーパーの使い方も説明していない！

			「よ、横に、巻いた紙があるだろ？」

			「あ、はい、あります」

			「それを取り出して、折りたたんで使って」

			「こ、これをですか？　わ、分かりました」

			　カランカランと音がする。どうやら使い方を理解できたようだ。

			「拭いたのをどうしたらいいんですか？」

			「水の中に捨てちゃって」

			「捨てちゃうんですか!?　分かりました」

			　しばらくして、ガチャっと音がしてエレナが出てきた。

			「お手数おかけしました」

			　あれ？　何かおかしい。いったい何が、心に引っかかっているのだろうか？

			　ピコン！

			　そうだ！　水を流す音がしなかった！　つ、つまり、まだ、流していない!!

			「エレナ、待って！」

			「は、はい、なんですか？」

			「あそこに金属のレバーがあるでしょ？　アレをクイッとひねって来て」

			「あ、はい、分かりました」

			　ザバー。

			　やっと、トイレ終わりに必ず聞く音が聞こえて、安心していると。

			「きゃー！　み、水がー！」

			　エレナは急に水が流れたのを見て、びっくりしている。

			「大丈夫、水で洗い流してるだけだから」

			「あ、水がおさまってきました」

			「ね」

			「ビックリしました」

			　本日最大のピンチを乗り越えた俺は、エレナを洗面所に案内した。

			「ここで手を洗えるよ」

			　俺が蛇口をひねって水を出すと、エレナはまた驚いていた。

			「ついでにハンドソープも使ってみる？」

			「『はんどそーぷ』ですか？」

			　俺はエレナの手をハンドソープのポンプの下に持っていき、ポンプを押した。

			「きゃっ！　何か白いのがピュッて出ました」

			　なぜそのような言い方をするのか！　まあいい。

			「それをゴシゴシしたら、泡立って手がキレイになるよ」

			「はい、やってみます」

			　ゴシゴシ、アワアワ。

			「凄いです！　アワアワです!!」

			　エレナは、小さい子供のように目を輝かせて喜んでいる。

			「ほら、いつまでも遊んでないで洗い流して」

			「あ、はい」

			　泡を洗い流したエレナに、タオルを手渡した。

			「はい、これで拭いて」

			「ありがとうございます。この布も、フカフカですね」

			　手を洗い終わったエレナは、なぜか自分の手をうっとりと眺めていた。

			「手がすべすべになっちゃいました。凄いです！」

			　手を洗ったくらいで、こんなにはしゃいでいては、この先が思いやられる。とか思いつつ、なぜか俺の心の中は、ホッコリしていた。

		

	
		
			０１５　妹来襲

			　

			　トイレ危機を乗り越えた俺たちは、リビングに戻ってお茶の続きを楽しんでいた。

			　ピンポーン！

			　急にインターホンが鳴った。

			「な、なんの音ですか!?」

			　エレナは、インターホンの音に驚いて、俺に抱きついてきた。

			「大丈夫だよ、あれは呼び鈴の音だから。誰か来たのかな？　ちょっと出てくる」

			「は、はい」

			　俺は、玄関の扉を開ける。

			「来ちゃった」

			「なんだお前か、何しに来たんだ？」

			「ひどーい、何よ、その言い方」

			「てか、来るなら来るって言えよ」

			「言ったし！」

			「聞いてないよ」

			「昨日、電話したけど出なかったでしょ？　携帯の電源切って、どこに行ってたの？」

			「昨日？」

			　ああそうか、昨日は異世界に行ってたんだ。電波が届くはずないよな。

			「悪い悪い、電源切ってたんだ」

			「じゃあ、メールも見てないの？」

			「メール？　悪い、メールも確認してなかった」

			「ほらー　私は悪くないもん。そのメールに、『今日行く』って書いたんだから」

			『あのー、どなたがいらしたんですか？』

			　しびれを切らしたエレナが、リビングのドアから顔を出していた。

			「あ、あ、あ……あの子、誰！！？」

			「まあ、落ち着け」

			「おち、おち、落ち着けるわけないでしょ!!」

			『セイジ様？』

			『ごめんごめん、ちょっと待ってね』

			「今の言葉、何!?」

			「え？　言葉？」

			「外国語みたいなので、あの子と話してたでしょ！」

			　しまった、エレナとは無意識のうちにドレアドス共通語で話をしていたのか。

			「えーと、ご紹介します。この子は、ドレアドス王国のお姫様で、エレナ姫様」

			『そして、このうるさい奴は、丸(まる)山(やま)アヤ、俺の妹だ』

			　アヤは現在18歳で、東京の短大に合格し、もうすぐ通い始める。俺のところに来たのは、ここから短大に通うためだ。もうすぐ来るとは聞いていたが、すっかり忘れていた。

			「どれあどす王国？　お姫様？　兄ちゃん、頭おかしくなった？」

			「いや、ホントだって」

			『セイジ様の妹君だったのですね、髪も目もセイジ様と同じ色で、そっくりですね』

			　いやいや、日本人はだいたい同じ色なんですけど。

			「兄ちゃん、この子の話してる言葉って、どこの言葉？」

			「ドレアドス共通語だよ」

			「聞いたことがないんですけど」

			「えーとね、異世界の国の言葉だから」

			「……」

			「なんだよ」

			「さっきから、お姫様とか異世界とか、変なことばっかり言って、何かごまかそうとしてるでしょ？」

			「ごまかすって何をだよ」

			「例えば、この子をどこかから、誘拐してきたとか！」

			「まあ、誘拐って言えば誘拐だな」

			「！！？」

			　アヤは、携帯を取り出して、どこかに電話をかけようとしている。

			「どこに電話するんだ？」

			「警察」

			「ちょっと待ったー!!」

			「電話されたくないんだったら、自首する？　私も警察まで付き添ってあげてもいいよ？」

			「ちょっと待ってください、アヤさん」

			『何をお話ししているのか分かりませんが、お２人は仲がよろしいのですね』

			「と、とりあえず、こんなところではなんなので、上がっていただけませんか？」

			「まあ、そうね」
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			「で、ホントのことを言いなさい！」

			　アヤは俺の対面に。

			『私、何かまずかったですか？』

			　エレナは俺の横に座って、会議の真っ最中だ。

			「なあ、アヤ」

			「何よ！」

			「俺に【瞬間移動】の能力があるって言ったら、信じる？」

			「バッカじゃないの！　まだふざけるつもり？」

			『これからアヤを説得してくるから、エレナはちょっと待っててくれ』

			『は、はい』

			　俺はアヤの手を掴んだ。

			「な、何よ！」

			「【瞬間移動】！」

			　俺とアヤは、実家のリビングへ移動していた。

			「ふぁっ!?」

			「ここはどこだ？」

			「実家……」

			「信じたか？」

			「う、うん」

			「あら!?　セイジとアヤ、いつ帰ってきたの？」

			　ヤバイ、母さんに見つかった！

			「もう、帰ってくるなら言ってよ、ご飯の支度とかあるんだから。ちょっと待ってて、買い物行ってくるから」

			　母さんは、買い物に出かける準備をしに、リビングから出ていった。

			「この隙に、戻るぞ」

			「え、うん」

			「【瞬間移動】！」

			「セイジ、アヤ、何か食べたいものはある？　あれ？　セイジ、アヤ！　い、いない……そうよね、セイジもアヤも、今は東京にいるのよね……私、疲れてるのかしら？」

			　

			　俺とアヤは戻ってきた。

			『ただいま』

			『おかえりなさい』

			「つまり、俺は異世界に行って、【瞬間移動】の能力を身につけて、お姫様を悪い奴から助けるために、誘拐してきた。分かった？」

			「う、うん……わ、分かった」

			『どうですか？　説得できました？』

			『ああ、説得できたよ』

			「もう、さっきのは分かったから、２人で私の分からない言葉で内緒話しないでよ！」

			「内緒話じゃないよ」

			　あーもう、面倒くさい。この通訳状態、なんとかならないかな～。

			　ピコン！

			　そうだ！　【言語一時習得の魔石】を使えば。

			　俺はずっと持ってた【言語一時習得の魔石】を、エレナに渡した。

			「そうでした、これがあれば、セイジ様の国の言葉が分かるんでした」

			「あ、日本語！」

			「アヤ様、初めまして。わたくし、エレナ・ドレアドスと申します。よろしくお願いします」

			「わ、私はアヤよ、よろしく」

			「セイジ様には、牢屋に閉じ込められていたところを、助けていただきました」

			「う、うん」

			「誤解が解けたみたいで、よかったよかった」

			「えーと、エレナちゃん」

			「はい、なんでしょう？」

			「ちょっと、私の隣に来てくれる？」

			「は、はい」

			　エレナは、とことことアヤの隣に歩いていき、アヤに言われるがまま、隣に座った。

			「私ね～」

			　アヤが何やら悪そうな顔をしている。

			「こんな妹が、欲しかったの！」

			「きゃっ！　あ、アヤ様！　な、何を！」

			　アヤはエレナに抱きついて、なでなでし始めた。エレナはアヤに急に抱きつかれて、パニックに陥(おちい)っていた。

			　まあ、２人が仲良さそうなのはいいけど、この先、どうなることやら……。
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			０１６　魔法習得方法

			　

			「私に魔法を教えて！」

			「アヤ、いきなりだな」

			「だって、兄ちゃんもエレナちゃんも、魔法使えるんでしょ？　私も魔法使ってみたい～」

			「そう言われても、俺はマナ結晶の欠片(かけら)ってアイテムを触ったら、急に使えるようになっただけだし」

			「それって、どこにあるの？」

			「王様が持ってる」

			「じゃあ、王様に頼んで触らせてもらおう」

			「だめだめ、エレナは王様から逃げて来たんだぞ」

			「そうか～」

			「そういえばエレナは、どうやって魔法を覚えたんだ？」

			「私は神殿のマナ結晶から、魔法を授かりました」

			「「神殿のマナ結晶？」」

			　アヤとセリフが被ってしまった。

			「マナ結晶から魔法をもらえるの？」

			「はい。マナ結晶は、各地の神殿にまつられていて、マナ結晶に触らせてもらうことで、魔法などの力を授かることができます」

			「じゃあ、私もマナ結晶を、触らせてもらいに行きたい」

			「神殿って、俺らのいたあの街にあるの？」

			「はい、あの街は『ドレアドス王都』と言うのですが、ドレアドス王都にある神殿は風の神殿ですので、【風の魔法】を授かることができます」

			「ん？　もしかして神殿ごとに、授かる力が決まってるのか？」

			「はい、私は10歳の時に、各地の神殿を巡って、【水の魔法】と【回復魔法】を授かりました」

			「【風の魔法】は？　ドレアドス王都の神殿には行かなかったの？」

			「ドレアドス王都の神殿にも行きましたが、【風の魔法】は授かることができませんでした」

			「もしかして、マナ結晶に触っても、力を授かれないこともあるの？」

			「はい、私は子供の頃から室内にいることが多くて、風にあたることがあまりありませんでした。そのせいで、【風の魔法】を授かることができなかったんだと思います」

			「子供の頃の生活によって、授かるか授からないかが決まるの？」

			「はい、毎日水に触れる漁師さんは【水の魔法】、毎日土に触れる農家さんは【土の魔法】、野外で活動して風にあたることの多い猟師さんは【風の魔法】を授かることが多いらしいです」

			「はいはい！　私、毎日お風呂に入ってるよ！」

			「毎日お風呂に入られていたんですか？　それでしたら、きっと【水の魔法】を授かると思います」

			「やったー！」

			「他には、どんな神殿があるんだ？」

			「えーと、【属性魔法】の水、風、土の３種類と、後は【回復魔法】【肉体強化】の合計５つです」

			「それだけ？」

			「はい」

			「【火の魔法】は？」

			「【火の魔法】のマナ結晶もありますが、火の神殿はありません」

			「そうか、全部のマナ結晶の場所に、神殿があるわけじゃないのか」

			「神殿があるところとないところは、どう違うの？」

			「例えば【火の魔法】は、力を授かれる人がほとんどいないので、あまり人が訪れないんです」

			「そうか！　子供の頃に毎日火(ひ)炙(あぶ)りにあってる人なんて、いないもんな」

			「じゃあ、他にマナ結晶がある場所は？」

			「えーと、全部を知っているわけじゃないですけど、【火の魔法】のマナ結晶の近くに【光の魔法】のマナ結晶があります。風の神殿に【雷の魔法】、水の神殿に【氷の魔法】、土の神殿に【闇の魔法】のマナ結晶が、それぞれあります。私の知っているのは、それくらいです」

			「【時空魔法】と【情報魔法】は？」

			「【情報魔法】は聞いたことはありますが、どこにあるかは分かりません。【時空魔法】は、聞いたことないです。すいません」

			「じゃあ、まずは～、毎日お風呂に入っている私のために、水の神殿に行こう！　ついでに【氷の魔法】もゲットできるかも。私、アイス好きだし」

			「エレナ、水の神殿は『ドレアドス王都』から近いの？」

			「えーと、馬車で５日ほどかかります」

			「俺のもらった有給休暇は、あと４日だから無理だな」

			「えー！　１日くらいいいじゃん！」

			「無茶言うなよ！　ってか、アヤ、お前、本当に異世界に行くつもりなのか？」

			「だって、兄ちゃんの【瞬間移動】で行けるんでしょ？」

			「まあそうだけど」

			「じゃあ、行こうよ」

			「セイジ様、私は教会の子供たちに会いに行きたいです」

			「ほらー、エレナちゃんも行きたいって」

			「うーむ、まあいいかー。とりあえず『ドレアドス王都』の風の神殿に行ってみるか。教会はその後でもいいか？」

			「はい」

			「やったー！」

			「じゃあ、善は急げだから、今すぐに行こう」

			「残念だけど、今日はダメだよ」

			「なんでよー、ケチ！」

			「異世界間の移動は１日１回しかできないんだけど、今さっき異世界から帰ってきたばかりだから、明日にならないと使えないんだ」

			「そうなんだー、じゃあ明日出発だね」

			「それじゃあ、今日はスーパーに買い物に行くか」

			「なぜにスーパー？」

			「教会の子供たちに、何か美味しいものをご馳走してあげようかと思って」

			「それはいいですね、きっとあの子たちも喜びます」

			「異世界でなんだか楽しそうなことしてたんだ、いいな～」

			　というわけで、俺たちはスーパーに買物に出かけた。

		

	
		
			０１７　買い物とお寿司

			　

			「きゃー！」

			　エレナは俺に抱きついていた。

			「エレナ、大丈夫だよ」

			「でも、大きくて速くて、こ、怖いです……」

			「もう、エレナちゃんてば！　兄ちゃんなんかに抱きつかないで、私に抱きつけばいいのに～」

			「あれは、自動車っていって、馬車みたいなものだよ」

			「馬車？　で、でも馬がいませんよ」

			「エンジンで動いてるから、馬はいらないんだ」

			「えんじんですか？」

			「そう、それによく見てごらん。ちゃんと人が乗ってるだろう？」

			「あ、ホントです、人が乗ってます。きゃー、今度はもっと大きいのが！」

			「あれは、バスだよ。あれにだって人が乗ってるだろ？」

			「そ、そうですね。で、でも、怖いです」

			「もう、エレナちゃん！　私に抱きついてよ～！」

			　なんだか疲れてきた。

			　やっとのことで駅前の大通りを渡り終えて、商店街に入った。

			「凄い、人がいっぱいです。みなさん、セイジ様とアヤ様と同じ髪と目の色です。全員ご親戚なんですか!?」

			「ほとんどの日本人は髪と目が黒いけど、それほど親戚というわけじゃないよ」

			　エレナは金髪とブルーな瞳であるにもかかわらず、【言語一時習得の魔石】のおかげで日本語がペラペラだ。激しく目立ってしまい、注目されまくりだ。

			　エレナは歩きながら、すれ違う人と目が合う度に会釈をして、ニッコリ微笑みかけている。

			　そんなこんなでしばらく歩いて行くと、とうとうモーゼのように人波が左右に割れて道ができ上がり、凱(がい)旋(せん)パレードのようになってしまった。

			　アヤはアヤで、有名人になったかのように、周りに手を振って喜んでいる。注目されてるのはお前じゃないぞ！

			　俺たちは、第１の目的地である１００円ショップにやって来た。

			「１００円ショップ？　スーパーじゃないの？」

			「スーパーにも行くけど、その前にちょっとな」

			　エレナはたくさんの品物に目が回りそうになりつつも、「これはなんですか？」と質問の嵐を浴びせかけてくる。

			　俺はライター、ボールペン、レポート用紙、コップ、皿、スポンジ、プラスチック容器なんかを大量に買い込んだ。

			　１００円ショップで買い物を済ませ、次にスーパーへやって来た。

			　陳列されている大量の品物に、目をキラキラとさせながら、さらなる質問の台風を発生させているエレナを、なんとか引き連れつつ。

			　俺は、新じゃが、新玉ねぎ、人参、豚肉、鶏肉、ソーセージ、ハム、カレー粉、小麦粉、チューブ入りにんにく、チューブ入り生姜、レタス、卵、牛乳、バター、ヨーグルト、シリアル、お菓子などを買い込んだ。

			　妹よ、買い物かごにこっそり、チョコレートを入れるな！　まあ、買ってやるけど。

			　スーパーでの買い物を終え、人に見られないように、さっとインベントリにしまい込んだところで、妹が変なことを言い出した。

			「お寿司を食べたい」

			「は？　なんでいきなり、お寿司が出てくるんだ？」

			「だって、せっかくエレナちゃんが日本に来たんだから、ぜったいお寿司を食べなくっちゃ」

			「本当は？」

			「私が食べたいから」

			「こらー！」

			「『おすし』とは、なんですか？」

			「ほらー！　エレナちゃんも食べたいって！」

			「まあ、いいか」

			「やたー！」

			「か、回転するのでもいいですか？」

			「まあ、仕方ないな～」

			「す、すいません」

			　なぜ俺が謝ってるんだ？

			　

			「「らっしゃぃさっせー！」」

			　いきなり威勢のいいお出迎えに、エレナはちょっとビビっていたが、エレナの方もまた注目を浴びていた。

			　３人並んでカウンター席に座る。エレナはベルトコンベアで流れる寿司を見て、目を丸くしていた。

			「こ、これは、どういう……」

			「こうやって流れてくる料理を、好きなのだけ取って食べるのよ」

			　とか言いながら妹は、すでに３皿も平らげていた。い、いつの間に。

			「ど、どれを取ればいいんでしょう」

			　エレナは、驚き戸惑っている。

			「エレナ、まあ待ちな、俺が注文してやるから」

			「は、はい」

			「すいません、この子にサビ抜きおまかせで握ってもらえますか？」

			「はいよ！」

			　その時、妹は５皿目のウニ軍艦を、箸で口に運んでいた。

			　そ、それは、この店で一番高い皿！

			　俺の金だと思って、高いのばっかり食いやがって。いつか奴隷の首輪を付けてやる！

			　ん？　箸？

			「あ、そういえば！　エレナは箸なんて使えないよな？」

			「『はし』ですか？　知らないです」

			「どうしよう？」

			「じゃあ、私が頼んであげる」

			「え？　アヤ、頼むって何を？」

			「すいませーん！　この子にナイフとフォーク下さい」

			「ばか！　寿司屋にナイフとフォークなんて、あるわけないだろ！」

			「あるよ！」

			「「え？」」

			「ナイフとフォーク、あるよ」

			「お、お願いします」

			　寿司屋にもナイフとフォークがあるのか……知らなかった。

			　※現実には、あるかどうか知りません。

			　しばらくして、お任せで握ってもらったエレナのお寿司が、ナイフとフォークとともに出てきた。

			　なんと！

			　ナイフとフォークで食べやすいように、小さな一口サイズのお寿司を、わざわざ作ってくれていた。

			「凄いです！　小さくてかわいくて、とっても美しいです。ずっと見ていたいくらい!!」

			　特製ミニミニお寿司に、エレナは大興奮している。

			「ほら、せっかくエレナのために作ってくれたんだから、そんなこと言ってないで食べな」

			「はい！」

			　ちょうどフォークに乗る大きさのお寿司を、エレナはナイフとフォークで上手くすくい上げ、かわいい口に運んだ。

			「おいひいです!!」

			　エレナが、とっても美味しそうにミニミニお寿司を食べている姿を見て、俺とアヤはホッコリした気分になっていたのだが……気が付くと、店の板前さんたちも、みんなほっこりとした笑顔で、エレナが食べる姿に注目していた。

			　一時はどうなることかと思ったけど、ここに連れて来て大正解だったな。

			　妹のわがままも、たまには聞いてやるもんだな～。

		

	
		
			０１８　風の神殿へ

			　

			　お寿司に舌(した)鼓(つづみ)を打った俺たちは、帰宅して風呂に入ることにした。

			　エレナが風呂の入り方が分からないと言うので、俺が一緒に入って手取り足取り教え……られるわけもなく、アヤが張り切って教えてくれた。

			　風呂場からは、キャッキャと黄色い声が聞こえている。

			　う、羨(うらや)ましくなんてないし、覗きなんて全然これっぽっちもする気はないし！

			　俺はモンモンとしながら、ご飯を炊いてはプラスチック容器に詰めてインベントリに仕舞うという作業を、繰り返していた。

			　しばらくして２人は風呂から上がってきた。エレナは、俺が昔勢いで買って結局使わずにしまっておいたバスローブを着ている。サイズがブカブカで、裾を引きずってしまっている。えろかわいくて、眼福眼福。

			　アヤは、俺が昔勢いで買って結局使わずにしまっておいた、胸に『働いたら負け』というスローガンが書かれたＴシャツを着てる。サイズがブカブカで、ワンピースになってしまっている。俺のＴシャツを勝手に着やがって！　見てるだけでムカついてきてしまった。

			　アヤとエレナの後に俺も風呂に入ったが、確かにエレナが入った後ではあるものの、アヤも入った後でもあるので、風呂の水をどうこうしたというようなことは、これっぽっちも、全然１ミリたりとも、考えたりはしなかった。

			　風呂に入り、いい感じに眠くなってきたので、今日はもう寝ようということになったのだが、布団が足りない！　俺の使っていたベッドしかない。

			　妹は引っ越し屋に頼んで布団を持ってくるつもりだったが、今日は日帰りし、正式な引っ越しは来週にする予定だったそうだ。俺の【瞬間移動】と【インベントリ】で引越し代が浮くとか、大喜びしていた。

			　こんなことになるなら、エレナのベッドを教会に置いてくるんじゃなかったな～。

			　結局、アヤとエレナは２人でイチャイチャしながら俺のベッドで寝て、俺は防災用に買っておいた寝袋にくるまって、１人寂しく寝た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌朝、朝日とともに目覚めると、２人はまだ寝ているようだった。俺は、２人を起こさないように朝食を作る。

			　朝食は、ベーコンエッグとサラダに味噌汁だ。ご飯も昨日炊いておいたやつではなく、朝食用に改めて炊き直した。

			　ご飯が炊けるいい香りが部屋を包む頃、２人がやっと起きてきたので、３人で朝食を取ることにした。

			「私も箸を使ってみたいです」

			　エレナは、自分だけ箸じゃないのがつまらないらしく、そんなことを言い出す。

			「よし、箸に挑戦してみるか」

			「はい」

			　エレナは元気よく返事をして挑戦したのだが、上手く行かず、次第に涙目になった。

			「はい、今日の挑戦はここまで！」

			「で、でも」

			「そんなにすぐに使えるようにはならないよ。これからいくらでも挑戦できるんだから、ゆっくり覚えていけばいいよ」

			「はい」

			　朝食もなんとか食べ終えたので、満を持して異世界へ行くことにした。

			　俺は、ちゃんと出かけられる姿なのだが、アヤは昨日と同じ服装だ。

			「アヤ、着替えは実家から持ってきていないのか？」

			「うん」

			「仕方ない、向こうで新しい服を買うか」

			「やったー」

			　俺は、忘れ物がないかを最終確認してから、右手でアヤ、左手でエレナと手を繋ぎ。

			「【瞬間移動】！」

			　異世界へ移動した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　移動先はまた噴水広場にした。一度飛んだことのある場所だと、なんとなく安心なんだよね。

			『うわー！　ここが異世界か～　あ、ネコミミの人もいる!!』

			「あれ？　アヤさんの言葉が、分からなくなっちゃいました」

			『あれ？　エレナちゃんの言葉が、急に分からなくなった』

			「エレナ、【言語一時習得の魔石】をアヤに渡してあげて」

			「あ、そうでした！」

			『エレナちゃん、何？　これをくれるの？』

			　エレナが【言語一時習得の魔石】をアヤに渡すと、アヤの体が魔石の光に包まれた。

			「どうですか？　私の言葉は分かるようになりました？」

			「あ、分かるようになった。もしかして、この石の力なの？」

			「はい、その石は【言語一時習得の魔石】といって、その土地で使われている言葉が、一時的に使えるようになる【魔石】なんです」

			「すごーい」

			「さあ、服を買いに行くぞ」

			「おー！」

			　

			　服屋での買い物は、１時間半ほどかかった。

			　なんで女って、あんなに買い物が遅いんだろう……。

			　しかも、服に１０００ゴールドも使いやがった。

			　まあ、半分はエレナの着替え用だから、ある程度は仕方ないけど……。

			　パン１個の値段が１ゴールドだから、１ゴールド１００円くらいかな？　つまり、１０００ゴールドを日本円に換算すると…10万円か!?　いったい何着買ったんだよ！

			　しかも、２人とも、購入した服に着替えて出てきたんだけど、同じ服の色違いを着ている。なんか姉妹みたいだ。

			　エレナとアヤは、新しい服にはしゃぎながら、俺とともに風の神殿へと向かった。

			　

			「風のマナ結晶への拝観料は、お一人様４５００ゴールドになります」

			「ふぁっ!?　お金取るのかよ！　しかも高い!!」

		

	
		
			０１９　風のマナ結晶

			　

			「兄ちゃんどうしたの？」

			「お一人様４５００ゴールドだって」

			「すいません、私の時は、付き添いの方がすべてやってくれていましたので、お金がかかるなんて知らなくて」

			「兄ちゃん、今いくら持ってるの？」

			「えーと、今持ってるのは……８８９０ゴールドだ」

			「２人分にあと１１０ゴールド足りないじゃない！」

			「お前たちが服をあんなに買うから」

			「セイジ様、す、すいません」

			「「エレナは悪くない」」

			　また、アヤとセリフが被ってしまった。

			「１人だけなんだったら、当然俺だな」

			「なんでよ！」

			「この金は俺のなんだぞ！　俺が行くに決まってんじゃん」

			「兄ちゃんはもう魔法使えるでしょ！　ここは、かわいい妹に譲るべきでしょ！」

			「そうだな～。お前が俺の奴隷になって、なんでも言うことを聞くっていうなら、譲ってやらんこともないぞ」

			「なんで私が、兄ちゃんの奴隷にならないといけないのよ！」

			「じゃあ、俺が行くってことで決定だな」

			「ぐぬぬ！」

			「あのー、セイジ様……」

			「なんだいエレナ？　エレナももう一度、風のマナ結晶に触ってみたいか？　エレナが行きたいなら、今回はエレナでもいいよ」

			「いえ！　私はもう触ったことがあるので結構です。それより、アヤさんに行かせてあげてくれませんか？」

			「エレナちゃん、大好きー！　ほら、エレナちゃんも私が行くべきって、言ってるじゃない！」

			「どうしてアヤに行かせたいんだい？」

			「あんなに行きたがっていますし、かわいそうです」

			「やっぱりエレナちゃんは、私を愛してくれているのね！　チュ～してあげる！」

			「やめなさい！」

			　暴走するアヤにチョップを入れつつ、俺は頭をポリポリかいた。

			「セイジ様の奴隷でしたら、私がなりますから」

			「ちょっ！　待て待て！」

			「ダメよ、エレナちゃん！　こんなダメ兄ちゃんの奴隷になんかなったら、全裸にされて、あんなことや、こんなことをされちゃうわよ！　兄ちゃんの変態!!」

			「誰が変態だ！　エレナもそんなこと、軽々しく言っちゃダメだ！」

			「す、すいません。で、でも……」

			「分かったよ、アヤに譲るよ。だからエレナはもう二度と、あんなこと言っちゃダメだぞ」

			「はい、分かりました」

			「兄ちゃん、ありがとー、チューしてあげる」

			「遠慮しときます！」

			　風のマナ結晶を拝観しに行ったアヤは、30分ほどで帰ってきた。

			「凄かった」

			「風のマナ結晶ってどんな感じだったんだ？」

			「えーとね、地面から生えてる感じで、金属っぽくもあり、宝石っぽくもあって、凄くキレイで、凄く大きかった」

			「よく分からんが、魔法は覚えられたのか？」

			「分かんない」

			「分かんないって……頭の中で『魔法を覚えた』とかいうメッセージが、聞こえなかったか？」

			「そんなのは聞こえなかった。でも、なんか、光が体の中に入ってきたよ」

			「よく分からんけど、魔法を覚えられたかどうか【鑑定】してみようか？」

			「うん、【鑑定】してして！」

			「じゃあ、行くぞ。【鑑定】！」

			　

			〈ステータス〉

			名前：丸(まる)山(やま)アヤ　職業：高校生　年齢：18　状態：（言語一時習得）

			レベル：１

			ＨＰ：１００　ＭＰ：１１０　力：８　耐久：７　技：10　魔力：11

			スキル：

			【風の魔法】（レベル：１、レア度：★）

			・風コントロール

			　

			　なんか職業が【高校生】になってる。

			　短大の入学式が、まだだからかな？

			「【風の魔法】は、レベル１だけど覚えてるぞ。【風コントロール】ってやつだ」

			「やったー！　【風コントロール】、すぐ使ってみたい!!」

			「まてまて、こんなところで魔法なんて使ったら、周りの人に迷惑だろ」

			「じゃあ、町の外に行こう！　【風の魔法】で魔物退治してみたい！」

			「いやいや、魔物退治になんて行かないし！　それより、雷のマナ結晶のところにも行ってみようぜ」

			「そうか、雷のマナ結晶もあったか。雷と風を操るナゾの美少女魔法戦士……いいね」

			　中二病を再発させた妹は、ほっておいて。

			　まあ、どうせ拝観料を払えないけど、とりあえず行ってみるだけ行ってみよう。

			「雷のマナ結晶の拝観料は、お一人様10ゴールドになります」

			「ふぁっ!?　や、安い!!」

		

	
		
			０２０　雷のマナ結晶

			　

			「どうしますか？　拝観しますか？」

			　受付のおじさんも、やる気がなさ気だ。

			「どうして、こんなに安いんですか？」

			「それはですね、利用する人がほとんどいないからですよ」

			「人気がないんですか？」

			「まあ、拝観しても【雷の魔法】は、誰も授かれないですし。万が一授かったとしても、【雷の魔法】は役に立たないからねー」

			「役に立たないんですか？」

			「今までに【雷の魔法】を授かった人は、たった１人しかいないんだけど、その人がやっと授かった【雷の魔法】は、ちょっとピリッとするだけの使いどころのない魔法だったそうだよ」

			「なるほど～」

			「どうします？　拝観しますか？」

			「２人とも、どうする？　エレナは10歳の時はここも拝観したのか？」

			「いいえ、ここは来ませんでした」

			「じゃあ、３人で拝観するか」

			「私もですか？」

			「まあ、10ゴールドだし。一緒に拝観しようぜ」

			「はい」「はーい」

			　それは、10ｍほどの高さがあり、ピラミッドの縦横の比率を５倍にしたような形をしていた。

			　地面に突き刺さっているようにも、角が生えているようにも見える。

			　表面には金属のような光沢があるが、若干の透明度もあり、後ろが透けて見えている。

			「これは凄いな」

			「でしょ～」

			　妹よ、なんでお前が自慢げなんだ？

			「でも、こっちのは黄色いんだ」

			「風のマナ結晶は、色が違ったのか？」

			「うん、あっちのは緑色だった」

			「エレナ、他のマナ結晶も色が違うのか？」

			「はい、火は赤、風は緑、水は青、土は茶色、回復魔法はピンク、肉体強化は灰色でした」

			「色とりどりなんだね」

			　そんな話をしつつ、俺たち３人は雷のマナ結晶に触れた。

			　すると、雷のマナ結晶がうっすらと輝き、光が俺とアヤの体に入っていった。

			『【雷の魔法】を取得しました。【雷の魔法】がレベル５になりました』

			「やった、【雷の魔法】ゲットだ！」

			「え、ほんと!?」

			「セイジ様、凄いです！」

			「多分アヤも覚えてるはず」

			「そういえば、また光が入ってきてた」

			「アヤさんも凄いです。私はやっぱりダメだったみたいです」

			「まあ、エレナは雷とは無縁な生活をしてたんだし、仕方ないよ」

			「セイジ様とアヤさんは、雷と関係のある生活をしていたんですか？」

			「雷というかー、電気製品は身の回りにいっぱいあったからかな？」

			「『でんき』ですか？」

			「俺の家に来た時、明かりや、電気ポットとかいろいろな道具を見ただろ？　あれらに電気が使われているんだ」

			「あれに雷が入っていたんですか!?」

			「雷じゃなくて電気だよ。雷のうんと弱いやつって感じかな」

			「なるほど～、それでセイジ様とアヤさんは、【雷の魔法】を覚えられたんですね」

			「たぶんね」

			「ところで、私はどんな魔法を、使えるようになったの？」

			「そういえば、まだ【鑑定】してなかったな」

			　

			〈ステータス〉

			名前：丸(まる)山(やま)アヤ　職業：高校生　年齢：18　状態：（言語一時習得）

			レベル：１

			ＨＰ：１００　ＭＰ：１４０　力：８　耐久：７　技：11　魔力：14

			スキル：

			【風の魔法】（レベル：１、レア度：★）

			【雷の魔法】（レベル：２、レア度：★★★★）

			・電撃発生　・電撃コントロール

			　

			　アヤの【雷の魔法】レベルは２か。

			　あれ？　ＭＰが＋30、魔力が＋３されている。

			【雷の魔法】を習得したことで上がったのかな？

			　使える魔法は【電撃発生】と【電撃コントロール】か。

			　発生させて、コントロールするって感じかな？

			　続いて、俺のステータスを確認。

			　

			〈ステータス〉

			名前：丸(まる)山(やま)誠(せい)司(じ)　職業：ＳＥ　年齢：30

			レベル：10

			ＨＰ：２４７　ＭＰ：３２７７　力：24　耐久：24　技：１２４　魔力：３２８

			スキル：

			【時空魔法】（レベル：ＭＡＸ、レア度：★★★★★）

			【情報魔法】（レベル：ＭＡＸ、レア度：★★★★）

			【雷の魔法】（レベル：ＭＡＸ、レア度：★★★★）

			・電撃発生　・電撃コントロール　・電気分解　・落雷　・雷(かみなり)精(せい)霊(れい)召(しよう)喚(かん)

			【体術】（レベル：２、レア度：★★）

			【剣術】（レベル：１、レア度：★）

			　

			　ＭＰが＋１０００、技が＋50、魔力が＋１００されてる！

			　レベル５の魔法を習得すると、１種類につきＭＰが＋１０００、魔力が＋１００されるのかな？　技が＋50なのはオマケか？

			　ステータスの値を見る限りだと、そんな感じだ。

			　あと、気になるのは【雷精霊召喚】だ。

			　これは、なんかヤバイ魔法な気がする。

		

	
		
			０２１　ドライヤー温風魔法

			　

			　俺たち３人は、街を出てすぐのところにある草原に来ていた。

			　どうやってここまで来たかというと、まずは高い建物の屋上に向かって、俺１人で【瞬間移動】し、そこから見える草原に向かってもう一度【瞬間移動】。草原へのブックマークが完了したので、戻ってきて改めて３人で草原へ【瞬間移動】する、という手順だ。

			「さて、魔法を使ってみるか」

			「おー！」

			「まずは、エレナ。お手本を見せてくれないか？」

			「はい、任せてください！」

			「おー、パチパチパチ」

			「ところでセイジ様、お水をお持ちですか？」

			「水？　ミネラルウォーターならあるよ」

			　ペットボトルのミネラルウォーターをインベントリから取り出し、キャップを開けてエレナに渡した。

			「ありがとうございます。それでは【水の魔法】を使います。見ていてください」

			　あ、飲むんじゃなくて魔法を使うために水が必要だったのか。

			「○△◇×……」

			　エレナが、変な呪文を唱えた。

			　俺、あんな呪文を唱えたことないんだけど、あれって本当に必要なのかな？

			　エレナが呪文を唱え終えると、ペットボトルの中の水が少し光り始めた。

			　やがて水が、ペットボトルからニュルニュルと出てきて、空中に玉を形成する。

			　空中に浮いた水の玉は、エレナの指が示す通りにゆっくりと動き始めた。

			　だが、その時！

			「はくちゅっ！」

			　エレナがかわいらしいくしゃみをすると、水の玉はちょうど俺の頭の上でパシャンとはじけとんだ。

			「ごめんなさい！　セイジ様！」

			「あははは、兄ちゃん、ビショビショ！」

			「俺様に攻撃を当てるとは、エレナもやるな！」

			「ち、違うんです、ごめんなさい。すぐに拭きます」

			「あー、エレナちゃん、ちょっと待った」

			「アヤさん、どうしたんですか？」

			「私が【風の魔法】を使って、ずぶ濡れ兄ちゃんを乾かしてしんぜよう！」

			「いや、そんな悠長なことをしてたら、風邪ひいちゃうだろ」

			「いやいや、大丈夫だって。私に任せなさい。エレナちゃんも、拭いちゃダメだよ」

			「は、はい」

			「もう、どうでもいいから早くしてくれよ」

			「それじゃあ、行くよ！　風よー吹けー!!」

			　アヤの変な掛け声とともに、ピューと風が吹いた。

			「やった！　風が吹いた！」

			「ちょうど、自然の風が吹いただけ、なんじゃないのか？」

			「そんなことないよ！　私の【風の魔法】をバカにする気？」

			「そうじゃないけどさー、乾かすんだから普通の風じゃなくて、ドライヤーっぽい風にしてくれよ」

			「あ、そうか、ドライヤーか」

			　アヤは、ドライヤーを持っているような感じで、手を俺の前に構えた。

			「ドライヤー・ゴー！」

			　そして、変なかけ声をかける。

			　ゴー！

			「あ、できた！」

			　なんかドライヤーっぽい風が、俺の顔面に吹いてきた。

			　しかし、風の強さは「弱」だ。

			「こんなんじゃ乾かないよ、もっと強く」

			「もう、注文の多い兄ちゃんだな。ドライヤー・中～！」

			　ゴゴー！

			「お、風がさっきより強くなった。やるな、でもなんで『中』なんだ？」

			「もう、黙ってて。物には順序っていうものが、あるんだよ！」

			「そうですか」

			「じゃあ、次は。ドライヤー・強!!」

			　グゴゴゴー！

			　もの凄い風が、俺の顔面に吹きつけられた。

			「ちょっと待て、顔面じゃなくて、濡れたところを乾かせよ、それにちょっと寒いよ」

			「寒い？　そうか『温風』にしないと。でも、『温風』ってどうすればいいのかな？」

			「そんなの知るかよ」

			「ドライヤーの温風って、電気で風を温めてるんだっけ？」

			「そうだな、電熱線に電気を通して、風を温めてるんだ」

			「【雷の魔法】も使えるから、温風もできるかな？」

			　アヤは俺に冷たい風を送りつけながら、ウンウン唸っている。

			　なんでもいいから早くしてくれ。ほんとに風邪をひいてしまう。

			「ドライヤー・温風!!」

			　ぼわー！

			「お、暖かい！」

			「やった！　成功だ！」

			　俺とアヤが【ドライヤー温風魔法】を完成させているのを見て、エレナは呆気にとられている。

			「アヤさん凄いです、新しい魔法を作ってしまうなんて！」

			　アヤとエレナは、手を取り合ってぴょんぴょん飛び跳ねて、新魔法の完成を喜んでいた。

			　のだが……アヤは急にへなへなと、へたり込んでしまった。

			「アヤさん、どうしたんですか!?」

			「なんか疲れちゃった」

			「疲れた？　もしかして魔法の使いすぎなんじゃないか？」

			　俺は、アヤを【鑑定】してみた。

			　

			〈ステータス〉

			名前：丸(まる)山(やま)アヤ　職業：高校生　年齢：18　状態：（言語一時習得）

			レベル：１

			ＨＰ：１００／１００　ＭＰ：10／１７０　力：８　耐久：７　技：12　魔力：17

			スキル：

			【風の魔法】（レベル：２、レア度：★）

			・風コントロール　・ドライヤー（弱、中、強）

			【雷の魔法】（レベル：２、レア度：★★★★）

			・電撃発生　・電撃コントロール

			【複合魔法】（レベル：１、レア度：★★★★）

			・ドライヤー温風

			　

			　バカな！　なんかいろいろ上がったり、追加されたりしてる！

			　魔法って、こんなに自由度の高いものなのか？

			「やっぱりＭＰは、ほとんどなくなっちゃってるな。けど、今ので【風の魔法】のレベルが上がって、【複合魔法】っていう新しい項目が追加されてたぞ」

			「まじ!?　やったー!!　早くＭＰ回復しないかな～」

			　俺は、インベントリからレジャーシートを取り出して敷くと、アヤとエレナを座らせた。

			「ここで座ってな」

			「うん、分かった……じゃあ代わりに、今度は兄ちゃんの魔法を見せてよ」

			「おう、任せとけ。見とけよ見とけよー！」

		

	
		
			０２２　雷の魔法

			　

			「【電撃】！」

			　俺の手から放出される電撃は、１ｍも飛ばずに地面に落ちてしまっていた。

			「兄ちゃんの魔法、全然、飛んでないよ」

			「分かってるわい！」

			　うーむ、地面はアースになってるから、電気が地面に向かって曲がっちゃうのか。

			　俺は、【電撃発生】だけではなく【電撃コントロール】も意識して、もう一度【電撃】を飛ばしてみた。

			「【電撃】！」

			　今度は、すぐ地面に落ちずに、10ｍくらいは飛んだ。

			　その後も、何度か調整を繰り返し、だんだんある程度の距離を出せるようになってきた。

			「兄ちゃんは、そんなに魔法使って、ＭＰなくならないの？」

			「ん？　俺のＭＰは３０００以上あるから、そうそうなくならないよ」

			「私のＭＰはいくつなの？」

			「アヤは１７０で、エレナは１２０だよ」

			「そんなに差があるのか……兄ちゃんばっかり、ずるいぞ！」

			「魔法のレベルが上がると、ＭＰが増えるみたいだから。アヤも頑張れば上がるさ」

			「ところで兄ちゃん」

			「なんだ？」

			「飴(あめ)、持ってない？」

			「いきなりだな」

			　俺はインベントリから、イチゴ味の飴(あめ)の袋を取り出し、アヤにあげた。

			「さんきゅっ！」

			「それはなんですか？」

			「エレナちゃん、飴(あめ)知らないの？」

			「はい、見たことないです」

			「じゃあ、エレナちゃんにもあげる。アーンして」

			「アーン」

			　アヤは、エレナの口に飴(あめ)を放り込んだ。

			「ん!?　甘くて、おいひいです!!」

			「でしょー、私、このイチゴの飴(あめ)大好き。なんか力が満ちてくる感じがするし」

			「ほんとです、魔力が満ちてくる感じがします」

			「大げさだな」

			「そんなことないって、【鑑定】してみてよ、きっとＭＰが回復してるから」

			「飴(あめ)くらいでＭＰが回復するわけないだろ」

			　回復してた！　【鑑定】したらＭＰ回復してた！　マジかよ！

			　回復量は飴(あめ)１個で１００くらいかな？

			「どう？　ＭＰ回復してた？」

			「うん、回復してた」

			「ほら！　やっぱり、私の言う通りじゃない！」

			「ＭＰが回復してしまうなんて、『あめ』って凄いんですね」

			　その後、俺たちは飴(あめ)を舐め舐め、魔法の特訓を続けた。

			「やった！　私も電撃を飛ばせるようになった！」

			「私の【水の魔法】も、呪文を使わずに遠くに飛ぶようになりました」

			　エレナは、俺とアヤの魔法を見て、呪文を使わずに発動させる練習もしていたみたいだ。

			　改めて２人を【鑑定】してみたところ。

			　エレナの【水の魔法】は、レベル２になり。

			　アヤの【雷の魔法】は、レベル３になっていた。

			　それに合わせて、２人ともＭＰが増えていた。

			「それでは、これから俺が雷を落とします。みなさん、気を付けてください！」

			「おー！　パチパチ、兄ちゃん、いいぞいいぞ！」

			「セイジ様、頑張ってください！」

			「おうよ！」

			　俺は、ちょっと離れたところに１本だけ生えている木を目標にして、魔法を発動させた。

			「【落雷】！」

			　ドカーン!!

			　もの凄い爆音とともに、目標だった木は真っ二つに折れて、轟(ごう)々(ごう)と燃え上がった。

			「耳がキーンとする！　兄ちゃんのバカ！」

			「セイジ様、凄いです!!」

			「ありがと、思ったより威力があってビビった、ごめん」

			　しかし、この威力だと目立ってしまうな。

			【雷の魔法】を使える人は俺たちの他に１人しかいないらしいから、なるべく、人前では使わないようにしておこう。

			　俺は次に【電気分解】を試してみた。

			　電気分解というと、水の電気分解が思い浮かぶが、それだと器具とかを用意するのが面倒くさいので、試しにそこらに転がっていた石に【電気分解】の魔法を掛けてみた。

			「【電気分解】！」

			　魔法を実行すると、手に持っていた石が分解され、右手に少量の黒い砂、左手に白い砂が載っている。

			　それぞれを【鑑定】してみると、黒い砂は砂(さ)鉄(てつ)、白い砂は石(せき)英(えい)だった。

			　この魔法、なんでも分解できるなら、結構使える魔法かも。

			　エレナとアヤは、俺が【電気分解】しているところを見ていたが、何をしているのか分からなかったらしい。

			　そんなことをしていると、急に【警戒】魔法に反応があり、前方の崖の向こうから、『注意』が必要な何かが、近づいてきているのが分かった。

			「エレナ、アヤ！　何か近づいてくる。注意しろ！」

			「は、はい！」「え!?　何？」

			　しばらくして、崖の向こうから３人の冒険者っぽい格好の人たちが、全力疾走で飛び出してきた。

			　彼らは俺たちに気が付いたらしく、大声で叫んだ。

			「オークに追われています！　逃げてください！」

		

	
		
			０２３　足払いキャンセル昇竜

			　

			　彼らの後から、豚の顔をした魔物が現れた。

			　俺は、オークを【鑑定】してみた。

			　

			〈ステータス〉

			種別：オーク　レベル：15

			ＨＰ：１５０　ＭＰ：10　力：30　耐久：25　技：14　魔力：２

			スキル：

			【斧術】（レベル：２）

			・盾破壊

			　

			　うーむ、前に戦ったなんちゃら騎士団長より力と耐久は強いけど、技は同じくらいかな？

			「アヤ、エレナ、俺は助けに入るけど、２人は安全なところまで離れておいてくれ。あと、アヤ、【雷の魔法】は使わないように」

			「なんでよ！」

			「他の冒険者が見てる前で使うのは、ちょっとまずい」

			「分かった」

			　俺はインベントリから剣を取り出し、自分に【クイック】の魔法を掛けてから、オークと冒険者の間に割って入った。

			　俺はなんちゃら騎士団長の時のようにオークに【スロウ】の魔法を掛けてから、スローモーションになったオークの足を蹴飛ばした。

			　しかし、体重差があったために、オークを転ばすことはできなかった。

			　それでも、俺が割って入ったことで、オークは冒険者を追うのをやめて戦闘態勢に入った。

			　オークは俺よりひと回りほど大きく、顔のあたりはジャンプしないと攻撃が届かないほどだ。

			　しかしこのオークって魔物は、激しくイカ臭い！

			　なんの臭いだよ！　戦闘中だから鼻をつまめないし！

			　これは精神的にダメージがくるな。

			　イカ臭いオークは、大きな斧を振りかぶって、俺を目掛けて振り下ろしてくる。

			　スローモーションの攻撃なので、剣で簡単に受けられたのだが、力の差があるために、そのまま押し込められそうになってしまった。

			　俺は横に移動しつつ、受け流すように斧攻撃を避けると、そらされた斧は地面に叩きつけられる。

			　俺はその隙を見逃さず、体勢が低くなりガラ空きになったオークの顔面を、剣で横から切りつけた。

			　カキン！

			　確かにオークの横っ面に俺の剣が命中している。

			　にもかかわらず、剣はオークの横っ面にかすり傷を負わせた程度だった。

			「か、硬い……」

			　それから、しばらく戦闘が続けられたのだが。

			　オークの攻撃は、俺に避けられて当たらず。

			　俺の攻撃は、オークに大したダメージを与えられない。

			　完全な膠(こう)着(ちやく)状態に陥(おちい)ってしまった。

			【雷の魔法】さえ使えれば、一発なのに……。

			　オークに追われていた冒険者は、エレナとアヤを守るようにしながら、俺の戦闘を見守っている。

			　勝手に逃げてくれればよかったのに。

			　彼らは彼らで、責任を感じて少しでも役に立とうとしているのだろうが、それが逆に足を引っ張っていた。

			　まいったな～。

			　あの人たちがいるから、【雷の魔法】などの目立つ攻撃が使えない。

			　しばらく戦闘を続けていると、後ろから水の玉が飛んできて、オークの顔面にヒットした。

			　オークが怯んだ隙を突いて、ガラ空きの腹を斬りつけると、少しだけ深めの傷を、負わせることに成功した。

			　どうやら、エレナが【水の魔法】で援護してくれたみたいだ。

			　いいぞ、エレナ！

			　腹につけることができた傷のおかげで、若干押し気味に戦闘を進めていると、今度はオークの顔面に変な風が吹きつけられている。

			　何ごとかと見てみると、アヤが【ドライヤー魔法】で攻撃？　しているようだった。

			　ドライヤーの風を当ててどうする気だよ！

			　でも、オークは、風の当たっている辺りを熱がっているようだ。

			　あ、これは【ドライヤー魔法】ではなく、【ドライヤー温風魔法】か!!

			　微妙な攻撃だな、効いてるけど……。

			　アヤは執拗に、オークの顔面に【ドライヤー温風魔法】を繰り返し当てて、嫌がらせをしている。

			　オークは執拗な嫌がらせに腹を据えかね、ついには俺を無視して、アヤの方に攻撃目標を移してしまった。

			　俺は、アヤに近づこうとするオークを押しとどめようとしたが、体格と力に差があり、少しずつ押し込められてしまう。

			　ついには、オークは俺のことを完全に無視して、アヤを追いかけ回すようになってしまった。

			　オークの足は遅く、俺の妨害もあって、アヤもエレナもすぐに追いつかれるということはないのだが、イカ臭いオークに追い回され、アヤたちは逃げ惑うばかり。

			　もうメチャクチャだよ！

			　面倒くさくなった俺は、１回だけ【雷の魔法】を使うことにした。

			　左バッターボックスに立ち、右手一本で低めのボール球を打つ感じで、オークの踏み出そうとしていた左足のスネを、剣で横(よこ)薙(な)ぎにした。

			　あまり傷を負わせることはできなかったが、弁慶の泣きどころを強打されたオークは、痛みで思わずしゃがみ込む。

			　その瞬間を見逃さず、俺は必殺昇(しよう)竜(りゆう)技(ぎ)の要領で、ジャンプ左アッパーを繰り出す。

			　そして、その左アッパーがアゴにヒットする瞬間！

			　左の拳からオークのアゴへ【電撃】を流し込んだ。

		

	
		
			[image: p_142.jpg]
		

	
		
			【電撃】によって、オークの体に激しい電流が流れ、筋肉の収縮が起こり、オークの体がビックンと飛び上がった。

			　それはまるで、俺のアッパーの衝撃によって、オークの体が浮き上がったかのように見えただろう。

			　浮き上がったオークの体は、後ろに半回転しながらひっくり返り、後頭部から地面に突き刺さった。

			　ズドーン。

			　大きな音を立てて、まんぐり返しの格好でひっくり返るオーク。

			　オークはやっと動かなくなった。

			　一応【鑑定】してみたが、ちゃんと倒せている。

			「セイジ様、凄いです!!」

			　エレナが近寄って、抱きついてくる。

			「イカ臭～い!!」

			　アヤは、鼻をつまみながらオークをつんつんしていた。

			　冒険者たちは、口をあんぐりと開けて立ち尽くしていた。

		

	
		
			０２４　オーク、ゲットだぜ

			　

			『レベルが12に上がりました。【剣術】がレベル２になりました』

			　

			〈ステータス〉

			名前：丸(まる)山(やま)誠(せい)司(じ)　職業：ＳＥ　年齢：30

			レベル：12

			ＨＰ：３０３　ＭＰ：３３２５　力：29　耐久：29　技：１２９　魔力：３３２

			スキル：

			【時空魔法】（レベル：ＭＡＸ）

			【情報魔法】（レベル：ＭＡＸ）

			【雷の魔法】（レベル：ＭＡＸ）

			【体術】（レベル：２、レア度：★★）

			・電(でん)撃(げき)拳(けん)

			【剣術】（レベル：２、レア度：★）

			・足払い

			　

			　オークを倒したことで、レベルが上がったようだ。

			　新しい技も、２つ覚えている。

			　確認したら、エレナとアヤもレベル５に上がっていた。

			　魔法で援護をしていたので、協力して倒したってことになっているのだろう。

			「あ、ありがとうございました」

			　冒険者たちは、やっと正気を取り戻して、話しかけてきた。

			　しかし、俺はここであることに気がついた。

			【警戒】魔法が、まだ『注意』を示したままなのだ。

			「このオークは、俺らが処理しておくから、君たちは先に街に戻ってくれ」

			「え、あ、はい、分かりました」

			　３人の冒険者は、なぜか悔しそうな顔をしながら街の方へ帰っていく。

			　俺は気づかれないように、彼らに追跡用ビーコンを張り付かせた。

			「処理って、コレをどうするの？」

			「ん？　とりあえずインベントリにしまっとくか」

			　俺はイカ臭いオークを、インベントリにしまった。

			「ん？　それだけ？」

			「それだけだけど？」

			「それなら、あの人たちを、先に行かせなくても良かったんじゃないの？」

			「まあ、あまりインベントリを使ってるところを見られるのは、まずいしな。ところでエレナ、俺がオークと戦ってる最中、あいつらに何か言われた？」

			「あの人たちは『危ないから先に逃げよう』と言っていました。私は『セイジ様が戦ってるのに私だけ逃げられない』と言ったのですが、なかなか分かってもらえなくて、困りました」

			「『先に逃げる』ね～」

			「兄ちゃん、何か気になることでもあるの？」

			「さっきのオークが近づいてきた時に、【警戒】魔法が『注意』を感知したんだけどね。オークを倒したあと、あの冒険者たちからも『注意』を感じたんだ」

			「ん？　つまり～、どういうこと？」

			「エレナ、ちょっと聞きたいんだけど、こんな街の近くに、オークって出没するものなの？」

			「いえ、あまりそのような話は、聞いたことがありません」

			「あと、冒険者が魔物に襲われた時、その魔物に追われたまま街まで逃げ帰るのは、まずいんじゃないのかな？」

			「冒険者のルールはよく分かりませんが、街に魔物を連れ帰るかたちになるので、良くないことなのかもしれませんね」

			「つまり～、あの冒険者たちが悪者ってこと？」

			「その可能性はあるってこと」

			　俺は、あの冒険者たちに取り付けたビーコンの映像を、２人にも見えるように目の前に映しだした。

			『おい、どうするんだ！　失敗しちまったじゃないか』

			『まさか、あのオークを倒しちまうとは』

			『依頼主になんて言うんだ！』

			「こ、これは？」

			「あの冒険者の監視映像だよ、さっき魔法を掛けておいたんだ」

			『あの魔物玉、いくらしたと思ってるんだ!?』

			『依頼失敗の違約金の方が問題だ』

			『払えなかったら、俺たちは、奴隷にされちまうのか？』

			「エレナ、魔物玉って何か知ってる？」

			「魔物を捕まえる魔道具です。魔物をうんと弱らせたり、眠らせたり麻(ま)痺(ひ)させたりしてから魔物玉を投げつけると、玉の中に魔物を閉じ込めることができるそうです。魔物を閉じ込めた魔物玉を使用すれば、魔物をどこにでも出現させることができるそうです」

			「なるほど、あのオークはその魔物玉を使って呼び出したのか」

			「あ、あいつら、どこかの屋敷に入っていくよ」

			「あ、ほんとだ、この屋敷に黒幕がいるのか？」

			　そこに、見たことのある顔が現れた。

			『なに！　失敗しただと!?』

			「あ、こいつ見たことあるぞ！」

			「この方は……ライルゲバルト貴族連合騎士団長様です」

			「あれ？　こいつ、手が……」

			『例の魔物玉でオークをけしかけたのですが、男に倒されてしまいまして……』

			『オークが、やられたのか!?』

			『はい、さすがにそのような相手に、我らでは太刀打ちできませんので……』

			『もうよい、こいつらに奴隷の首輪を付けて地下牢に閉じ込めておけ！』

			『そ、そんな！』

			「なるほど、このなんちゃら騎士団長が黒幕ってことか。でも、こいつ、なんで手首が治ってるんだ？」

			「手首が、どうかしたのですか？」

			「こいつは手首を大ケガしたはずなんだけど、なぜか治ってる。手首のケガを魔法で治したのかな？」

			「どの程度のケガだったのですか？」

			「手首から先がなくなっていた」

			「そのような大ケガを……でも、そのような大ケガを、魔法で治すことはできないはずです」

			「じゃあ、どうやって？」

			「そのような治療ができるとしたら……エリクサーかもしれません」

			「ほうほう、そんな薬があるのか」

			「エリクサーは伝説級の秘薬ですので、そんなに簡単には手に入れられないはずなのですが」

			「エリクサーとか、胸熱だな。今度、商人ギルドで手に入らないか聞いてみるか」

			「兄ちゃん、あいつら牢屋に閉じ込められちゃったけど、どうするの？」

			「どうするって言われてもな～。とりあえずなんちゃら騎士団長が危険そうだから、警戒だけしておくってくらいかな」

			「乗り込んでやっつけないの？」

			「めんどい」

			「まあ、兄ちゃんがいいならいいけどー」

			「セイジ様、そろそろ街に戻りませんか？」

			「ああ、そうするか。腹も減ったし」

			「うん、はらへったー」

			　俺は、いつものように２人と手を繋いで【瞬間移動】で街に戻った。

		

	
		
			０２５　エリクサー

			　

			　今回は噴水広場ではなく、人けのない裏路地に【瞬間移動】してきた。

			　なんちゃら騎士団長が危険そうだと分かった以上、これまで以上に目立たないようにしておかないと。

			　俺たちは、大通り沿いの食堂で昼食を取ることにした。

			　出てきた料理は、素朴な味だった。

			　日本の味の濃い食事に慣れているせいで、若干薄味に感じる。もしかしたら亜(あ)鉛(えん)不足かな？

			「食べながら、今後のことを話しておこう」

			「今後のこと？」

			「今日は宿屋に泊まって、明日は朝いちで日本に帰ろうと思う」

			「えー、もうちょっと観光しようよ～」

			「なんちゃら騎士団長に狙われてるのを、分かってて言ってるのか？」

			「あ、そうか、狙われてるのか。兄ちゃんとエレナちゃん、どっちが狙われてるの？」

			「おそらく、どっちもだよ。俺を倒してエレナを奪還するのが目的だと思う」

			「なるほど、あの冒険者もエレナちゃんを連れて行こうとしてたもんね」

			「だから、この街に長居するのはやめといた方がいいかもな」

			「でも、兄ちゃんの【瞬間移動】は、この街にしか来れないんでしょ？」

			「それが問題なんだよな、どうしたものか……それはあとで考えるとして。このあとは、いったん商人ギルドに行って、もうちょっとお金を作って、宿屋を確保しておいてから教会に行く流れかな」

			　アヤが不思議そうな顔で俺を見た。

			「商人ギルド？　ここは冒険者ギルドに行って、変な奴に絡まれるのが、テンプレじゃないの？」

			「どこの世界のテンプレだよ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　食堂をあとにした俺たちは、商人ギルドにやって来た。

			「これはこれはセイジ様、ようこそいらっしゃいました」

			　なんか上役っぽいオッサンが、手をスリスリさせながら声をかけてきた。

			「えーと、お会いしたことありましたっけ？」

			「すいません、申し遅れました。わたくし、当ギルドの副長を任されております、ギルデと申します。以後、お見知り置きを」

			「どうも」

			「先日は、大変貴重な物を売っていただいて、大変助かりました。それで、本日はどのようなご用向きで？」

			「また、何か買い取ってもらおうかと思いまして」

			「そうですか、そうですか、では、こちらへどうぞ」

			　俺たちは窓口ではなく、奥の個室に連れて行かれた。

			「早速ですがセイジ様、先日の塩をお持ちでしたら、前回の３倍の価格で、買い取らせていただきたいのですが。いかがでしょうか？」

			「３倍!?」

			　うーむ、たかが塩になぜこんな値段が付くんだ？

			　なんだか怪しいな。

			　確か前回の取引は、１００ｇで１万ゴールドだった。

			　１ゴールドが１００円くらいだから……１００万円!?

			　それが、今回は３倍だから３００万円……。

			　さすがにこれは、何か裏があると見るべきだ。

			　すぐに飛びつくのはやめておいて、取引するのはもっと情報を得てからにしよう。

			「あの塩はもう手元にありませんので、ご勘弁を」

			「そうですか、残念です」

			「実は商人ギルドに来たのは、聞きたいことがあったからなんです」

			「聞きたいことですか？」

			「聞きたいこととは、エリクサーのことなんです」

			「え、エリクサー!?」

			　なんかエリクサーの話をした途端、ギルデさんの顔色が青くなった。いったいどうしたんだろう？

			「どうかされましたか？」

			「セイジ様もお人が悪い」

			「はて、何のことでしょう？」

			「わたくしの負けです……あれほどの塩を仕入れてくるほどのお方なら、あの塩がエリクサーの材料となることくらい、当然ご存知だったのですね」

			　なんだと!?　あの塩がエリクサーの材料だと!?

			　俺は感情を表情に出さないように気をつけながら、交渉を続ける。

			「ま、まあな」

			「やはりそうでしたか」

			　もしかして前回の塩がエリクサーになって、ライルゲバルト貴族連合騎士団長に渡り、奴の手首を治すのに使われたのか？

			「もしかして、依頼人はライルゲバルト貴族連合騎士団長ですか？」

			「！！？　……そ、そこまでご存知とは……すいません、その件はご内密にお願いします」

			「ああ、分かってますよ」

			　うーむ、あいつに渡るとなると、おいそれと塩を売るわけにはいかなくなるな。

			「それでは、今回お持ちいただいた品物を見せていただけないでしょうか？」

			「ああ、今回買ってもらいたいのはこれです」

			　俺はビニールに入った白い粉を、テーブルの下に用意していたふうを装って取り出した。

			「これは、塩のように見えますが、違うのですか？」

			「これは砂糖です」

			「さとう？　わたくしはこの国で取引される、すべての品物を把(は)握(あく)していると思っていたのですが……思い上がっていたようです」

			　どうやら、本当にこの国に砂糖は存在しないようだ。

			「では、少しご馳走しますので、申し訳ありませんが紅茶をいただけませんでしょうか？」

			「はい、分かりました」

			　チリンチリン。

			　副長さんは鈴を鳴らして人を呼び、紅茶を用意してくれた。

			「では、失礼して。紅茶に、この砂糖を１杯入れさせていただきます」

			「これは、紅茶に入れるものなのですか？」

			「まあ、それ以外の用途もあります。どうぞ、味をお確かめください」

			　副長さんは紅茶を口にした。

			「っ！！？　あ、甘い!!　いやしかし、この甘さは美味しいですね、紅茶の風味を逆に引き立てている」

			「では、こちらもご一緒にどうぞ」

			「これは？」

			「これは、砂糖を使ったクッキーです」

			「ん!?　これも美味しい！」

			「どうですか？」

			「この『さとう』は、『はちみつ』からできているのですか？」

			「いいえ、材料は他のものです」

			　どうやら、はちみつは存在しているようだ。

			「とりあえず、今回は『はちみつ』と同じ価格で買い取らせていただきます。いろいろな方面の料理人などに使ってもらってみますので、そちらの反応を見て、次回の価格は決めさせていただきます。それでよろしいでしょうか？」

			「では、それでお願いします」

			　結局、１㎏の砂糖は１０００ゴールドで買い取ってもらえた。

			　前回の塩と比べると安いけど、砂糖なら安心して取引できる。

			「あー、あと、こんな商品もあるのですが」

			　俺は副長さんの前にライター、ボールペン、レポート用紙を並べてみせた。

			「これはこれは、どれも見たことのないものばかりですね」

			「これはライターという魔道具で、火をつけることができます」

			　シュボッ。

			　俺はライターで火を付けてみせた。

			「！！！？　こんなに小さいのに、着火の魔道具なのですか!?」

			「そして、これは１００枚つづりの紙です」

			「この紙は、恐ろしく薄くて綺麗な作りですね」

			「そして最後のボールペンは、字を書く普通のペンです」

			「変な形のペンですね。ん？　ペン先が変な形をしている。試し書きをしてもいいですか？」

			「はい、どうぞ」

			「では、インクをもってこさせますね」

			「あ、待ってください。このペンを使う時はインクは必要ありませんよ」

			「インクを必要としない!?　それはどういうことですか？」

			「それでは、私が書いてみますね」

			　俺はレポート用紙にボールペンで、字を書いてみせた。

			「インクをつけていないのに字が!!　しかも、線が細い！」

			　結局、ライターは１つ１０００ゴールド、レポート用紙は１冊２００ゴールド、ボールペンは１本２００ゴールドで、それぞれ10個ずつ買ってもらった。

			　砂糖と合わせて、合計１万５０００ゴールドのお買い上げです。

		

	
		
			０２６　リンゴとハチミツ

			　

			　俺たちは宿屋に来ていた。

			　エレナをさらった日に泊まろうとして、お金がなくて諦めた宿屋だ。

			「こんにちは、３人なんだけど部屋は空いてますか？」

			「１部屋だけなら空いてるが、どうするね？」

			「１部屋!?　まいったな」

			「私はセイジ様と同じ部屋でも平気です」

			「私も兄ちゃんと一緒でも平気だけど……エレナちゃんに変なことしないでしょうね！」

			「妹と一緒なのに、そんなことするわけないだろ」

			「私がいなかったらするんだ？」

			「し、しないよ」

			　アヤが、ジト目で俺を睨みつける。俺は、目をそらしてごまかした。

			「どうするね、泊まるのかい？」

			「あ、はい、お願いします」

			「あいよ、それじゃあ30Ｇね。夕飯と朝食はそれぞれ別料金で、１人５Ｇだよ」

			「それじゃあ、朝食だけ３人分お願いします」

			「あいよ」

			「ん？　兄ちゃん、夕飯はどうするの？」

			「これから作るのさ」

			「作る？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あ！　セイジ兄ちゃんだ!!」

			「アリア～、セイジ兄ちゃんが来たよ～!!」

			「ここが兄ちゃんの言ってた教会？」

			「そうそう、ここで台所を借りるんだ」

			「セイジさん！」

			「アリアさん、病気はもう大丈夫ですか？」

			「申し訳ありませんでした!!」

			　なぜかアリアさんが、地面に平伏してる！

			「アリアさん、どうしたんですか!?　立ち上がってください」

			「あれからミーニャに話を聞いたら、セイジさんのお金を盗もうとしたって言うじゃないですか！　あれだけ良くしてもらっておいて、お金を盗んだなんて、なんとお詫びをしたらいいか」

			「やめてくださいよ、俺は気にしてませんから」

			「ミーニャ！　あなたも一緒に謝りなさい!!」

			「ご、ごめんなさい……」

			「ほんと、気にしてないから。それより、また台所を借りたいんだけどいい？」

			「はい、いくらでも使ってください」

			「兄ちゃん兄ちゃん、みんなを紹介してよ」

			「おっと、忘れてた」

			「忘れんな！」

			　俺はアヤをみんなに紹介してから、台所を借りて調理を開始した。

			　まずは、新玉ねぎをみじん切りにし、フライパンを熱してバターを溶かし、きつね色になるまで炒める。

			　鶏肉を一口サイズに切って、大きな鍋の底に油を引いて炒め、塩コショウを振っておく。

			　一口サイズに切った新じゃが、人参を鍋に投入して炒める。

			　炒めておいた玉ねぎも鍋に移して、さらに炒める。

			　具材をあらかた炒め終わったら、鍋に水を入れて煮立たせ、アクを取りつつ30分ほど煮込む。

			　鍋をいったん火から外して、リンゴとハチミツがとろ～りと溶けてる甘口のカレールーを投入。

			　さらに30分煮込んだあと、鍋をまるごとインベントリに入れて一昼夜時間を進める。

			　一晩寝かせた状態になったカレーを、インベントリから取り出し、もう一度温めなおして完成だ！

			　カレーが完成した頃には、辺りにスパイシーな香りが広がり、何ごとかと子供たちは全員集まってきていた。

			　サラダも一緒に作っておく。今回は、ツナ缶を使ったツナサラダにした。

			　ドレッシングは、サウザンドレッシングだ。

			「みんな、皿を持って並べ！」

			「「はーい」」

			　子供たちは元気よく返事をして、皿を持って１列に並んだ。

			　アヤとエレナも、列の後ろに並んでいる。

			　アリアさんも、恥ずかしそうにその後ろに並んだ。

			　プラスチック容器に入れたご飯をインベントリから取り出し、それぞれの皿によそってから、カレーをかける。

			　カレーの皿を持った子供たちは、香りを嗅(か)ぎながらテーブルに持って行き、行儀よく椅子に座った。みんな早く食べたくて、そわそわしている。

			　俺は、インベントリから人数分のコップを取り出し、牛乳をそそいでみんなに配った。

			　そして、みんなでお祈りをしてから、カレーを食べた。

			「「いただきます!!」」

			「「おいしいー！」」

			「美味しいです！」

			「肉が入ってる!!」

			「ほんとだ！　肉だ！」

			「このお肉も、すごく柔らかくて美味しいです！」

			「サラダも美味しい！」

			「サラダにもお肉っぽいのが入ってますね」

			「それは肉ではなくて魚だよ」

			「魚なんですか!?」

			　そんなこんなで、みんなでワイワイ言いながらカレーを食べていると……。

			「こんばんは、アリアさんいますか？」

			　人の良さそうなおじさんが、アリアさんを訪ねてきた。

			　誰だこの人は!?

			　アリアさんと、どんな関係なんだ！！？

		

	
		
			０２７　お隣さん

			　

			「これは、お隣のアジドさん、どうされました？」

			　おじさんは、アジドという名前らしい。

			「先ほど旅から戻ったのですが……お隣から美味しそうな香りがしているもので、何ごとかと思いまして」

			「実は、こちらのセイジさんが、料理を作ってくださいまして、ご馳走していただいているところなんです」

			「どうも、セイジといいます」「アヤです」「エレナです」

			「初めまして、私はここの隣に住んでいます、アジドといいます。あれ？　エレナさん？　どこかで聞いたことがあるような気が……」

			　やばい、気づかれたか!?　なんとかごまかさないと。

			「もしよろしければ、アジドさんもカレーを食べていきませんか？」

			「この料理はカレーと言うんですか？　いやはや、ありがとうございます」

			「あ、アジドおじさん！　おじさんもカレー食べるの？」

			　どうやら、このアジドさん、子供たちとも仲がいい人らしい。

			　俺は、カレーを皿によそって、アジドさんに渡した。

			「これは!?　初めて食べる味ですが、美味いですな!!」

			　アジドさんは、遠慮というものを知らないらしく、２回もおかわりをしやがった。

			「いや～、方々を旅して回っている私の知らない料理がまだ存在していたとは、驚きました」

			「おじさん、そんなに旅してるの？」

			　アヤが、横から話に割り込んできた。

			「行商といいますか、このドレアドス王国の８つの街をぐるぐると巡って、各地で商売をしているのですよ」

			「この国には、８つの街があるんですか？」

			「おや、ご存じないですか？　この王都の西にフジャマ山という大きな山があるのですが、その周りに８つの街が取り囲むようにあるんです。『フジャマ山』の東に『王都』、北東に『ニッポの街』、北に『スガの街』、北西に『イケブの街』、西に『シンジュの街』、南西に『エビスの街』、南に『シナガの街』、南東に『トキの街』があります」

			「神殿のある街は、どこなの？」

			「神殿ですか。『王都』に風の神殿、『ニッポの街』に肉体強化の神殿、『スガの街』に水の神殿、『シンジュの街』に土の神殿、『エビスの街』に回復の神殿があります」

			「つまり～、水の神殿に行きたかったら、ここから北に向かって『ニッポの街』、『スガの街』って回っていけばいいんだね」

			「はいそうです。アヤさんたちは水の神殿に行く予定なのですか？　私は、明後日からその方面の旅に出発する予定ですから、よろしければ同行しますか？」

			「兄ちゃんが、時間がなくて、旅はムリだって言うんです」

			「そうですか、それは残念です」

			　ピコン！

			　俺は、あることに気が付いて、誰にも気づかれないように【追跡】の魔法でアジドさんにビーコンを取り付けた。

			　しめしめ、これであの問題は解決できる。

			　しかし、ここで俺はあることに気がついた。

			　今アジドさんに取り付けたビーコンだけではなく、最初にエレナに取り付けたビーコン、さっき冒険者に取り付けたビーコン、合計３つのビーコンが、地図上で表示されたままになっているのだ。

			　いったいビーコンは、いくつまで同時に使えるのだろう？

			　試しに、アリアさんにビーコンを取り付けようとすると、見たことのない画面が表示された。

			　

			〈ビーコン〉

			設置数上限を超えてビーコンを使用しています。

			削除するビーコンを選択してください。

			・ビーコン１：エレナ・ドレアドス

			・ビーコン２：氏名不明

			・ビーコン３：アジド

			　

			　どうやらビーコンは、３つまで設置可能で、４つ目を設置する時に、どれかを削除しないといけないらしい。

			　ビーコン２は、冒険者につけたビーコンだろう。

			　名前が分からない人につけると氏名不明と表示されるのか。

			　あと、取り付けられるビーコンの個数はどうやって決まってるのだろうか？

			　今後取り付けられるビーコンの個数が、増えたりはしないのかな？

			　とりあえず、俺は冒険者に付けたビーコンを削除して、アリアさんのビーコンを追加しておいた。そんなことをしているうちに、カレーパーティーはお開きになった。

			　俺たちは、子供たちに見送られ、宿屋へと向かった。

			　帰り際、アジドさんは旅のお土産をアリアさんに手渡していた。

			　カレーよりアリアさんに会うことの方が、目的だったりして。

		

	
		
			０２８　札(さつ)幌(ぽろ)ラーメン

			　

			　俺たちは、教会をあとにして、宿屋にやって来た。

			　部屋に案内されると、大きなダブルベッドと、補助のみすぼらしいベッドが置いてあった。

			　アヤは、さも当然のことのように、エレナとダブルベッドの方を陣取った。

			　これこれアヤさん、ベッドの割り振りについて、もう少し思案すべきではないですか？

			　かと言って、エレナをみすぼらしいベッドに寝かせることができないのは、自(じ)明(めい)の理(り)。

			　ここは、エレナと、宿代を支払った俺がダブルベッド、アヤがみすぼらしいベッドという割り振りが、一番しっくり来るのではないか？

			　などという正論は、アヤの睨みつけ攻撃によって、封殺されてしまった。

			　俺は涙を流しながら、みすぼらしいベッドで眠りについた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌朝、可もなく不可もない朝食を食べたあと、さっさと宿を出て、【瞬間移動】を使って日本に戻ってきた。

			　アヤは、昨日の宿でお風呂に入れなかったからと言って、エレナを連れてお風呂に入っている。

			　何も一緒に入ることはないのに……。俺はひとり残されてしまった。

			　やることがないので、アリアさんに取り付けたビーコンの映像を確認してみる。

			　アリアさんは、子供たちと掃除や洗濯などをしていた。

			　うむ、異常なし。

			　今度は、アジドさんに取り付けたビーコンの映像を確認すると、アジドさんは自宅らしき場所で、次の旅の準備をしているようだった。

			　よしよし、このままアジドさんが旅立てば、やがて次の街に到着する。

			　その時、そこを目掛けて【瞬間移動】すれば、わざわざ旅をせずに、目的地にたどり着けるという寸法だ。

			　俺って頭いい。

			　最後にエレナの映像を、確認しようとした。

			『プライバシーポリシーに違反するため、視聴することはできません』

			　なぜか、こんなメッセージが、頭のなかに流れた。

			　な、なんだって!?

			　あ、あ、あ、そうか!!　エレナは今、お風呂に入っているんだった!!

			　そうかそうか、プライバシーポリシーが設けられているのか～。

			　これで、間違ってお風呂を覗いてしまうという、ミスをしでかす心配がないな。

			　よかったよかった！

			　本当～によかった！

			　……俺は、別に泣いてなんかいないよ？

			　お風呂からあがって来たアヤは、悲しみに暮れている俺に向かって、突然、信じられないことを言った。

			「札(さつ)幌(ぽろ)ラーメンが食べたい」

			「えっ？　なんだって？？」

			「札(さつ)幌(ぽろ)ラーメンが食べたいから、兄ちゃん、札(さつ)幌(ぽろ)まで行ってきて」

			「おーい、アヤさん？　あなたは何を言っているのかな？」

			「兄ちゃんってさ、実家と東京以外、どこか旅行したことある？」

			「ん？　実家と東京以外？　えーと、秋葉原、池袋、それと中野に行ったことがあるぞ」

			「全部東京じゃん！」

			「あれ？　そうだっけ？　でも、それと札(さつ)幌(ぽろ)ラーメンとどういう関係があるんだよ！」

			「つまり～、せっかく【瞬間移動】の魔法があるのに、兄ちゃんが行ける場所って、実家と東京近辺だけでしょ？」

			「それで、俺に、札(さつ)幌(ぽろ)に行って来いというのか？」

			「そうそう、そゆこと～」

			「だが断る！」

			「なんでよー！」

			「お前が札(さつ)幌(ぽろ)ラーメンを食べたいだけだろ。もうだまされないぞ！」

			「でも、エレナちゃんが札(さつ)幌(ぽろ)ラーメンを食べたいって言ったらどうする？」

			「な、なんだと!?」

			「ねえ、エレナちゃん～」

			「は、はい」

			「エレナちゃん、札(さつ)幌(ぽろ)ラーメン食べたいよね？」

			「え～っと～」

			「食べたいよね？」

			「そ、そうですね」

			「ほら！　エレナちゃん食べたいって」

			「……まあ、しゃあないか……」

			「やったー！」

			「やったー？」

			「ところで兄ちゃん、兄ちゃんが飛行機に乗って北海道に行っている間、私とエレナちゃんのご飯はどうするの？」

			「ご飯？　どっかに食べに行けばいいだろ」

			「私、お金持ってないよ？」

			「なんでや！」

			「この前まで受験生でバイトとかもしてなかった私が、お金を持ってるわけないじゃん」

			「まーそうか。じゃあ、これで何か食べな」

			　俺は、財布から２０００円を取り出して、アヤに渡した。

			「これだけ？」

			「これで十分だろ！」

			「私のリサーチによると、新宿にスイーツ食べ放題のお店があるんだよね～」

			「なんでスイーツ食べ放題に行くんだよ、近所の食堂でいいだろ」

			「兄ちゃん、考えてもごらんよ。エレナちゃんが、近所の食堂で寂し～くコロッケ定食を食べてる姿と、新宿のかわいいお店で嬉しそうにスイーツを食べてる姿。どっちがいいの？」

			「ス、スイーツかな……」

			「でしょ～。だったら、あと５０００円出して」

			「５０００円だと!?」

			「兄ちゃんは、エレナちゃんが美味しそうにスイーツを食べてる姿を見たくないの？」

			「み、見たい……」

			「だったら～、ね？」

			「わ、分かったよ」

			　俺が財布から五千円札を取り出すと、アヤが横から奪い取った。

			「じゃあ、兄ちゃんは北海道に行ってきて」

			「え？」

			「え？　じゃないでしょ！　私とエレナちゃんはスイーツ食べ放題。兄ちゃんは飛行機で北海道。ちゃんと手分けして実行しなきゃ」

			　俺は、もう二度と妹の口車に乗せられないことを心に固く誓いながら、ネットで飛行機のチケットを取って羽田に向かった。

			　ってか、飛行機のチケット代、高！

		

	
		
			０２９　アヤとエレナの新宿大冒険

			　

			　俺は、新千歳(ちとせ)空港に降り立った。

			　ここまで来て気が付いたのだが、空港で北海道に向かう人にビーコンを付ければ、わざわざ俺が、こんなところまで来なくても良かったんじゃない？

			　今さら気が付いても、もう遅いけど。

			「さて、アヤとエレナはどうしてるかな？」

			　俺は、アヤとエレナの様子を【追跡】魔法で確認した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「エレナちゃん、電車に乗るの初めてだよね？」

			「『でんしゃ』とはなんですか？」

			「そこからか～」

			「ここが地下鉄の駅だよ」

			「このダンジョンに入るんですか？」

			「ダンジョンじゃないよ～」

			　アヤは電子マネーで、エレナの分の切符を購入して、エレナに手渡した。

			「これは何ですか？」

			「うーむ、私こういう説明とか苦手なんだよね～。兄ちゃんがいれば説明を任せるんだけど……とにかく、この切符を改札のそこの穴に入れて」

			「は、はい。きゃっ！　き、きっぷが吸い込まれちゃいました！　どうしましょう」

			「それでいいの。切符は改札の向こう側の穴から出てきてるから、向こうに行って取って」

			「は、はい。あ、ありました、きっぷ、ありました！　アヤさん、ありましたよ～」

			「エレナちゃん！　戻ってきちゃダメ！」

			「きゃっ！　扉が急に閉まっちゃいました！」

			「戻ってこなくて、あっちで待ってて。私もそっちに行くから」

			「は、はい」

			「兄ちゃんの苦労が、少し分かった気がする……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここで待ってれば電車が来るから」

			「こんな洞(どう)窟(くつ)の中に『でんしゃ』が来るんですか？」

			「うん、そうだよ。それに乗って新宿に行くんだから」

			「『でんしゃ』って、馬車みたいなものなんですか？」

			「そうそう、だいたいそんな感じ～」

			『１番線ホームに上り列車が参ります。危険ですからホームドアから離れてお待ちください』

			「どこからか、声が聞こえます!!　こ、これは魔法ですか!?」

			「あれは駅員さんのアナウンスの声だから平気だよ～」

			「ぎゃー！　魔物です!!　早く逃げないと！！！」

			「エレナちゃん、落ち着いて！　あれが電車だよ！　うーむ、エレナちゃんが抱きついてきてくれるのは嬉しいけど、これは大変かも。兄ちゃんを北海道に行かせたのは、失敗だったかな～」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やっと新宿に着いた」

			「あわわ!!　人がいっぱいで……あぁっ!!　凄い高い塔がいっぱいです！！！」

			「ここが新宿、凄いでしょ～」

			「す、凄いです……」

			「目的のお店は……あっちの方ね」

			「アヤさん、それはなんですか？」

			「これは、スマホだよ。これで、目的の場所がどっちだか分かるの」

			「セイジ様が使ってる地図の魔法ですね。アヤさんも地図の魔法が使えるんですね」

			「魔法じゃないけど、似たような感じかな。さ、行くよ、はぐれないように手を繋いで」

			「はーい」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここみたい」

			「凄いダンジョンでした。私１人では、とてもたどり着けません」

			「うんうん、ほんと、まるでダンジョンみたいよね～」

			「いらっしゃいませ、何名様ですか？」

			「２人です、スイーツビュッフェ、お願いします」

			「かしこまりました、お席にご案内します」

			「よっしゃー！　食べるぞー！」

			「かわいくて美味しそうな料理がいっぱいです!!　こんなにたくさんの中から選ぶんですか？　ど、どれから食べたらいいんでしょう？」

			「じゃあ、最初は私が選んであげる。食べたいのがあったら言ってね」

			「あ、これ、かわいいです！」

			「じゃあ、それも取ってあげる」

			「さあ、食べましょ」

			「はーい。はむっ！　お、おいひいですー!!」

			「もうエレナちゃんったら～、ほっぺにクリームが付いてるよ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「俺はなんで、北海道まで来て、お昼ご飯にうどんを食べてるんだ？　あいつらは美味しそうに、スイーツを食べてるというのに……う、羨(うらや)ましい」

			　俺は、空港内での寂しい昼食を終え、電車に乗って札(さつ)幌(ぽろ)駅に向かった。

		

	
		
			０３０　追跡と警戒

			　

			　俺は、札(さつ)幌(ぽろ)駅に降り立った。

			　ここまで来て気が付いたのだが、せっかく札(さつ)幌(ぽろ)まで来たのに、何もしないで帰るだけなのか？

			　ラーメンでも食べて帰るか？

			　いやいや、さっきうどんを食べちゃったし。

			　まあ、いいや。またいつでも来られるし。

			　俺は【瞬間移動】で帰宅した。

			　自宅に帰ると、アヤとエレナは、まだ帰ってきていない。

			　半日で札(さつ)幌(ぽろ)まで行って、立ち食いそばを食べて帰ってくるという強行軍を敢行した俺は、疲れがピークに達し、ソファーでウトウトとしていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　新宿繁(はん)華(か)街(がい)の裏路地。

			　アヤとエレナは、怪しい３人の男に取り囲まれていた。

			「ちょっと、アンタたち、どきなさいよ！」

			「俺たちは、そこの金髪の彼女と、仲良くなりたいだけなんだよ。お前には用がないから、帰っていいぞ」

			　チンピラふうの男は、ニタニタと笑って、アヤとエレナにゆっくり近づいてくる。

			「わ、私のことは構いませんから、アヤさんは逃げて」

			「ほら、金髪ちゃんは、俺たちといいことしたいって言ってるぞ？」

			「そんなわけにはいかないわよ！」

			「俺たちの言うことが聞けないのなら、お前には痛い目にあってもらう必要がありそうだな」

			「な、何よ！　暴力を振るう気!?」

			「まあ、こんな裏路地じゃあ、助けを呼んでも、誰にも聞こえないぞ」

			「女の子相手に、男３人で寄ってたかって襲うなんて、恥ずかしくないの！」

			「うひゃっひゃ、俺たち３人に、寄ってたかって恥ずかしいことをされたいのか？」

			「お前たちが恥ずかしくないのか、って言ってんのよ！　頭にウジでも湧いてるんじゃないの？」

			「言わせておけばこのアマ！　って、お前、足がガクガクしてんじゃん。怖くて、ちびっちゃったか？　はははっ」

			（誰か助けて！）

			「もういい、この生意気な女からやっちまおうぜ！　金髪ちゃんは、あとでゆっくりかわいがってやるから、そこでゆっくり待ってな。ほら、お前たち、この女を押さえ付けろ！」

			「ギャー！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ソファーで寝ていると、【警戒】魔法が『危険』を知らせてきた。

			　どうやら、【追跡】対象者が『危険』に見舞われている場合でも、【警戒】魔法が察知するらしく、俺は、そのおかげで、アヤとエレナのピンチを知ることができたのだ。

			　俺は、急いで【瞬間移動】で駆けつけた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お前たち、俺の妹に何してんだ!!」

			「お、お兄ちゃん！」「セイジ様！」

			「待たせたな、もう大丈夫だぞ」

			「痛え！　この手を離せ！　腕がちぎれる!!」

			　俺がアヤを押さえ付けていた男の腕を離すと、チンピラ３人組は、警戒して距離を取った。

			「誰だてめえ！　どっから来やがった！」

			　俺は、そのスキに自分に【クイック】を掛けておいた。

			「いきなり現れやがって、勇者気取りかよ。お前１人で、俺たち３人に勝てるとでも思ってるのか？」

			「お前ら、たった３人で、俺に勝てると思っているのか？　グダグダ言ってないで、かかってこいよ」

			「野郎！　やっちまえ！」

			　チンピラ３人は、同時に襲いかかってきた。

			　しかし、俺には【クイック】が掛かっているし、さらにレベルが上がっているせいもあって、相手の攻撃がとても遅く感じる。

			　３人のパンチをひょいひょい避けると、チンピラどもは手強いと思ったのか、俺を取り囲むようにフォーメーションを組んできた。

			　バカそうに見えて、結構考えて戦ってるな。

			【未来予測】で、後ろから攻撃が来るのを察知してさっと避けると、足を引っ掛けて転ばし、前方の奴にぶつけてやった。

			「ほらほら、さっきの威勢はどうした？　３人がかりで手も足も出ないじゃないか」

			「このやろう！」

			　何とチンピラたちは、ナイフを取り出して構えた。

			　おいおい！　ここは日本だぞ、武器を持ち出すとか、こいつらイカれてるな。

			　チンピラたちは、３人同時に俺に向かって襲いかかってくる。

			　俺は、正面の男のナイフを、右の男の腕に刺さるように軌道をずらしたあと、左からのナイフを避けるために、正面の男の後ろに【瞬間移動】した。

			「ギャー！　痛え!!」

			　右にいた男は、腕にナイフが刺さり、その場でうずくまった。

			　１人戦線離脱して、２対１となった。

			　チンピラたちは俺が使っている【瞬間移動】が理解できないようで、警戒して、むやみに襲ってこなくなった。

			　睨み合いが続き、しばらく静寂が続く。

			　さっき正面にいたチンピラのリーダーらしき奴が、もう１人の男に何やら目配せをしている。

			　いったい何を企んでいるんだ？

			　するとリーダーらしき奴が、単独で突っ込んできた。

			　俺がそいつのナイフをかわすと、もう１人はアヤの方に駆け寄った。

			　ヤバイ、あいつアヤを攻撃するつもりだ。

			　俺は、カウンター気味にリーダーの顔面にパンチを食らわせたあと、【瞬間移動】を使い、アヤを襲う男とアヤの間に割り込んだ。

			　そいつの突き出すナイフを、アヤに当たらないように軌道をずらしたが、ずらし切れなかったナイフが、俺の頬をかすった。

			　俺は、そいつの鳩(みぞ)尾(おち)に、うんと手加減した【電撃拳】を放つ。

			「ぎょえっ！」

			　そいつは、短い悲鳴を上げて倒れ、動かなくなった。

			　顔面パンチから復活したリーダーの男は、仲間が倒されたのを知ると、信じられないという顔で俺を見た。

			「もうお前だけだぞ、どうした尻尾(しつぽ)を巻いて逃げるか？」

			「くそー!!」

			　リーダーの男は、やけくそ気味に突進してきたが、俺は【瞬間移動】で後ろに回り込み、首の後ろをチョップし、弱い【電撃】を当てて意識を奪った。

			「兄ちゃん！」「セイジ様！」

			　チンピラ３人のナイフを取り上げて、インベントリにしまったところで、アヤとエレナに抱きつかれた。

			「さあ、家に帰ろう」

			　俺は、左右から抱きつくアヤとエレナの頭に軽く手を乗せて、【瞬間移動】で家に帰った。

		

	
		
			０３１　ツバを付けとけば治る

			　

			「ほら、家に戻ってきたぞ」

			　俺たちは、【瞬間移動】で自宅に戻ってきたのだが、エレナもアヤもブルブルと震えが止まらないらしく、俺に抱きついたまま玄関から動こうとしない。

			　仕方がないので、しばらくの間、俺は抱きつかれたまま、２人の頭を撫でていた。

			「２人とも、いつまで引っ付いてるんだ？」

			　抱きついたままの２人をその場に座らせて、１人ずつ靴を脱がせてやる。

			　そして、そのままの状態で、リビングのソファーに【瞬間移動】で移動した。

			　ソファーに移動させても、まだ引っ付いたままだ。

			　そんなに怖かったのだろうか。

			　俺は、インベントリから取り出した２つのマグカップに牛乳を注ぎ、砂糖をスプーン１杯ずつ入れると、アヤの【ドライヤー温風魔法】の電熱線部分だけを【雷の魔法】で真似して、牛乳を温めた。

			「ホットミルクを作ったから、２人とも飲みな」

			　２人は、俺の用意したホットミルクを、ゆっくりと飲んだ。

			　ホットミルクを飲み終えたところで、やっと２人とも落ち着いてきたようだった。

			「あ、セイジ様、ほっぺにケガが！」

			「兄ちゃん、ケガしたの？　あ、私がナイフで攻撃された時の！」

			「早く治療しないと」

			「平気だよ、こんなのツバ付けとけば治るって」

			「はい、分かりました」

			　はい？

			　気が付くと、エレナが俺のケガしたほっぺに、キスしていた。

		

	
		
			[image: p_186.jpg]
		

	
		
			「ちょっ！　エレナ、何してんだ！」

			「だってセイジ様が、ツバを付けると治るって」

			「それは言葉のアヤっていうか……」

			「アヤさんのツバなら、治るんですか？」

			「違う違う、そのアヤじゃなくって」

			　気が付くと、アヤが反対側のほっぺにキスしていた。

			「ちょっ！　アヤまで何してんだ！」

			「だって兄ちゃんが、私のツバを付けて欲しいって、言うから」

			「言ってないだろ、しかもケガしてる場所は反対だし」

			　アヤの奴、半笑いしてやがる。

			　俺をからかってるのか、くそう。

			「ツバで治らないのでしたら、私が魔法で治します！」

			「エレナちゃん、魔法で傷を治せるの？」

			「分かりませんけど、私の命に代えてでも治してみせます！」

			「命なんて賭けなくていいから！」

			　エレナは凄く真剣な表情で、俺の傷の部分に手をかざした。

			　しかし、俺が【鑑定】した限り、エレナは傷を治す魔法を習得していないはず。

			　いくらなんでも、習得していない傷を治す魔法をいきなり使うのは、ムリなんじゃないかと思っていると……。

			　傷の辺りが、なんだか温かくなってきた。

			　もしかして、魔法が効き始めている!?

			　さらにしばらく経つと、今度は傷の辺りがくすぐったくなってきた。

			　これは何かが起こる予感がする！

			「あ、兄ちゃんのほっぺの傷、カサブタになってる」

			　アヤが覗きこんで、そう教えてくれた。

			　さっきのくすぐったさは、カサブタのせいだったのか。

			　エレナは、さらに集中する。やがて俺のほっぺから、カサブタがポロっと剥がれ落ち、その下にあったはずの傷は、完全に治っていた！

			「すげえ、傷が治った。エレナ、凄いぞ!!」

			「はあ、はあ。や、やりました！」

			「エレナ、だいぶ疲れてるみたいだけど大丈夫か？」

			「だ、大丈夫です、ちょっと疲れて……」

			　エレナは、そのまま眠ってしまった。

			　俺は、エレナを【鑑定】してみた。

			　

			〈ステータス〉

			名前：エレナ・ドレアドス　職業：姫　年齢：15

			レベル：５

			ＨＰ：１００／１０４　ＭＰ：３／２０８　力：10　耐久：９　技：10　魔力：24

			スキル：

			【水の魔法】（レベル：２）

			・水のコントロール

			【回復魔法】（レベル：２）

			・病気軽減　・傷回復速度上昇

			　

			【回復魔法】がレベル２に上がり、新しい魔法を覚えていた。

			「エレナは、自力で【傷回復速度上昇】って新しい魔法を、習得したみたいだ」

			「エレナちゃん、凄い！」

			「まあ、でもそのせいで、ＭＰを使い果たしちゃったみたいだけどな」

			　眠ってしまったエレナの頭をなでなでしていると、アヤはすっくと立ち上がって。

			「私、もっと強くなりたい！」

			「なんだよ、いきなり」

			「私は、いっつも兄ちゃんに守ってもらってばっかりで、エレナちゃんみたいに、傷ついた兄ちゃんを癒してあげることもできない。ホントは魔法で攻撃することだってできたはずなのに、怖くて何もできなかった。私は、兄ちゃんに守られてばっかりじゃなくて。私の力で、エレナちゃんを守ってあげたいの！」

			「そんなこと言ったって、お前は女の子なんだぞ」

			「女の子だから何？　私、冒険者になって魔物と戦う！　そしたら、兄ちゃんみたいに強くなれるんだよね？」

			「ダメに決まってんだろ！　魔物と戦うなんて危ないだろ！」

			「魔物なんてちっとも怖くない。悪い人間の方がぜんぜん怖い」

			「怖い怖くないは関係ない、どっちにしたって危ないのには変わりないだろ」

			「もし兄ちゃんのいないところで、今日みたいに悪い人間に襲われたらどうするの？　私はずっと兄ちゃんに守ってもらうの？　兄ちゃんが助けに来れなかったら？　兄ちゃんが助けに来ても、やられちゃったら？　その方がよっぽど危険でしょ！　だから！　私は、自分で大切な人を守れるようになりたいの!!」

			　アヤのあまりの真剣さに、俺は何も言い返せなかった。

		

	
		
			０３２　日本文化学習

			　

			「アヤに、いくつか言っておきたいことがある」

			「なに？」

			「お前が冒険者になりたいというなら止めないが、危険なことをする時は必ず俺と一緒にいること。それはいいな？」

			「うん」

			「俺は今のところ有給で休んでるけど、休みは今日と明日で終わりで、明後日の月曜日からはまた仕事に行く。つまり、平日は仕事で、土(ど)日(にち)しか休めないから、土曜日に異世界に行って、日曜日に日本に帰って来ないといけない」

			「あ、そっか」

			「冒険者をやるんなら、土日だけ付き合ってやる」

			「ありがとう、じゃあ、『土日勇者』だね」

			「なんだよそのネーミングは。今日はもう遅いから異世界に行くのはなしにして、次に異世界に行くのは来週の土日になるけど、いいな」

			「う、うん、仕方ないよね」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらくして、エレナがやっと目を覚ました。

			「あれ？　セイジ様、私、寝ちゃってました？」

			「ああ、俺の傷を治すのに魔力を使い果たしちゃったから、それで疲れて寝ちゃったんだろう」

			　それから俺たちは、今後の活動方針を話し合った。

			「土日はあっちの世界で冒険者をするとして、アヤはちゃんと短大に行く準備をしておけよ」

			「はーい」

			「エレナはこっちの世界で、何かしたいことはある？」

			「私は『にほん』のことをもっと知りたいです」

			「日本のことか～、どうしたものかな～」

			「あと、『はし』が使えるようになりたいのと、魔石を使わなくても喋れるようになりたいです」

			「なるほど、何かいい方法を考えなくちゃな」

			「私は兄ちゃんに、引っ越しを手伝って欲しいかも」

			「そういえば、布団が足りないんだったな」

			「あと、着替えも足りないし」

			「着替え？　向こうで服を買っただろ？」

			「下着とかが足りないの！」

			「あ、そうか、そういうのか。先にそっちを片付けるか。その間、エレナは……」

			　ピコン！

			　俺は一石二鳥の方法を思いついた。

			「エレナには、アニメのＤＶＤを見てもらう！」

			「なんでアニメ？」

			「『あにめ』ですか？」

			「外人さんが日本のことを知るきっかけとして、アニメはピッタリだと思わないか？」

			「うーん、なくはないかも」

			「私、『あにめ』を見てみたいです」

			「よし、準備するから待ってな」

			「この黒くて四角い額(がく)縁(ぶち)のような物が、『あにめ』ですか？　前からこれがなんなのか気になっていたんです」

			「まあ、見てな。まずは、ＤＶＤレコーダーの『開／閉』ボタンを押す」

			「あ、何か出てきました！」

			「そして、ここにアニメのＤＶＤをセットして」

			「その小さなお皿みたいなのは、七色に光っててキレイですね」

			「もう一度『開／閉』ボタンを押して」

			「あ、七色のお皿が中に入っちゃいました」

			「次に液晶テレビのスイッチをＯＮ」

			「黒い額縁が、少し光りだしました」

			「最後に、リモコンの『再生』ボタンをポチッとな」

			「うわわ!!　絵が映し出されました。お、音楽もどこからか鳴ってます。あああ!!　絵が動いてます！！！　凄い魔法です!!」

			「これから、この動く絵でお芝居が始まるから見ててね。これを見れば、少し日本のことが分かるから」

			「はい」

			「アヤ、俺たちはこの間に引っ越しを……って！　なんでアヤまで見てるんだよ！」

			「このアニメ映画、お兄ちゃんに連れて行ってもらって見たんだよね？　懐かしい～」

			「おーいアヤさん、引っ越しするんじゃないのか？　だ、ダメだ見入ってしまっている。まあ、引っ越しはこれを見終わってからでいいか」

			　結局その後、エレナとアヤは３本のＤＶＤを鑑賞し、その間に俺は【瞬間移動】と【インベントリ】を使い、１人でアヤの引っ越しを終わらせた。

			　急にアヤの部屋の物がなくなったのを不審に思った両親には、俺が電話で上手くごまかしておいた。

			　ってか、下着とかも俺に持ってこさせて恥ずかしくないのかよ！

		

	
		
			０３３　区民運動公園

			　

			　実家からアヤのベッドとお客さん用の布団をもらって来たおかげで、その日の晩は３人ともぐっすり眠ることができた。

			　翌朝、朝食を食べたあと、アヤとエレナはまたアニメＤＶＤを見始めた。

			「おいおい、昨日３本も見たのにまた見るのか？」

			「別にいいじゃん」

			　いかん、このままでは２人が引きこもりになってしまう。なんとかせねば。

			「今日は外に出かけよう」

			「外ってどこ？」

			「うーんっと……運動公園に行ってみるか」

			「『うんどうこうえん』ですか？　それはどんなところですか？」

			「運動するための公園だ」

			「そのまんまじゃん」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たちはトレーニングウェアを着て、近所の区民運動公園にやって来た。

			「ここが『うんどうこうえん』ですか？　とってもキレイに整備されたところですね」

			「まあな」

			「なんで兄ちゃんが自慢げなの？　それより、運動って何をするの？」

			「まずは、ジョギングでもするか」

			「はい」「はーい」

			　しかし……。

			　

			「せ、セイジ様、ま、待ってください、はあ、はあ」

			　エレナはまったく俺たちに付いてこられなかった。

			「うーむ、ここまで体力がないとは……」

			「ご、ごめんなさい」

			「【回復魔法】で体力を回復したりできない？」

			「魔法で体力ですか……やってみます」

			　しばらくするとエレナの体が光って、何か魔法が発動したみたいだった。

			　エレナを【鑑定】してみると【体力回復】という新しい魔法を覚えていた。

			　やけに簡単に魔法を覚えるな。もしかしてエレナって天才なのか？

			【体力回復】魔法のおかげで、エレナは飴(あめ)を舐めながらであれば、ジョギングに付いてこられるようになったのだが……。

			「兄ちゃん、エレナちゃん、ま、待ってよ～」

			　今度は、アヤが付いてこられなくなった。

			「俺とアヤは【回復魔法】を使えないんだから、自力でなんとかふんばれ！」

			「ふんばれないよ～」

			　いったん休憩にしようかと迷っていると、アヤは急に速度を上げて、俺たちに追いついてきた。

			「アヤ、急に速くなったな」

			「へへーん、私だってやる時はやるんだよ」

			　どうも様子がおかしい。

			「あ、兄ちゃん、私にも飴(あめ)ちょうだい」

			「なるほど、何かの魔法を使ったんだな」

			　飴(あめ)を渡しつつアヤを観察してみると、何やら違和感を感じる。

			　そうか！　走ってるのに髪が後ろになびかずに、前になびいている。

			　まるで追い風の中を走っているみたいに……。

			　そうか！　【追い風】か！

			【鑑定】してみると、アヤは【追い風】という新しい魔法を覚えていた。やっぱりそうだったのか。

			　その日、その運動公園内を猛スピードでジョギングする怪しい３人組が目撃された。

			　少々やりすぎてしまい、３人とも汗だくになった。

			　

			　今は、ちょっとした屋根のあるベンチで休憩中だ。

			「あー涼しい」

			　ん？　アヤのところだけ風が吹いていて、涼しそうだ。

			「アヤ、今度は何の魔法だ？」

			「へへーん、【扇風機】魔法だよ。エレナちゃんにも風を送ってあげる」

			「ありがとうございます、涼しいです」

			「アヤは簡単に新しい魔法を考えだすな」

			「凄いっしょ。あ、もう１つ考えた魔法があるんだけど、試してみてもいい？」

			「あんまり目立つのはダメだぞ？」

			「大丈夫、目立たないから。兄ちゃん、そっちに立ってて」

			「ああ」

			　俺はアヤから少し離れた位置に構えた。

			　アヤは何やら魔法を発動させたが、何も起こらなかった。

			「ん？　失敗したのか？」

			「ううん、多分成功してると思う。兄ちゃん、私に触ってみて」

			「触る？　まあ、いいけど」

			　俺はアヤのある部分に手を伸ばした。

			「ちょっと兄ちゃん！　どこを触ろうとしてるの!!」

			「お前が触ってみろって言うから」

			「触るっていっても、そこじゃないでしょ！　兄ちゃんのエッチ!!」

			　俺は仕方なく触る場所を変更し、アヤの肩を触った。

			　バチッ!!

			「うわっ!!　な、なんだ!?」

			「へへーん、大成功!!」

			「今、バチって静電気みたいに……そうか！　静電気か！」

			「そう！　【静電気】魔法！　触られたら自動で反撃する、トラップカード的な魔法だよ」

			　エレナも天才だけど、アヤはアヤで天才なのかもしれないな。

			　お昼は、俺が作ってきたサンドイッチと唐揚げを食べた。

			　飲み物は、マグカップにミネラルウォーターを注ぎ、【電熱線】魔法で沸かしたお湯に、ティーバッグで紅茶を淹(い)れた。

			　しばらくまったりしていると、俺たちのすぐ近くを通りすぎようとしていたおばあちゃんが、急に苦しみだした。

			「大丈夫ですか？」

			　エレナが一番に駆けつけて声をかけた。

			「いたたた、腰痛が……」

			「ここですね」

			　エレナは迷わず腰に手を当てた。魔法を使っているのか？

			「あれ？　腰が痛くない」

			　なんか、すぐに治ったけど、以前より回復魔法の威力がアップしてないか？

			「あら、外人さんだったのね、どうもありがとう。でも、どうやって治してくれたの？」

			「えーと、おばあちゃん、さっきのはその子の国の『おまじない』だそうですよ」

			「ああ、外国のおまじないなのね。ずいぶんとよく効くおまじないだこと。ありがとうね」

			　なんとかごまかすことができ、おばあちゃんは、お礼を言いながら去っていった。

			　俺はその日１日、２人の才能に驚かされっぱなしだった。

		

	
		
			０３４　出勤

			　

			「行ってきます」

			「「行ってらっしゃい」」

			　翌朝、俺はエレナとアヤに見送られて久しぶりに会社に出かけた。

			　通勤電車の中で、【追跡】しているアリアさんとアジドさんの様子を確認した。

			　アリアさんは子供たちと元気に生活していた。

			　アジドさんは、大きな馬車に乗り、冒険者ふうの男に警護されながら、見知らぬ荒野を旅していた。

			　しまった、もう出発していたのか。いつ次の街に着くのかな？

			　今後は、こまめに確認する必要がありそうだ。

			「おはようございます」

			　会社の同僚に挨拶をして席に座り、ＰＣの電源を入れログインすると、メールが大量に届いている。うんざりした。

			　それなりに時間をかけて、大量のメールにやっと目を通し終わる。休んでる間に特に問題が起きてないことが分かり、ホッとひと息ついた。

			　ふと見ると、ＰＣのモニター上に見慣れない警告マークが点滅していた。

			「なんだこれは？」

			　隣の席の同僚にこのマークについて聞いてみたが、知らないという。

			　しかも、俺のモニターを確認してもらったが、同僚にはその警告マークが見えていないらしい。

			　俺にしか見えない？　もしかして魔法に関係する現象なのか？

			　俺は、恐る恐る警告マークの付いたサーバ上のフォルダを開いてみた。

			　フォルダを開くと、１つのソースファイルに同じ警告マークが付いていた。

			　今度はそのソースファイルを開いてみる。

			　そのソースファイルは、この前、運用を開始したシステムのプログラムソースなのだが、そのソースのとある箇所に、また同じ警告マークが出ていた。

			　このソースのこの場所に、何があるというのだろうか？

			　俺は注意深く、その部分をチェックした。

			「こ、これは、バグだ!!」

			　なんと、その部分にはバグが潜んでいたのだった！　しかも、このバグはヤバイ。

			　それは、特定の条件で発症し、とある重要なフォルダを丸ごと消してしまうという、とんでもないバグだった。

			　俺はすぐにプログラム担当者に連絡して、バグはなんとか修正することができた。致命的な不具合の発生を、未然に防ぐことができた。

			　その後も、似たような警告マークを数ヶ所で発見し、合計で３件のバグをその日のうちに修正した。

			「丸山さん、今日はバグを見つけまくりですね　どうしちゃったんですか？」

			　隣の席の同僚に驚かれてしまった。

			「実は有給で休んでる間に、魔法を使えるようになってね」

			「またまた、ご冗談を」

			　まあ、冗談じゃないんだけどね。

			　どうやら、この警告マークは【警戒】魔法の効果らしい。

			　プログラムソースや仕様書などの書類なんかにも効果があるとは、魔法を使えるようになって、本当によかった。

			　これがあれば、バグのまったくないシステムだって作れてしまうのでは!?

			　

			　一番大活躍したのが【言語習得】だ。

			　ＭＰを１０００使い、レベル５の英語を習得した。

			　そのおかげで、英語の資料をそのまま読むことができるようになった。

			　サーバー上で出力される英語のメッセージがそのまま読めるのも、便利だ。

			　その日の仕事は、魔法のおかげもあり早々に終わってしまった。

			　定時に帰るのなんて、何年ぶりだろうか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　家に帰ると、リビングでエレナが、ふりふりの衣装を着てバトンを振り回しながら『魔法少女』の変身シーンを練習していた。

		

	
		
			[image: p_206.jpg]
		

	
		
			「エレナ、何をしているのかな？」

			「セ、セイジ様！　こ、これは……」

			「あ、兄ちゃんお帰り～。エレナちゃんが『魔法少女』のアニメにハマっちゃって」

			「ただいま。で、そのバトンは？」

			「それ、私が高校で使ってたやつ」

			「エレナはそういう武器が使いたいのか？」

			「いえ、あの、その、こ、これはお遊びで使ってただけなので……もう！　からかわないでください」

			　エレナは恥ずかしかったらしく、顔を真っ赤にしていた。

			「違う違う、からかってるんじゃなくて、冒険者になるなら何か武器を持たないといけないだろ？　どんな武器を使いたいか希望を聞いておきたいと思って」

			「ごめんなさい、そうだったんですね。私は……あまりちゃんと考えたことはありませんでした」

			「エレナちゃんは、そのバトンみたいな感じの武器がいいんじゃないの？」

			「このバトンで戦うんですか？」

			「向こうの世界に、魔法使いが使う杖とかロッドとかの武器はないのか？」

			「あ、あります。宝石の付いてる魔道具のロッドなら、魔法を強化してくれたりします」

			「なるほど、じゃあエレナには、ロッドを向こうで購入しよう。アヤはどうする？」

			「私はカッコイイ剣を使ってみたいな～」

			「剣なら持ってるから、試しに持ってみるか？」

			　俺は兵士からぶんどった剣をアヤに手渡した。

			「お、重い～」

			「え？　そんなに重かったっけ？」

			「うん、これじゃあムリっぽい、もっと軽いのがいい」

			「うーむ、じゃあアヤも向こうの武器屋で使えそうな軽い剣を探してみるか」

			「うん、そうする」

			「あ、ナイフだったらあるけど、使ってみる？」

			「ナイフ？　どんなの？」

			　俺はチンピラ３人組からぶんどったナイフを見せた。

			「これだよ」

			「これって、私たちを襲った奴らが持ってた……」

			「ああ、そうだ。これはやめておくか？」

			「うん、それはちょっとイメージ悪いからやめとく」

			　結局、２人とも武器屋に行って武器を探すことになっただけか。

			　でも、さっき見たエレナの変身シーンはかわいかったな～。

			　もう一度やってくれないかな～。

			　なんて思ったりは、全然してないですよ！

		

	
		
			０３５　危険な夜道

			　

			　夕食を終えたあと、俺はアジドさんの様子を確認した。

			　アジドさんは、どこかの街の酒場で酒を飲んでいる。

			「どうやら、アジドさんが街に到着したみたいだ」

			「街ってことは、『ニッポの街』だっけ？」

			「多分そうだ」

			「セイジ様は、これからあちらに行くおつもりなのですか？」

			「ああ、これから向こうに行って、０時過ぎたら帰ってくる」

			「私たちはお留守番ですか？」

			「ああ、夜だしすぐに帰ってくるよ」

			「分かりました、お留守番しています」

			　俺は服装を整え、【瞬間移動】でアジドさんの近くへ飛んだ。

			　アジドさんに気づかれないように、到着してすぐその場を離れたのだが、その必要は全然なかったようだ。

			　飛んだ先は酒場だったのだが、明かりはランプだけだったので、暗くて顔など分かるはずもない。

			　とりあえず酒場から出た俺は、これからどうしようか迷っていた。

			　外が真っ暗なのだ。酒場に戻って酒を飲むという選択肢もあるが、さすがにそれだとアジドさんに気づかれる確率が上がってしまう。

			　ピコン！

			　電気がないなら、俺が電気を作ればいいじゃないか。

			　俺は【雷の魔法】を使って蛍光灯ができないか試してみた。

			　しかし、上手くいかない。

			　蛍光灯って、蛍光灯だけじゃなくて点灯管も必要なんだっけ？　どういう仕組みかよく分からん。

			　蛍光灯は諦めて、今度は白熱電球を試してみた。

			　今度は上手くいって、辺りを明るく照らしだした。目立つけど仕方がない。

			　もしかしたら、これを見た人は【光の魔法】と勘違いしてくれるかもしれないし、まあいいか。

			　顔の右上辺りに白熱電球の明かりを固定して、夜の街を散策した。

			　店はすべて閉まっていて、人っ子一人いない。

			　散策の意味はほとんどないけど、０時まで帰れないし、まあ、地図埋めもできるしいいか。

			　ここで、おかしなことに気がついた。

			　地図は、自分が行ったことのある場所しか表示されないはずなのだが、なぜか行ったことのないのに表示されている場所があるのだ。

			　地図を追ってみると、町の外に続いている。

			　さらにたどっていくと、ずっと先の王都まで続いていた。なんだこれは？

			　ピコン！

			　そうか、これはアジドさんが王都からこの街まで旅した道だ。

			　地図が表示されているということは、もしかして、その場所に【瞬間移動】で移動できるのでは？

			　俺は地図を見ながら、王都とこの街の中間地点辺りを意識して、【瞬間移動】を使ってみた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そこは、森の中の一本道だった。どうやら、【瞬間移動】できてしまったようだ。

			　これはいい、アジドさんがたどった道なら、どこにでも【瞬間移動】できる。

			　今回みたいにアジドさんが街に着くごとに、こっちに来る必要もない。

			　アジドさんには好きなだけ旅してもらって、俺は表示された地図をあとで利用するだけ。

			　俺は真っ暗な夜の森のなかで、喜びの舞を踊った。

			　俺の喜びの舞に、５つの影が駆けつけてきた。

			　５つの影は狼のような魔物で、すっかり囲まれてしまっていた。

			　誰も見ている人がいないので、俺は遠慮をせずに【電撃】を５匹の狼の眉間にヒットさせ、瞬殺してから、インベントリにしまった。

			「ちょっとはしゃぎすぎたかな？」

			　反省した俺は、元の街に戻った。

			　今度は街の中の探索ではなく、街の外周をぐるりと見て回ることにする。

			　しばらく行くと、見渡すかぎりの畑があった、畑には、青々とした植物が植えられている。

			【鑑定】してみると、それは小麦だった。

			「ほうほう、これが全部、小麦か」

			　小麦畑は、街の東側に広がっているらしい。

			　さらに歩いて行くと、森が広がっている。

			　森と小麦畑の間を歩いて行くと、【警戒】魔法が反応し、地図上に『注意』のマークが現れた。

			『注意』のマークが現れた地図上の場所をよく見てみると、小麦畑がガサガサ動いている。

			　念のため【クイック】の魔法をかけて注意して見ていると、大きなネズミが１匹、小麦畑から飛び出してきて、俺の白熱電球の光に驚いて立ち止まり、こっちを睨みつけてきた。

			　俺が大ネズミと睨み合いを続けていると、さらにガサガサと音がして、小麦畑から20匹の大ネズミが現れた。

			　数の多さにビビって１歩後ずさると、21匹の大ネズミが一斉に襲いかかってくる。

			【未来予測】と【クイック】のおかげでほとんどの攻撃は回避できたが、たまに攻撃が当たりそうになり、【バリア】でその穴を埋めざるを得なかった。

			　面倒くさくなった俺は、タイミングを見計らって10ｍ手前に【瞬間移動】して、敵を見失った21匹の【大ネズミ】の集団に向かって【落雷】を炸(さく)裂(れつ)させた。

			　ドカーン!!

			　轟(ごう)音(おん)とともに、一瞬辺りが真っ白になる。光が収まると、黒焦げになった21匹の大ネズミが転がっている。

			　俺はとりあえず、その21匹をインベントリに格納した。

			『レベルが13に上がりました』

			　頭の中にレベルアップのメッセージが響く。

			　21匹も倒して上がったレベルは１だけか。弱い敵だったのかな？

			　でも、やっぱり夜道は危険だな。

			　俺は、そのまま歩いて街まで戻ってきた。

			　街に着くとちょうど０時を過ぎていたので、【瞬間移動】を使って自宅へ戻った。

			「ただいま、まだ起きてたのか、エレナは寝たのか？」

			「おかえり、エレナちゃんは途中まで起きてたんだけど、ちょっと前に寝ちゃった。新しい街はどうだった？」

			　地図のこと、狼や大ネズミのことを話したら。

			「兄ちゃんだけずるい！」

			　と、妹にボコられてしまった。

		

	
		
			０３６　危険なエレナの癒やし

			　

			　数日間、俺は会社で仕事、エレナは家でＤＶＤ鑑賞という生活が続いた。

			　通勤は、朝は普通に電車を使い、帰りは【瞬間移動】で帰る、というかたちで落ち着いた。

			　行きは移動した先に誰かがいて見つかってしまう危険性があるため、【瞬間移動】を使うのはやめることにした。

			　仕事自体は順調に行きすぎて、残業をすることがほぼなくなった。

			　エレナは『魔法少女シリーズ』のＤＶＤにかなりはまっているらしく、ＤＶＤを見まくっていた。

			　ＤＶＤを一度見たあとで、【言語一時習得の魔石】をわざと手元から離し、『言語一時習得』がない状態でもう一度見直すことで、日本語の勉強も同時に行っていた。

			　魔法少女に対する愛とエレナの努力のかいもあって、エレナの日本語能力は、片言なら喋れるくらいにはなっていた。

			　アヤはエレナと毎日ジョギングには出かけていたが、エレナと一緒にＤＶＤ鑑賞をしたり、ふらっとどこかに遊びに行ったりと、だらだらした生活を送っているようだった。

			　あの時の情熱はどこにいった！

			　アジドさんは、『ニッポの街』に滞在し続けて商売などを行っているようだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんな生活を続けていた、その週の金曜日。仕事も定時で終わり、【瞬間移動】で自宅に帰って来た時のことである。

			「ただいま」

			「兄ちゃん！　今から異世界に行こう！」

			「いきなりだな『おかえり』は？」

			「セイジ様、おかえりなさい」

			「兄ちゃん、おかえり」

			「それで、明日の朝に出発の予定なのに、なんで今からなんだ？」

			「だって、早く冒険者になりたくて、もう我慢できない」

			「お前は子供か！　だいたいこんな時間に行って宿屋が満室だったらどうするんだ？　３人で野宿するのか？」

			「平気だって、宿屋だって１部屋くらい空いてるよ、きっと」

			「なんだよ、その根拠のない自信は！　部屋が空いてなかったら、俺とアヤだけじゃなくエレナも野宿することになるんだぞ？」

			「うっ、そ、それは……」

			「わ、私は野宿もしてみたいです」

			「ダメダメ、エレナを野宿させるなんて、絶対ダメだ」

			「私だったらいいの？」

			「アヤもダメ！　諦めて、予定通り明日の朝出発だ、分かったな」

			「あ、いいことを思いついちゃった。宿屋の部屋が空いてなかったら、アリアさんのところに行って泊めてもらえばいいじゃん。ね、それならいいでしょ？」

			「うーん、いや、やっぱりダメだ。こんな大勢じゃ寝るところが足りない」

			「私は寝袋でいいから。ね、一生のお願いだから」

			　こやつめ『一生のお願い』とやらを、一生のうちに何回するつもりなんだ？

			「あー、もう分かったよ、行けばいいんだろ」

			「やったー」

			「毎日働いて疲れているっていうのに、お前は……」

			「ご、ごめん」

			「セイジ様、疲れているのでしたら、私が癒やします」

			「エレナはやさしいな」

			　エレナは俺の手を取って魔法を使い始めた。

			「これは！　癒される！」

			　エレナの魔法の力で、どんどん疲れが取れていく。心身ともに癒やされる。

			　これは、病みつきになりそうで危険だ！

			　しかし、魔法を使っているエレナの様子が何やら変だ。

			「エレナ？　なんか様子が変だぞ？」

			「そ、そんな……こと……は……ありま……せん……よ」

			「いやいや、明らかに顔色がおかしいぞ」

			　俺はエレナを【鑑定】してみた。

			　

			〈ステータス〉

			名前：エレナ・ドレアドス　職業：姫　年齢：15

			レベル：５

			ＨＰ：20／１０４　ＭＰ：２００／２７８　力：10　耐久：９　技：10　魔力：31

			スキル：

			【水の魔法】（レベル：２）

			・水のコントロール

			【回復魔法】（レベル：３）

			・病気軽減　・傷回復速度上昇　・体力回復　・体力譲渡

			　

			「エレナ！　ちょっと待て！　ストップ!!　魔法を止めろ!!」

			「ど、どう……され……ました？」

			「どうしたの!?　エレナちゃん、顔が真っ青だよ！」

			「エレナ、ＨＰが減ってる！　今の魔法は【体力回(かい)復(ふく)】じゃなくて【体力譲(じよう)渡(と)】だ！　自分の体力を、相手に譲(じよう)渡(と)してしまっている！」

			「え？　そう……なん……ですか？」

			「早く、自分のＨＰを回復するんだ！」

			「は、はい……」

			　エレナは【体力回復】を使って自分のＨＰを回復させた。

			「あーびっくりした、エレナ、あの魔法は使用禁止だ！　分かったな？」

			「は、はい」

			　出鼻をくじかれてしまったが、俺たちはちゃんと準備をしてから、【瞬間移動】を使って異世界に向けて飛んだ。

		

	
		
			０３７　エールを君に

			　

			　異世界に到着してまず最初に、宿屋に行った。

			　途中で【言語一時習得の魔石】を、エレナからアヤにバトンタッチした。

			　宿屋に到着して空き状況を確認したところ、１部屋だけしか空いてないそうだ。

			「それ見ろ、１部屋しか空いてないじゃないか」

			「まあ、３人で１部屋に泊まるのも初めてじゃないんだし、別にいいでしょ？」

			「私も、１部屋でも問題ありません」

			　こいつら、もし俺が襲ったりしたらどうするつもりなんだ？

			　いや、妹を襲ったりはしないけど。

			　いやいや、エレナを襲ったりもしないけど（多分）。

			　仕方がないので、20ゴールドを支払って１部屋だけ確保すると、宿屋の人に冒険者ギルドの場所を聞いて、そこへ向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　だいぶ日も暮れてきていたが、冒険者ギルドはまだ開いていた。

			「なんだかボロっちいな」

			「そう？　いかにも冒険者ギルドって感じじゃない。早く登録をしましょ！」

			　俺たちはアヤに手を引かれて冒険者ギルドの中へ入った。

			「きゃっ！」

			「なんだ!?」

			　どうやらアヤがよそ見をしていて、誰かにぶつかってしまったようだ。

			「おい、嬢ちゃん、ぶつかっておいて挨拶もなしかよ」

			「アンタが邪魔だからいけないんでしょ！」

			「なんだと！　このアマ！」

			　あちゃー、アヤが強面の冒険者と口喧嘩を始めてしまった。

			「おい、お前！」

			「え？　俺？」

			　なんか矛先がこっちに向いた。

			「そうだよお前、こいつお前の連れなんだろう？　こんなところへ女をはべらせてやって来るとは、いい度胸してんじゃねえか。この落とし前、どう付けてくれんだ？」

			　まいったな～。

			　あまり目立ちたくないんだけど……。

			「これはこれは、どうも申し訳ありません。ここは１つ、これでご勘弁を」

			　俺は、冒険者に１００ゴールド金貨を握らせた。

			「おお、お前は話が分かる奴だな、まあ、今回はお前に免じて許してやろう」

			「どうも、ありがとうございます」

			　その冒険者は１００ゴールド金貨を懐にしまうと、去っていった。

			「もう！　兄ちゃん！　なんであんな奴にお金を渡すの！　ここはチートスキルで逆にやっつける流れでしょ！」

			「今回はどう考えてもお前が悪い、ちょっとは大人しくしてろよ」

			「もう！　兄ちゃんのバカ！」

			　その後は、受付でギルドの登録手続きを行った。

			　登録手数料は、３人それぞれ10ゴールド。

			　エレナは、下の名前のみで登録したが、とくに何も言われなかった。

			　ギルド証は商人ギルドのものと同じように、なんの変哲もない金属製のカードで、魔力を通すとか血を垂らすとかの特殊なことは一切しなかった。

			　これ、偽造とか大丈夫なのかな？

			　月並みだが冒険者にはランクがあり、登録したての俺たちはＦランクだそうだ。

			　ギルドの中に仕事が貼り出されているボードがあったので、Ｆランクの仕事の確認をしてみる。

			　

			〈採集依頼〉

			薬草採集　（常時依頼）

			内容：薬草を３束納品。

			報酬：10ゴールド

			　

			〈討伐依頼〉

			ゴブリン討伐　（常時依頼）

			内容：ゴブリンを３匹討伐。討伐した証にゴブリンの耳を納品。

			報酬：50ゴールド

			　

			〈討伐依頼〉

			大ネズミ討伐　（常時依頼）

			内容：大ネズミを５匹討伐。討伐した証に大ネズミの前歯を納品。

			報酬：50ゴールド

			　

			『常時依頼』は、わざわざ仕事を受けなくても、勝手に実行して事後報告すればいい、という仕事だそうだ。

			　大ネズミは以前に倒したことがあるんだけど、もう時間も遅いので、報告はまた今度することにして、ギルドをあとにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ギルドを出たあと、いい加減腹が減ったので、近くの食堂で夕食にすることにした。

			　俺はエールと、つまみ代わりにオークのステーキを、アヤとエレナはシチューとパンとぶどうジュースを頼んだ。

			　オークのステーキは、ただ肉を焼いただけで、あまり美味しくない。

			　インベントリから味付きの塩コショウを取り出し、オークのステーキにかけてみたら、それなりに食べられるようになった。

			　アヤとエレナもかけて欲しいと言うので、シチューに味付きの塩コショウをかけてやる。

			「よう兄ちゃん！」

			　何事かと振り向くと、立派な髭(ひげ)を蓄えた背の低いおっちゃんが立っていた。

			　ドワーフなのだろうか？

			「ずいぶん美味しそうに食べるじゃないか、さっきから料理に振りかけてるのはなんだい？」

			　まあ、人の良さそうな『おっちゃん』だし、これくらいバレてもいいか。

			「これは、料理を美味しくする魔法の粉ですよ」

			「ほうほう、それは凄そうだな」

			「ちょっと試してみますか？」

			「おぉ？　いいのかい？」

			「まあ、ちょっとだけでしたら」

			　俺はおっちゃんの食べていた肉にも、味付きの塩コショウをかけてやった。

			「おぉ！　これは美味い。これで美味い酒があればなー」

			「ん？　ここの酒は気に入らないんですか？」

			「兄ちゃんも飲んでみれば分かるさ」

			　俺はエールを一口飲んでみた。

			「うーむ、ちょっと酸っぱいな」

			「だろ～。まあ、それほどまずいってわけじゃないが、今ひとつなんだよな～」

			　いつの間にかおっちゃんは、俺たちのテーブルに割り込んできた。

			「おお、べっぴんさんが２人もいるじゃないか。兄ちゃんも隅に置けんな、ぐあっはっはっは」

			「どうもこんばんは」

			「おじちゃん、面白い人だね」

			　そういえば、インベントリに缶ビールが１本入ってたな。

			「実は美味いエールがちょっとだけあるんですけど、飲んでみます？」

			「なんじゃと!!」

			「まあ、お近づきの印に」

			　俺はインベントリから缶ビールを取り出した。

			「なんだこれは!?　金属？　もしかして、これにエールが入っているのか？」

			「ええ」

			　プルトップを引くと「プシュー」と音がして泡が溢れてくる。

			　おっちゃんの空になった木製のジョッキに、トクトクとビールを半分ほど注いだ。

			　残り半分はもちろん、俺のジョッキだ。

			「これは美味そうだ」

			　おっちゃんはジョッキを覗き込んで、目を輝かせていた。

			「「カンパイ！」」

			　おっちゃんとジョッキをぶつけ合ってから、ビールをゴキュゴキュと飲む。

			　かー！

			　やっぱりビールは旨(うま)いな。

			「美味い！　美味すぎる!!　なんだ、このエールは!!」

			「俺の故郷のエールですよ」

			「くそう！　こんなの飲んだら、他のなんて飲めないじゃないか！　もうないのか？」

			「残念ながら、さっきの１本だけですよ」

			「そんな貴重なものを……」

			　それから、俺とおっちゃんは大いに盛り上がった。アヤとエレナは、それを見て苦笑いをしていた。

			　エレナがもう眠いというので、朝まで飲むというおっちゃんと別れて、俺たちは宿屋に戻ることにした。

			「いやー、気のいいおっちゃんだったな」

			「兄ちゃん飲みすぎ、酒臭いよ」

			「優しそうなおじさまでしたね」

			「今度来る時は、いい酒を持ってきてやりたいな」

			　そんな話をしながら宿屋に戻り、宿屋の人に部屋に案内してもらう。

			　ところが、部屋には、ベッドが１つしかなかった。

			「なんでベッドが１つしかないんだ！」

			「そんなこと、今さら言われても困ります」

			　宿屋の人は、無愛想にそう言うと、そそくさと行ってしまった。

			「どうするんだこれ？」

			「私とエレナちゃんがベッドで、兄ちゃんは床？」

			「アヤが無理を言ったせいでこうなってるんだろ！　お前が責任を取って床で寝ろよ！」

			「私が床で寝ましょうか？」

			「「エレナ（ちゃん）はベッドで！」」

			　平行線のまま議論が続いたが、俺は、だんだんと酔いが回ってきてしまった。

			　くそう！　ね、眠い。

			　意識が、飛ぶ……。

		

	
		
			０３８　肉体強化の神殿

			　

			　朝が来て目が覚めると、俺は拘束されていた。身動きひとつ取れない。どうしてこうなった！

			「おはよう、兄ちゃん」

			「おはよう、アヤ。俺はどうしてこんな状態になってるんだ？」

			「兄ちゃんが勝手にベッドで寝ちゃうからでしょ」

			　そうか、俺は酔いが回ってベッドで寝てしまったのか。

			「それで、アヤさんや、早く退(ど)いてくれないか？　俺、動けないんだけど」

			「ああ、ごめんごめん」

			　アヤは、やっと俺の腕(うで)枕(まくら)から退いてくれた。しかし、まだ身動きが取れない。

			　反対側の腕が、エレナの首の下にあるためだ。

			「あ、セイジ様、おはようございます」

			「おはよう、エレナ」

			「ところで、なんで俺は２人を腕(うで)枕(まくら)してたんだ？」

			「それは、兄ちゃんがベッドの中央で大の字になって寝ちゃったからだよ。私とエレナちゃんが寝るには、兄ちゃんの腕を枕にするしかないじゃんよ」

			「そうか、それはすまなかった」

			「ところで兄ちゃん」

			「なんだ？」

			「変なところがテントになっておられますよぉ？」

			「な!?　それは仕方ないだろ！　朝なんだから！」

			「それに、いつまでエレナちゃんとベッドインしてるつもりなのかな？」

			「うわ！」

			　俺とエレナは、いそいそとベッドから降りた。

			「さーて、今日から冒険が始まるぞ！」

			「兄ちゃん、ごまかした～」

			　俺は２人に気づかれないように、ポジションを直した。

			　宿屋の受付で、今晩の部屋の空き状況を聞いたところ、ちゃんと２部屋取れるということなので、朝のうちに予約をして、２部屋分の料金を支払っておいた。

			　朝食は大通り沿いの屋台で軽く済ませ、第一の目的だった肉体強化の神殿に向かう。

			　建物は風の神殿に似た感じだが、神殿に訪れる人たちの雰囲気が全然違っていた。

			　マッチョマンばかりなのだ。

			　まあ肉体強化の神殿なのだから、そんな感じの人ばかりが集まるのはムリもないことだよな。

			　俺たちは拝観料がいくらなのかを聞きに、受付に向かったが……。

			「平民の方は、毎週開催される『闘技大会』で優勝しないと、拝観することはできません」

			「な、なんだってー!!」

			『闘技大会』ってなんだよ！

			　拝観料を払うだけじゃ入れないのかよ！

			　いろいろ聞いてみたところ、以下のことが分かった。

			　・『闘技大会』は毎週光(ひかり)曜日に開催。

			　・参加登録は土(つち)曜日のうちに行う。

			　・『男性の部』と『女性の部』に分かれている。

			　・大会はトーナメント形式で行われる。

			　・遠距離武器、遠距離魔法攻撃は禁止。

			　・武器は、大会側で用意した刃を潰した物を使用する。

			　・傷の回復を行える回復魔法師も募集している。

			　・回復魔法師として働いた人は拝観可能。

			　ちなみに、こちらの世界の曜日は、氷火水風雷土光の７日周期。

			　火水土曜日は日本と同じで、氷＝月、風＝木、雷＝金、光＝日ということらしい。

			　闇曜日は、日食の時に通常の曜日と入れ替えで発生するそうだ。

			　今日は、日本もこちらも同じく土曜日だ。

			　つまり、今日のうちに参加登録をして、明日、大会が開催されるということだ。

			「俺が男性の部、エレナが回復魔法師で参加かな。アヤは無理そうだから応援よろしくな」

			「いやよ！」

			「お前、格闘なんてできないだろ？　遠距離魔法攻撃も禁止なんだぞ？」

			「今日一日で特訓する！」

			「おまえなー、ケガしたらどうするんだ」

			「相手は全員女性なんでしょ、平気よ」

			　とりあえず特訓をして、夕方くらいにその結果を見て判断することで話はまとまった。

			　まあ、アヤを参加させるつもりはないけどな。

			　

			　神殿をあとにした俺たちは、武器と防具の店に立ち寄った。

			　しかし、店は開いていなかった。時間が早すぎたかな？

			　仕方がないので、俺たちはそのまま街の外へ向かった。

			「よう、兄ちゃん待ってたぜ」

			　街の出口近くで、見覚えのある奴に声をかけられた。

			　ん？　待ってた？　どういうことだ？

			　俺たちは複数の男たちに裏路地へと連れて行かれた。

			「何かご用ですか？」

			「昨日の１００ゴールドをもう使っちまってよ～、もう１００ゴールドもらいに来たんだ」

			「は？　もう１００ゴールドってどういうことですか？」

			「いいから、もう１００ゴールド出せって言ってんだよ。痛い目に遭いたくなかったら、さっさと出せ！」

			　どうやら、昨日１００ゴールド出したのは間違いだったようだ。

			　俺は気づかれないように、自分たち３人に【クイック】、取り囲んでいる男たち全員に【スロウ】をかけておいた。

			「冒険者さん、ひとつご相談なのですが」

			「なんだ？」

			「昨日あなたとぶつかったのは、この娘ですがー」

			「だからなんだ？」

			「この娘と１対１で戦って、負けた方が勝った方に２００ゴールド支払う、というのはどうですか？」

			「なんだと!?」

			「ちょっ、兄ちゃん！」

			「セイジ様、それはさすがにムリですよ！」

			　実はこの男、【鑑定】結果はレベル３で、見かけ倒しなのだ。

			　さらに【クイック】と【スロウ】までかけているし、もし相手の攻撃が当たりそうになったら俺がバリアで防ぐつもりだから、アヤが負ける理由はない。

			「アヤ、お前は冒険者になるんだろう？　この人に勝てないようじゃ、冒険者はムリだぞ」

			「で、でも……」

			「武器はこれを使え」

			　俺は、インベントリから例のナイフを取り出してアヤに渡した。

			「こ、このナイフは……」

			「エレナを守れるようになるんだろ？」

			「う、うん……分かった、私、頑張る！」

			「アヤさん、無茶です！」

			「エレナ、もしアヤがケガしたら治してやってくれ」

			「そ、それはもちろん治しますけど……」

			「そんなナイフで俺様とやろうっていうのか？　こんな小娘と戦って２００ゴールドとは、大儲けだな。ぐわっははは！」

			　アヤは、男に向かってナイフを構えた。

		

	
		
			０３９　アヤ竜巻

			　

			　男は、手入れの行き届いていないサビだらけの剣を抜いてアヤを睨んだ。

			　アヤは少しビビって、１歩だけ後ろに下がる。

			　男はそんな様子のアヤに、ニヤリと蔑(さげす)みの表情を浮かべる。

			　男は剣を振り上げ、脅かすように斬りこむフリをする。

			　これでアヤをビビらせるつもりだったのだろう。

			　しかし、アヤはその様子を変な顔で見ていた。

			　アヤは、ちらっと俺の顔を見る。【クイック】と【スロウ】がかかっているのに、気が付いたのだろう。

			　俺は、アヤにうなずいてみせた。

			　アヤは表情を引き締め、覚悟を決めて、男に向かって駆け出した。

			　驚いた男は、アヤに向かって剣を振り下ろす。

			　しかし、アヤの飛び込むスピードが勝(まさ)り、剣が振り下ろされた場所にもうアヤはいなかった。

			　アヤが男の脇をすり抜け後ろに回り込んだところで振り返ると、男の着ていた革製の防具の左わき腹あたりが切られていた。

			「くそう！」

			　男は自分の防具が切られたことに気が付き、悔しがる。アヤの方を振り返って睨みつけ、舐められてたまるかといった感じでドタドタと、アヤに駆け寄った。

			　しかし、アヤは男の攻撃をじっくり観察し、なんとかかわす。

			　幾度となく男はアヤを切りつけたが、アヤはその攻撃をことごとく避けた。

			　しばらくして男は呼吸が乱れてきて、たまらず１歩下がって呼吸を整えた。

			　アヤは、そのスキを見逃さず、男に向かって突撃した。

			　アヤの攻撃は、スピードが速いものの直線的だったため、男は先読みして剣を振り下ろした。

			　アヤは、進行方向に振り下ろされる剣を避けるために、無理やり進路を変更したが、ムリをしたために体勢が崩れて転びそうになった。

			　しかし、アヤが転びそうになった時、それを支えるように不自然な風が吹いた。アヤはその風を利用して弧を描くように大きく回り込んで男の後ろで構えると、さらに攻撃を加えた。

			　男はあからさまに苛(イラ)つき、剣をむちゃくちゃに振るったが、アヤにはもう当たることはなくなっていた。

			　その後は、アヤが素早い動きで男の後ろに回り込んで攻撃を仕掛け、男が剣を振り下ろす頃にはもうアヤはそこにはいない、という光景が繰り返された。

			　男はとうとう膝を突いた。

			　アヤは、男から少し離れた場所に立ち止まり、俺にニッコリ微笑んだ。

			「くそう！　ちょこまかと動きやがって」

			　男は、苛立ち紛れに地面を殴りつけた。

			「どうする？　まだ続けるか？」

			「当たり前だ！　俺がこんな小娘に負けてたまるか！」

			「だってよ、アヤどうする？」

			「兄ちゃん、魔法を解いて」

			「分かった、でも気をつけろよ？」

			「うん、分かってる」

			　俺は男にかかっていた【スロウ】と、アヤにかかっていた【クイック】を解除する。

			　アヤは、改めて真剣な顔をして構えた。男はゆっくり立ち上がり、アヤを睨みつける。

			　アヤは果(か)敢(かん)に男に向かっていったが、さっきまでとは違い、男の攻撃はアヤに何度も当たりそうになった。

			　男は気を良くして、何度も攻撃を仕掛けてくる。アヤはその度に、ギリギリのところで攻撃を避けた。

			　初めのうちは、ムリに避けようとして体勢を崩すこともあったが、徐々に動きに余裕ができてきて、男の攻撃は完全に空を切るようになった。

			　アヤは男の周りをぐるぐる回るように移動しながら攻撃を仕掛けていたが、その風が徐々に渦を巻くようになってきた。

			　男を中心に弱い竜巻ができ上がり、その竜巻が徐々に狭まり男に近づくにつれ、反比例するように風の強さが増していく。

			「うわあ、なんだこれは!?」

			　男は現れた竜巻に、恐れ戦(おのの)いた。

			「うぎゃー!!」

			　竜巻は首を絞めるように細くなって男に襲いかかる。男は竜巻の巻き起こす風に切り裂かれた。

			　竜巻が解(ほど)けるように消えたあとには、ズタズタになった男が横たわっていた。

			　アヤはちょっと離れた位置でハアハアと呼吸を整えていたが、俺に向かってピースサインをしながらニッコリ微笑んだ。

			「アヤさん、凄いです！」

			　エレナはアヤに駆け寄って抱きつきぴょんぴょん跳ねていた。

			「ほら、飴(あめ)をなめな」

			　俺は、アヤに飴(あめ)を渡して舐めさせた。

			「兄ちゃん、ありがと」

			「しかし、あれは何をやったんだ？　竜巻みたいだったけど」

			「よく分かんない」

			「分かんないって、お前！」

			「なんかね、私が風になった感じがして、気が付いたらあんなふうになってた」

			　アヤは、なんとなくの感覚で生きてるんだろうな。

			　男たちは目の前で起こったことを理解できずに、唖然とした顔で立ち尽くしていた。

			「それでは、約束通りに２００ゴールド払ってもらおうか」

			　男たちは、その言葉を聞いて顔を青ざめた。まあ、俺たちもちょっとズルしたけど、人を脅して金を巻き上げるような連中だし、まあいいよね？

			　男たちは金を出すのを渋って逃げようとしたのだが、俺の【電撃】を受けて動けなくなり、結局、全財産を差し出した。

			　ってか、全員で30ゴールドしか持ってないじゃないか！

			　足りない分は、男たちの持っていた武器を奪って代わりとした。

			　所持金は＋30ゴールド、手に入れた武器は錆(さ)びた剣×２、錆(さ)びたナイフ×１だった。

			　防具は臭そうだったので、もらうのはやめておいた。

			　なんか大赤字じゃないか。

		

	
		
			０４０　ゴブリン討伐

			　

			「アヤ、大丈夫か？」

			「うん、少し体力を消耗したけど大丈夫」

			「アヤさん、私の魔法で体力を……」

			「「それはダメ（だ）！」」

			「は、はい……」

			　アヤを【鑑定】してみた。

			　

			〈ステータス〉

			名前：丸(まる)山(やま)アヤ　職業：高校生　年齢：18　状態：（言語一時習得）

			レベル：６

			ＨＰ：１９３　ＭＰ：３７３　力：13　耐久：11　技：28　魔力：37

			スキル：

			【風の魔法】（レベル：３、レア度：★）

			・突風　・竜巻

			【雷の魔法】（レベル：３、レア度：★★★★）

			【複合魔法】（レベル：２、レア度：★★★★）

			【短剣術】（レベル：２、レア度：★）

			・すれ違い斬り　・連続攻撃　・竜巻斬り

			　

			　レベル、【風の魔法】がそれぞれ１ずつ上がり、新しい【風の魔法】を２つ覚えていて、レベル２の【短剣術】も覚えていた。

			　さっきの竜巻は【竜巻斬り】という技みたいだ。【短剣術】と【風の魔法】の複合技っぽいな。

			　ステータスは魔力とＭＰがかなり増え、技も結構増えてる。

			　しかし、なんか上がるの早くない？

			　もしかして、俺の持ってる【スキル習得度上昇】がアヤやエレナにも効いているのか？

			　俺たちは近くの食堂で少し休憩してから、改めて街の外へ向かった。

			　街の出口には門番がいて、冒険者ギルド証を見せることで通してもらえた。

			　いつも【瞬間移動】で出入りしていたので、なんだか新鮮だ。

			　本当なら、ここで【雷の魔法】の【雷(かみなり)精(せい)霊(れい)召喚】を試して見たかったのだが、アヤの特訓を優先するために後まわしにしておこう。

			　成り行きとはいえ、アヤが結構戦えると分かったのだ。

			　場合によっては闘技大会の女性の部に参加させてもいいかも。

			「ゴブリン討伐をやってみようと思うんだけど、２人ともいいかな？」

			「私は問題ありません」

			「おお、ゴブリン討伐するぜ、超～するぜ～!!」

			　なんか、アヤのテンションがおかしい。大丈夫なんだろうか？

			「とりあえず、アヤとエレナ、２人で戦ってみないか？」

			「おぉ！　いいの？　やってみる！」

			「だ、大丈夫ですか？」

			「もしもの時は俺が何とかするから」

			「は、はい、頑張ります」「おお、やったるぜー！」

			　俺は地図を見ながら『注意』マークを探した。

			　しばらくして、林の中に『注意』マークを発見し近づいてみると、ナイフを持ったゴブリンが３匹いるのを見つけた。

			「いきなり３匹はやめておこう。最初に俺が２匹倒すから、残った１匹を２人で倒してみてくれ」

			「はい」「うん、分かった」

			「セイジ様、お水をいただけませんか？」

			「ん？　ああ、そうか」

			　俺は、インベントリから小さいペットボトル入りの水をエレナに渡した。

			　そういえば、エレナは手に持ってる水でしか攻撃できないんだったな。

			　水を作り出したりできないのかな？

			　そこら辺も、考えておいた方がいいかもしれないな。

			　それは後々考えるとして、まずはゴブリンだ。

			「【落雷】！」

			　まずは、２匹のゴブリンに【落雷】を落として倒した。

			　残った１匹は、混乱しているのかこちらに気づいていない。

			「いくよ！」

			　アヤは猛スピードでゴブリンに接近し、【すれ違い斬り】を炸(さく)裂(れつ)させた。

			「エレナちゃん、ごめん、倒しちゃった」

			「いえ、おケガがなくて良かったです」

			「まさか、一撃とはな……」

			　１匹じゃ簡単すぎたか。

			　しかしこのゴブリン、オークと同じように臭い。

			　イカ臭かったオークと違って、こいつはアンモニア臭だ。

			　いったい、なんの臭いなんだ？

			　

			　俺たちはさらに林を進んで、また３匹のゴブリンを見つけた。

			「今度は３匹やってみるか？」

			「うん、やってみる。今度はエレナちゃんが先に魔法で攻撃して」

			「はい、分かりました」

			　エレナは、ペットボトルを開けて水を操作し、１匹のゴブリンにぶつけた。

			　ペシャッ！

			　３匹のゴブリンは驚いているだけで、ダメージはほとんどないようだ。

			　アヤはさっきと同じように突っ込んで、１匹を瞬殺した。

			　しかし、残った２匹のうち、１匹がエレナに気が付き、近づいてきた。

			　アヤは残りの１匹との戦いの最中で、こちらに気づいていない。

			「きゃー！」

			　エレナに襲いかかったゴブリンは、俺の【バリア】に阻まれてエレナに攻撃することはできなかった。

			　エレナの悲鳴に気がついたアヤは、戦っていたゴブリンを素早く片付け、こちらに大急ぎで戻ってくる。

			　最後の１匹もアヤがやっつけて、なんとか勝利することができた。

			「問題が山積みだな……」

			「ご、ごめん」「すいませんでした」

			「エレナは攻撃が弱すぎる」

			「す、すいません」

			「アヤは１対１で戦ってると、他に目が行ってない」

			「ごもっともです」

			「エレナは武器を持ってないから仕方ないか。エレナの強化は武器を買ってから考えるとして、『闘技大会』のために、今日はアヤの特訓だけを考えることにしよう」

			「「はい」」

			　俺たちは、アヤの特訓のために、さらにゴブリンを探した。

		

	
		
			０４１　武器と防具の店

			　

			　その日一日は、ゴブリンを探してアヤが特攻する、という作業を続けた。

			　途中でアヤがかすり傷を負うこともあったが、その度にエレナに治してもらって特訓を続けた。

			　夕方になり、街に帰ってきたが、その日は合計で18匹のゴブリンを討伐した。

			　ゴブリンの耳は俺が切り取って、ゴブリンの持っていた袋に詰め、耳以外はインベントリに入れておいた。

			　アヤはレベルがさらに２つ上がってレベル８、【短剣術】は１つ上がってレベル３になっていた。魔法なしで戦ったら俺はアヤに負けちゃうかもしれないな。

			「兄ちゃん、どうよ！　私、闘技大会に出てもいい？」

			「本当は反対したいところだけど、認めざるをえないな」

			「やったー！」

			「アヤさん、よかったです！」

			　アヤさんや、恥ずかしいから大通りをスキップで歩くのはやめませんか？

			　俺たちは肉体強化の神殿に向かい、アヤの闘技大会登録を申し出た。

			「本当に出場されるんですか？」

			「はい！」

			「ケガなどは自己責任ですが、本当にいいんですか？」

			「だいじょーぶ、任せて！」

			　神殿の受付は、やれやれと言った表情で手続きをしてくれた。

			　次に冒険者ギルドに向かう。

			　受付のお姉さんにゴブリンの耳を納品したが、少し驚かれた程度で、さほど混乱はなかった。

			　これで３００ゴールドもらえるのだから、結構ボロい商売だな。

			　まあ、毎日これだけの数を狩れるかは分からないけど。

			　どうやら仕事をこなすとギルドポイントをもらえるらしく、ゴブリン討伐１回で５ポイント×６回÷３人で、１人10ポイントずつもらった。

			　ギルドポイントが20ポイント貯まるとＦランクからＥランクに上がれるそうなので、すぐに上がれそうだな。

			　ギルドでは絡まれることはなく、続いて、朝しまっていた武器と防具の店に向かった。

			　

			「こんにちは～」

			　店に入ると、見たことのある人がいた。

			「おぉ、昨日の兄ちゃんじゃねえか」

			「あ、酒場にいたおじちゃんだ」

			「どうも、まさかあなたがここの店長だとは……」

			　なんとなく、そんな感じはしてたけどね。

			「武器を買いにきたのか？　美味いエールのお礼にサービスするぞ」

			「ありがとうございます。まずは、エレナのロッドかな」

			「ロッドか……。エレナ嬢ちゃんはどんな魔法を使うんだ？」

			「えーと、【水の魔法】と【回復魔法】です」

			「ロッドだと、うちには『水のロッド』しかないな。ロッドでなくてもいいなら、『回復の髪飾り』というのもあるぞ」

			「その２つはどんな物なんですか？」

			「どっちも、対応する魔法を使う時に魔力消費を抑えて、魔法の威力を底上げしてくれる魔道具だ。兄ちゃんならオマケして『水のロッド』は９００ゴールド、『回復の髪飾り』は１８００ゴールドでいいぞ」

			「それじゃあ、両方とも買います」

			「お、兄ちゃん気前がいいね。そっちの嬢ちゃんはいいのかい？」

			「アヤの武器は剣だったよな」

			「短剣も見てみたい」

			「アヤ嬢ちゃんは剣と短剣だな。っと、その前に今使ってる得物を見せてもらえるかい？」

			「はい、これだよ」

			　アヤは考えなしに、日本から持ってきたナイフをおっちゃんに見せてしまった。

			「なんじゃこりゃ～!!」

			　あちゃー。

			「これは、誰が作ったんだ!?　そもそもなんの金属でできてるんだ!?　いや、これ本当に金属なのか？」

			　おっちゃんはナイフをひっくり返して、舐め回すように見ている。

			「このやろう！　こんな凄い武器を見せやがって、嫌がらせか！」

			「えっ？　えぇ～!?」

			「そうだよな、嫌がらせのわけないよな！　くそう、こんな武器、一度でいいから作ってみてえ!!」

			　なんか、おっちゃんのテンションがおかしくなってしまった。

			　アヤも何が起こったか分からず混乱している。

			「うちの店に、これよりいい武器なんて置いてないぞ。アヤ嬢ちゃんはそれを使いな」

			「え、あ、はい」

			「んで！　兄ちゃんはどうするんだ？」

			「俺は、剣と、あと盾も使ってみたいな」

			「じゃあ、兄ちゃんのも見せてみろ」

			　俺は剣を取り出しておっちゃんに見せた。

			「……なんだ、普通の剣じゃねえか……」

			　おっちゃんのテンションが、だだ下がりだ。

			「す、すいません」

			　なんで俺は謝ってるんだ？

			「剣はそこら辺、盾はそこら辺のを適当に選びな」

			　俺だけぞんざいな対応だな。

			　俺は、剣と盾を見て回った。

			　盾は、左手に付けるタイプのバックラーを選んだ。

			　剣は、良さそうなものが見つからず、かなり迷ってしまった。

			　しばらく探していると、変な剣があるのを見つけた。

			　手にとって鑑定してみる。

			　

			〈鑑定〉

			【模造刀】

			ニホン刀に似せて作られた刀。

			レア度：★★★

			　

			　なんだこれ？　こんなのがあるのか。

			「なんじゃい、そんな変な物を選ぶなんて、兄ちゃんも変わってるな」

			　俺はバックラー１００ゴールドと、模造刀５００ゴールドを購入した。

			　アヤは、武器を購入しなかった代わりに、２００ゴールドで革装備一式を購入した。

			「ところで、アヤ嬢ちゃん」

			「なあに？」

			「その……物は相談なんだが……。そのナイフ……売ってもらうことはできないかな？」

			「えーと、兄ちゃんどうする？」

			「３本あるから、１本くらいなら」

			「本当か!?　じゃあ、今日買った物と交換っていうのはどうだ？」

			　えーと、合計で…３５００ゴールドか、日本円で35万円くらいかな？

			　なんかおっちゃんに悪い気がするが、おっちゃんも欲しがってるみたいだし、まあいいか。

			「分かりました、それでお願いします」

			「おぉ！　いいのか！　わるいね～　昨日はエールをおごってもらって、今日はこれか。今度また何かお礼をするから、また来てくれよな」

			「はい」

			　俺とおっちゃんは、がっしりと握手を交わした。

		

	
		
			０４２　トーナメント表

			　

			　翌朝、俺たちは肉体強化の神殿に来ていた。

			「男性の部出場のセイジです」

			「女性の部出場のアヤです」

			「回復魔法師のエレナです」

			「出場の方はこちらへ、回復魔法師の方はあちらへお願いします」

			「セイジ様、アヤさん、頑張ってください」

			「おう、またあとでなー」

			「頑張ってくるよ～ノシ」

			　もしもの時のために、飴(あめ)１袋と水のペットボトル１本を持たせて、エレナと別れた。

			　俺とアヤは、案内されて出場者控室に通され、選手番号が書かれた木の札を渡された。

			　俺もアヤも、選手番号は２番だった。

			「武器は、こちらの箱に用意してありますので好きな武器を選んでください」

			　箱の中には、いろいろな種類の武器が用意されている。

			　アヤは短剣を選んだ。

			　俺も武器を物色していて、いいものを見つけた。

			　模造刀。昨日俺が購入したのと同じものだ。

			　もちろん、刃は潰されている。

			　せっかくなので、俺はこの模造刀を選ぶぜ！

			　まあ、練習にもなるし。

			　

			　しばらくして出場者が揃った時には、俺らも入れて女性６人、男性24人になっていた。

			　女性は、ずいぶん少ないな。

			　全員揃ったところで、出場者控室の壁にトーナメント表が貼り出された。

			　アヤは優勝まで３戦、俺は３戦してもＡブロック突破になるだけで、その後に準決勝、決勝と戦う必要があった。

			　俺は、自分とアヤの対戦相手を【鑑定】してみた。

			　アヤの初戦の相手は、ルカという名前の胸の大きな女性だ。武器は大きな斧。

			　２戦目の相手は、リルラという名前の女性だ。武器は細剣で、左手には金属製の盾を持ち、全身銀色の鎧(よろい)を着ている。あんなガッチガチの防具もありなのか？

			　決勝の相手は、おそらくハルバという名前の女性だろう。

			　その女性は、【鑑定】結果で、種族が【竜人族】と出ていた。

			　レベル18で、ステータスもアヤより全然強い。

			　アヤとぶつかるのは決勝だが、アヤの優勝は絶望的だな。

			　そして、その隣にいる男も強そうだ。

			　ハルバと同じ【竜人族】で、おそらく兄妹なのだろう。

			　レベルは20、ステータスは俺より強い。

			　その人はＤブロックなので、決勝まで行かないと俺と当たらないのが救いだ。

			　俺の初戦の相手はリッシュという名前の青年で、拳にナックルを装備している。

			　２戦目の相手はジドガという名前の、上半身裸の巨人だ。巨大なハンマーを持っている。

			　身長は２・５ｍくらいあるだろうか。ああいう種族もいるのか。

			　Ａブロックの決勝で当たりそうな相手は、マカラという名前の男だ。左右２本の斧を持って、動物の毛皮を着込んでいる。

			　Ｂブロックは誰が勝つか、微妙なところ。

			　Ｃブロックは、おそらくロンドという名前の全身金色の鎧(よろい)を着た男だろう。武器は巨大な剣を持っている。

			　しかし、えらく悪趣味な鎧(よろい)だな～。

			　Ｄブロックは、当然あの【竜人族】の男だろう。

			　名前はガドルで、女性の【竜人族】と同じ槍を持っている。

			「アヤ、今回は優勝はムリっぽいぞ」

			「え!?」

			「ほら、あの人たち」

			「あの人たち、強いの？」

			「ああ、お前じゃとてもかなわない」

			「うそ～！　特訓したのに！」

			「まあ、今週がダメでも来週また来たらいいさ」

			「兄ちゃんも勝てなさそうなの？」

			「うーむ、やってみないと分からないな」

			「そうなのか～」

			　出場者控室の窓から外を見ると、目の前が中庭になっていた。

			　この出場者控室のある建物はドーナツ状になっていて、その中庭に闘技場があるようだ。

			　中庭の反対側には救護班用の部屋があって、その窓からエレナが見える。

			　エレナがこっちに気が付いたので手を振ったら、エレナも手を振り返してくれた。

			　ドーナツ状の建物の２階部分が階段状の観客席になっていて、見物客で満員になっていた。

			　おそらく、この大会の勝敗を賭けているのだろう。

			　俺たちのオッズを知りたいところだ。

			　

			　しばらくして、係員から説明があった。

			「これから試合を行う順番を説明します。まず、男性の部の第１回戦、第２回戦を行い、続いて女性の部の第１回戦、そのあとは男性の部、女性の部を交互に進めていきます。よろしいでしょうか？　それでは、もうすぐ大会が始まりますので、よろしくお願いします」

			　係員からの説明が終わって、審判と解説者が定位置に就いた。とうとう、大会が始まるみたいだ。

			「それでは、男性の部、第１回戦、第１試合を行います。男性の部、選手番号２番、３番の方、闘技場へ上がってください」

			「よっしゃ、行ってくるぜ！」

			「兄ちゃん頑張って！」

			　俺は気合を入れなおして闘技場へ向かった。

		

	
		
			０４３　セイジvsリッシュ

			　

			　俺は、あらためて最初の対戦相手リッシュを【鑑定】してみた。

			　

			〈ステータス〉

			名前：リッシュ　職業：格闘家見習い　年齢：15

			レベル：10

			ＨＰ：２１０　ＭＰ：44　力：30　耐久：15　技：28　魔力：10

			スキル：

			【体術】（レベル：２、レア度：★★）

			・足払い　・カウンター

			　

			　職業が『格闘家見習い』ってことは、どこかの道場とかで修業をしている最中なのだろうか？

			　年齢はエレナと同じか。

			　力は俺より１多いが、それ以外のステータスは軒並み低い。【体術】は俺と同じレベルだ。

			　レベル的には大差はないが、かなり余裕だろう。

			　平らな石が敷き詰められた試合会場に登ると、リッシュは礼儀正しくお辞儀をしてきた。

			　学生時代に剣道や柔道の授業を受けた時のことを思い出して、俺も思わずお辞儀を返した。

			「よろしくお願いします」

			「よろしくな」

			　リッシュは、少し緊張しているみたいだ。

			「これより、肉体強化の神殿・光曜闘技大会を開催いたします。この時間をもちまして、投票券の販売を終了とさせていただきます、ご了承ください。それでは、第１試合、男子の部、第１回戦、セイジ対リッシュの試合を執り行います」

			「わー！」「いいぞ！」「殺し合えー！」

			　なんか変なヤジが聞こえたが、やっと始まるみたいだ。

			「選手番号２番、セイジ！　武器は珍しい刀です」

			　名前を呼ばれたので、拳を上げて観客にアピールしたが、あまり反応はなかった。

			　こういうノリじゃないのかな？

			　刀はやっぱり珍しいのか？

			　昨日買ったバックラーは、刀と相性が悪いので使っていない。買って失敗したかな？

			「選手番号３番、リッシュ！　武器はナックルです」

			　リッシュは名前を呼ばれると、手を合わせて四方にお辞儀をしていた。

			「それでは、始め！」

			　うを、いきなり始まるのか！

			　俺は急いで模造刀を構えて、自分に【クイック】の魔法を掛けた。

			　とりあえず、【スロウ】は封印するつもりでいる。

			　ルール違反ではないが、大会の特性上、動きを鈍らせるのは、大会の盛り上がりに水を差す可能性があるからな。

			　まあ、いよいよ危ない時には使わざるを得ないかもしれないけど。

			　リッシュは構えをしたまま、すり足で近づいてきた。

			　俺も、剣道の要領で構えながら擦り寄る。

			　ある程度近づいたところで、リッシュがいきなり踏み込んできた。

			　リッシュが左拳で顔面を狙ってきたところを、俺は中段に構えた刀で、小手の要領で内側に弾いていなす。

			　拳をいなされてリッシュの体勢が崩れたところで面を打ち込もうとしたが、リッシュはさっと後退したので俺の面は空を切った。

			　いやあ、小手、面と上手く繋いだのに当たらないとは、こいつも結構やるな。

			　しかし、最初の小手は決まっているので、リッシュは左手を痛めているようだ。

			　真剣だったら、小手の時点で勝敗が決まっていたところだな。

			　リッシュは俺を手強いと感じているのか、攻撃しあぐねているようだった。

			　今度は、俺から攻撃を仕掛けるか。

			　俺は、一気に踏み込んで面を狙う。

			　リッシュは右斜め前に避けて、右フックをカウンター気味に狙ってきた。

			　しかし、リーチの差があるため、リッシュの右フックが届くまでに一瞬の間ができた。俺は刀を戻す時間を得て、刀の根本でリッシュの拳を受けることができた。

			　刀とナックルが衝突し、「ガキンッ！」と大きな音を立てて、リッシュのナックルが真っ二つに割れてしまった。

			「参りました！」

			　リッシュは３歩下がってお辞儀をして、負けを宣言した。

			「セイジ対リッシュの試合、選手番号２番、セイジの勝ち―――!!」

			「「わー!!」」

			　審判が俺の勝ちを宣言すると、観客から歓喜の声と悲鳴が上がった。

			『【刀術】を取得しました。【刀術】がレベル２になりました』

			　やった、レベル２【刀術】ゲット！

			　

			〈ステータス〉

			名前：丸(まる)山(やま)誠(せい)司(じ)　職業：ＳＥ　年齢：30

			レベル：13

			ＨＰ：３５３　ＭＰ：３３５０　力：32　耐久：32　技：１３２　魔力：３３５

			スキル：

			【時空魔法】（レベル：ＭＡＸ）

			【情報魔法】（レベル：ＭＡＸ）

			【雷の魔法】（レベル：ＭＡＸ）

			【体術】（レベル：２）

			【剣術】（レベル：２）

			【刀術】（レベル：２、レア度：★★★）

			・二段攻撃　・鍔(つば)迫(ぜ)り合(あ)い　・武器破壊

			　

			「ありがとうございました、完敗です」

			「おう、お前もなかなかだったぞ」

			　俺たちは握手を交わした。

			　しかし、リッシュの野郎は愚かにも救護班のエレナに、左手を【回復魔法】で癒してもらって鼻の下を伸ばしていた。

			　……殺しておけばよかった。

		

	
		
			０４４　セイジvsジドガ

			　

			　試合はＢ、Ｃ、Ｄブロックと進んだが、俺が注目している選手は全員シードなので、そいつらの試合を見ることはできなかった。

			　そろそろ第２回戦が始まるので、次の対戦相手のジドガも、改めて【鑑定】した。

			　

			〈ステータス〉

			名前：ジドガ　種族：巨人族　職業：戦士　年齢：35

			レベル：13

			ＨＰ：３４２　ＭＰ：11　力：40　耐久：30　技：19　魔力：２

			スキル：

			【槌術】（レベル：２、レア度：★★）

			・横殴り　・杭打ち

			　

			　ＨＰと力、耐久がかなり高い。これは、『巨人族』という種族の影響なのだろうか？

			　まあ、力以外は俺の方が高いけどね。

			　当たらなければどうってことはないが、ラッキーパンチをもらわないようには気を付けておく必要はありそうだ。

			「次、第２回戦の試合をＡブロックから行います。男性の部、選手番号１番と２番の方、闘技場へ上がってください」

			「やっと俺の出番か、また行ってくるぜ！」

			「大丈夫だろうけど、兄ちゃん頑張ってね！」

			「おう！」

			　試合会場に上がると、ジドガがすでに待ち構えていた。

			「おいおい、俺様の対戦相手はまだ来ないのか？　お？　もう来てたのか、小さくて気づかなかったぜ。ぐぁっははは～」

			　この茶番は何？　そりゃあ、お前から見たらみんな小さく見えるだろうよ。

			「それでは、男子の部Ａブロック、第３試合、ジドガ対セイジの試合を執り行います」

			「選手番号１番、シード選手で巨人族のジドガ！　武器は巨大なハンマーです。選手番号２番、１回戦を勝ち抜いたセイジ！」

			　大会がだいぶ進んできて、選手の紹介が雑になってきてるな。

			「それでは、始め！」

			　開始早々、ジドガは巨大ハンマーを大きく振りかぶって俺に向けて振り下ろした。

			　ズドーン！

			　巨大ハンマーが石の床を強打し、大きな音が闘技場全体に響いた。

			「きゃー」

			　観客席のご婦人が、悲鳴を上げた。

			　まあ、当たってないけどね。

			　巨大ハンマーの陰から俺が姿を現すと、「「おぉ～！」」と、観客席から安(あん)堵(ど)の声が上がった。

			　しかし、この床、あれだけの衝撃にもびくともしていない。衝撃を吸収する魔法でも、かかっているのかな？

			　ジドガは、俺に攻撃が当たっていなかったのを確認すると、性(しよう)懲(こ)りもなく攻撃しようと、また大きく振りかぶった。

			　ゴンッ！

			　俺はアヤの【すれ違い斬り】を真似して【抜き胴】を繰り出したのだが、ジドガの胴は硬く、刃が潰された刀ではダメージを与えることができなかった。

			「お前、今何かしたか？　なんか、くすぐったかったぞ？　ぐわっははは」

			　なんか、オークと戦った時のような流れだな。

			【雷の魔法】を使えば一発なんだろうけど、ここは刀だけでなんとかしたい。

			　ジドガは、俺の攻撃でほとんどダメージを受けないのをいいことに、防御をあまりせずにメチャクチャに攻撃をしてきた。

			　と言っても、上からの【杭打ち】、左右からの【横殴り】と３方向、２種類の攻撃しかないので、避けるのは容易い。

			　俺は、攻撃を避けるついでに毎回、小手攻撃をチクチクと繰り返し当てていった。

			「くそう、こそこそと鬱(うつ)陶(とう)しい、これでも喰らえ！」

			　ジドガは腹に据えかねて、いつもよりさらに大きく振りかぶり、力いっぱい攻撃してきた。

			　いつもより溜めが多くスキだらけだったので、俺は巨大ハンマーの間合いに入り込んだ。ハンマーを振り下ろしたジドガの手の小指部分を目掛けて、刀を思いっ切り横殴りに叩きつける。

			　振り下ろす途中に小指を攻撃されたジドガは、巨大ハンマーを握っていた手の握力が瞬間的に弱まったのか、すっぽ抜けてハンマーを場外へ投げ飛ばした。

			　ガコーン！

			　巨大ハンマーは闘技場の壁に激突し、穴が開いた。

			　近くにいた観客たちは、ビックリして腰を抜かしていた。

			「おいおい、大事な武器はちゃんと持っとかないとダメだろ？」

			「くそう!!」

			　ジドガは、武器を失いヤケクソになったのか、右足を大きく上げて俺を踏みつけようとした。

			　その足に向かって、俺は刀を横から払う。

			　俺の刀は、ジドガの振り上げた足の小指に当たった。

			「痛てー!!」

			　さすがの巨人族も、足の小指は痛いらしい。右足を床に下ろすことができず、残った左足１本でぴょんぴょん飛び跳ねている。

			　俺は素早く間合いを詰め、一本足になっている左足に思いっきり足払いをした。

			　いくら巨人族とはいえ、一本足で空中にいるところを払われたら、体勢も崩れてしまう。

			　ドデーン！

			　ついにジドガは、尻もちを突いた。

			　俺はジドガの胴体によじ登り、頭目掛けて面を食らわせた。

			　スパーン！

			　面あり、一本！

			　ジドガは、脳(のう)震(しん)盪(とう)を起こしたのか、意識を失った。

			「ジドガ対セイジの試合、選手番号２番、セイジの勝ち―――!!」

			「「わ―――！」」

			　大きな巨人族が倒れたのを見た観客は、今日一番の歓声を上げた。

			『レベルが14に上がりました。【刀術】がレベル３になりました』

			　おお、順調にレベルが上がってるな、大会に出場して大正解だったかも。

			　

			〈ステータス〉

			名前：丸(まる)山(やま)誠(せい)司(じ)　職業：ＳＥ　年齢：30

			レベル：14

			ＨＰ：３７３　ＭＰ：３３７７　力：38　耐久：38　技：１３８　魔力：３３８

			スキル：

			【時空魔法】（レベル：ＭＡＸ）

			【情報魔法】（レベル：ＭＡＸ）

			【雷の魔法】（レベル：ＭＡＸ）

			【体術】（レベル：２）

			【剣術】（レベル：２）

			【刀術】（レベル：３、レア度：★★★）

			・抜き胴　・二段攻撃　・鍔迫り合い　・武器破壊

			　

			　ＨＰ、力、技が結構上がったな。【刀術】レベルが上がったおかげかな？

		

	
		
			０４５　アヤvsルカ

			　

			　第２回戦の試合もＢ、Ｃ、Ｄブロックと進み、俺が注目している選手は全員勝ち抜いていた。

			　Ｃブロックのロンドは黄金の鎧(よろい)で多少の攻撃は防ぎ、大きな剣の一撃で相手をふっ飛ばしていた。

			　Ｄブロックのガドルは、相手の攻撃をジャンプで躱(かわ)して、頭上からの攻撃で相手を葬っていた。

			　男性の部はここでいったん終了し、次は女性の部の第１回戦が行われる。

			　やっとアヤの出番だ。

			　とりあえず、アヤの対戦相手のルカを、改めて【鑑定】してみた。

			　

			〈ステータス〉

			名前：ルカ　職業：冒険者　年齢：24

			レベル：10

			ＨＰ：２３０　ＭＰ：30　力：23　耐久：20　技：18　魔力：５

			スキル：

			【斧術】（レベル：２、レア度：★）

			・盾破壊　・木材破壊　・石材破壊

			　

			　アヤが負けているのは、力と耐久と体格（胸の大きさ）くらいだ。

			　痛い痛い、なぜアヤは俺を攻撃しているんだ？　もしかして俺の心が読めるのか？

			　体格差（胸）を見比べていたのが、バレただけでした。ごめんなさい。

			「次、女性の部、第１回戦の試合を行います。選手番号２番と３番の方、闘技場へ上がってください」

			「よし、行って来い！」

			「うん、頑張る！」

			　アヤとルカが闘技場に上がると、観客から歓声が上がった。

			　なんか男性の部と歓声の種類が、若干違うような気がする。ヒューヒューと囃(はや)し立てる奴までいるし。

			　アヤはのんきに、観客の声援に手を上げて答えている。

			「それでは、女性の部、第１試合、アヤ対ルカの試合を執り行います」

			「選手番号２番、アヤ！　武器は短剣です」

			　アヤは自分の短剣を掲げてアピールしている。ノリがいいな。

			「続いて選手番号３番、Ｃランク冒険者のルカ！　武器は大斧です」

			　う～む、武器の大きさに差がありすぎる。そして体格差（胸の大きさ）が武器の大きさに比例して……。

			　なぜかアヤがこっちを睨みつけている、本当に心を読んだりしてるんじゃないのか？

			「それでは、始め！」

			　試合開始の合図と同時にルカは猛然とダッシュし、アヤ目掛けて大斧が振り下ろされる。

			　しかし、そこにはアヤはいなかった。

			　ルカの後方で、風をまとったアヤが、ぴょんぴょんとステップを踏んでいた。

			「おっとアヤ選手、ルカ選手の先制攻撃を風のような速さで避けて、後ろに回り込んだ！　どうやら、何かの自己強化魔法を使用している様子です！」

			　なんか、この試合から解説者が仕事を始めるようだ。

			　ルカは初撃を避けられたことで慎重になり、突撃するのをやめて、少しずつ間合いを詰めてくる。

			　アヤはルカとの間合いを保つために横方向に移動し、２人は闘技場を大きく円を描くように回り始めた。

			　業を煮やしたルカは、一気に間合いを詰めて、アヤが移動しようとしていた先に攻撃を仕掛ける。

			　ルカの攻撃を予想していたかのように、アヤは移動速度を急激に上げ、急カーブを描いて　ルカの後ろに回り込み、背中を切りつけた。

			　ルカは無防備な背中を攻撃され混乱したが、刃が潰された武器なので大したダメージではないようだった。

			　しかし、アヤの攻撃はそれで終わらず、ルカの周りを不規則に回りながら攻撃を加え続ける。ルカは全身に細かい傷を負って、膝をついた。

			「ま、参った！」

			　ついに、負けを認めた。

			「アヤ対ルカの試合、選手番号２番、アヤの勝ち―――!!」

			「「わ―――！」」

			　一見弱そうなアヤが、体格差（胸の大きさ）をひっくり返して勝ったことで観客席は大騒ぎになっていた。おそらく、賭けが外れてしまった人もたくさんいるのだろう。

			　エレナは救護班の部屋から飛び出してアヤに駆け寄り、ケガがないか調べている。

			　エレナも心配していたのだろう。あれ？　俺の時は？

			　アヤにケガがないと分かると、エレナはルカに駆け寄り、魔法をかけた。

			　ルカの傷は瞬く間に治る。エレナの回復魔法の威力にビックリしたルカは、両手で大きく握手をしてエレナに感謝の気持ちを示していた。

			　この大会はエレナにもいい経験になっているみたいだな。

		

	
		
			０４６　セイジvsマカラ

			　

			　女性の部はもう１試合あっただけで、またすぐ男性の部が再開される。

			　次のマカラとの一戦で、Ａブロック突破が決定する。

			　マカラをもう一度【鑑定】してみた。

			　

			〈ステータス〉

			名前：マカラ　職業：曲芸師　年齢：28

			レベル：15

			ＨＰ：２５０　ＭＰ：２００　力：34　耐久：27　技：38　魔力：19

			スキル：

			【風の魔法】（レベル：１、レア度：★）

			・風コントロール

			【斧術】（レベル：３、レア度：★）

			・二段攻撃　・盾破壊　・手斧投げ　・手斧二刀流　・７倍攻撃

			　

			　曲芸師ということで、何かの曲芸をやって生計を立てているのだろう。【斧術】のレベルが３なので、斧を使った曲芸かな？

			【斧術】の技を、やけにいっぱい持ってるな。

			【手斧投げ】という技を持っているが、大会のルール上、この技は使えないはずなので無視していいだろう。

			【７倍攻撃】という技は異常に気になる。どういう攻撃か分からないので、十分注意しておこう。

			　あと、レベル１ながら【風の魔法】を持っている。戦闘にどう使ってくるのだろうか？

			「次、男性の部、Ａブロックの決勝戦を行います。選手番号２番と６番の方、闘技場へ上がってください」

			　出番のようだ。

			　俺は気を引き締めなおして、闘技場へ上がった。

			「それでは、男性の部、Ａブロック決勝戦、セイジ対マカラの試合を執り行います」

			　ブロックの決勝だけあって、観客もかなり盛り上がっている。

			「それでは、始め！」

			　俺は試合開始の合図と同時に、先制攻撃を仕掛けてみた。

			　走り込みながらマカラの胴を攻撃しようとしたが、高いジャンプで躱(かわ)されてしまった。

			　マカラは体を回転させて俺を飛び越え、空中で俺の後頭部を狙って攻撃してくる。

			　俺は素早く振り返り、刀でなんとか受け止めた。

			　その後も、マカラの左右から繰り出される攻撃を、刀で受け止めるのが精一杯で、俺は徐々に押されていた。

			「おっと両選手、開始早々、もの凄い攻防戦だ！」

			【クイック】を掛けていてこれだと、かなりキツイかも。

			　スキを見つけては攻撃をしてみるのだが、ジャンプで避けられてしまう。しかし、この人、飛び跳ねすぎだろ。

			　ジャンプで躱せないように、上段からの面攻撃も試してみたが、両手の斧を頭上でクロスして受け止められてしまう。

			　さすが、武器レベル３だけのことはあるな。

			　しばらく攻防を続けていると、だんだん相手の攻撃に慣れてきて、ちょっとだけ余裕ができてきた。

			　俺は、ふたたび上段からの面攻撃を仕掛けた。

			　マカラも、俺の攻撃に慣れてきたらしく、武器をクロスして受け止める構えだ。

			　しかし、面はフェイントだ。俺は刀を急停止させ、そこから一段階姿勢を落とす。刀をくるりと翻(ひるがえ)し、ガラ空きになった胴を抜き気味に斬った。

			　スパーン！

			　俺の刀は、マカラの脇腹を気持ちいい音を立てて強打した。

			　マカラは、たまらずうずくまり、「参った」を宣言した。

			「セイジ対マカラの試合、選手番号２番、セイジの勝ち―――!!　見応えのある素晴らしい試合でしたが、見事なフェイント攻撃でマカラ選手を下しＡブロック突破したのは、セイジ選手だー！」

			「「わ―――！」」

			　スピード感のある試合だったことと、ブロック突破１人目ということで、観客の歓声も一際大きかった。

			『レベルが15に上がりました』

			　お、レベルも順調に上がってるな。

			　しかし、フェイントが上手く決まってよかった。

			　そう言えば、結局マカラは【７倍攻撃】を使ってこなかったけど、あれはいったいどんな技だったんだろう？

			　使うのに条件が必要な技だったのかな？　まあ、いいか。

			　その後、試合が進み、Ｂブロックはニクスというナイフの男、Ｃブロックは、黄金の鎧(よろい)のロンド、Ｄブロックは、予想通り、竜人族のガドルが勝ち進んだ。

		

	
		
			０４７　アヤvsリルラ

			　

			　竜人族のガドルの攻撃は、かなりやばいことが分かった。

			　Ｄブロックの決勝戦でガドルが放った攻撃により、闘技場の床が破壊されてしまったのだ。

			　巨人族のハンマーでも壊れなかった闘技場の床を壊す攻撃とは、侮(あなど)り難(がた)し。

			　現在は床の修復のために、一時的に大会の進行が中断している。まあ、昼時なのでちょうど良かったのかもしれないけど。

			　俺は、この時間を利用して、ちょっと離れた位置にいたアヤの次の対戦相手のリルラを【鑑定】してみた。

			　

			〈ステータス〉

			名前：リルラ・ライルゲバルト　職業：貴族令嬢　年齢：17

			レベル：12

			ＨＰ：２７０　ＭＰ：１８０　力：19　耐久：22　技：18　魔力：19

			スキル：

			【光の魔法】（レベル：１、レア度：★★★）

			・ライト

			【剣術】（レベル：２、レア度：★）

			・斬り下ろし　・足払い

			【盾術】（レベル：２、レア度：★★）

			・受け止め　・盾回避

			　

			【光の魔法】を持っている人を初めて見た。

			　ステータス的にはアヤと大して代わり映えしないが、装備品がいいのが厄(やつ)介(かい)だ。

			　しかし、この変なセカンドネーム、どこかで見たような……。

			「お前、私のことを見ていたな。平民が貴族をジロジロ見るのは、マナー違反だぞ！」

			　考え事をしていると、いきなりリルラに話しかけられた。

			　しかし、そんなマナーがあるのかよ！
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			「失礼、妹の対戦相手なので、どんな奴かと思ってな」

			「なるほど、私の対戦相手の親族か」

			「ところで、なぜ貴族令嬢が平民の大会に出場しているんだ？」

			「口の利き方がなっていないが、平民だから仕方ないか。質問に答えてやると、この大会は、別に貴族の出場が禁止されているわけじゃない」

			「しかし、こんな大会に出なくても、貴族はもともとマナ結晶を拝観できるんだろ？」

			「私の目的はマナ結晶の拝観ではなく、この大会で優勝することだ」

			「なるほど、嫌がらせのために出てるのか」

			「なんだと？　それはどういうことだ」

			「だってそうだろ？　アンタが優勝すれば、その分平民が１人、マナ結晶に拝観できなくなるんだから」

			「平民の事情より貴族の事情の方が、優先される。そんなことも分からんのか？　これだから平民は……」

			「そうですか」

			　こいつはダメだな。

			　俺はその場を離れ、アヤのところへ戻ってきた。

			「兄ちゃん、あの人と何話してたの？」

			「話してたというより、絡まれてたっていう方が近いかも。平民のくせに生意気だってさ」

			「へー、あの人そういう人なんだ」

			「次、女性の部、第２回戦の試合を行います。選手番号１番と２番の方、闘技場へ上がってください」

			「あ、私だ、行ってくるね」

			「ああ、頑張れよ！」

			　アヤは俺に向かってＶサインをしてから闘技場へ向かった。

			「それでは、女性の部、第３試合、選手番号１番リルラ対、選手番号２番アヤの試合を執り行います」

			「それでは、始め！」

			　アヤとリルラは構えを取って睨み合った。

			「さあ、注目の対戦、『鉄壁のリルラ』と『疾(しつ)風(ぷう)のアヤ』の対戦が、始まりました」

			　なんか、二つ名が付けられてる!?

			　リルラはいつまでたっても自ら動こうとはしなかったので、アヤはジリジリと間合いを詰めていった。

			　シュッ！

			　リルラの細剣の突きが、アヤを襲った。

			　アヤは、急な攻撃で不意を突かれ、避けきれずに肩に攻撃が掠(かす)ってしまった。

			　アヤは、さっと距離を取ったが、革の防具の肩口が裂け、少し血が見えている。

			　なんだと！

			　あの武器、刃が潰されていない!?

			　アヤも、自分がケガをしたことに驚いている様子だ。

			「おっと、リルラ選手の攻撃が当たり、アヤ選手負傷！　これはアヤ選手ピンチだ！」

			　そんな悠(ゆう)長(ちよう)に解説している場合かよ！　刃の潰されていない武器を使うのは反則だろ！

			　俺は大会の係員を探してリルラの反則を訴えた。

			「おい、ちょっといいか！　あのリルラ選手の武器は、刃が潰されていないんじゃないのか？」

			「はい、そうですが、それがどうしました？」

			「はぁ!?　『はい、そうですが』じゃないだろ！　刃が潰されていない武器の使用は、反則だろ!!」

			「いいえ、貴族が平民と戦う場合に限って、通常の武器を使用することができるルールになっていますので、反則には当たりません」

			「な、なんだって？　なんでそんなルールがあるんだよ！」

			「もともと、刃の潰された武器を使用するのは、平民が誤って貴族に傷を負わしてしまうことを避けるための処置ですので、貴族がそれに従う必要はないんです」

			「ああ、そうかい、よく分かったよ」

			　よーく分かったよ、クソが!!

			　アヤは周りの様子から事態を理解したらしく、より一層気を引き締めてリルラを睨みつけた。

			　アヤはリルラの間合いに入らないように注意しつつ、リルラの後ろに回り込む。

			　リルラはあまり動こうとせず、首だけを動かしてアヤを追いかけている。もしかして、あまり動けないのか？

			　アヤが接近しようとした時だけ、リルラは素早く体をアヤに向けて応戦の構えを見せる。

			　アヤは、さらに回り込む速度を上げていく。

			　ついにリルラが反応速度に追いつけなくなったところで、アヤはリルラの死角から飛び込みナイフで斬りつけた。

			　キンッ！

			　アヤのナイフは当たりはしたものの、リルラの鎧(よろい)に阻まれまったくダメージを与えられない。

			　そこへリルラの細剣が襲いかかる。

			　アヤはギリギリで細剣の下を掻(か)い潜(くぐ)り、転げるようにして間合いを広げた。

			　くそう、危なっかしくて見てられない。

			　しかし、アヤは性(しよう)懲(こ)りもなくリルラに向かっていく。

			　そして、同じように細剣の攻撃をギリギリで避けては、また向かっていく。

			　何やってるんだ！　危ない！　もうちょっと考えて戦えよ！

			　しかし、しばらく同じような攻撃を繰り返すうちに、アヤの避け方がだんだん上手くなっていった。どうやら【風の魔法】を使って、タイミングよく軌道修正しているようだ。

			　そして、何度目かの突撃時に、それは起こった。

			　リルラの細剣がアヤの顔面を狙って攻撃を繰り出したのだが、アヤは避けようとせずに、そのまま突っ込んでいった。

			　危ない！

			　リルラの細剣がアヤの顔面を貫くかと思われたその時、アヤはナイフを下から上に斬り上げ、細剣を弾いて攻撃を逸(そ)らした。

			　リルラは攻撃を払われて、腕が伸びきってしまっている。

			「ぎゃー!!」

			　それはリルラの悲鳴だった。

			　よく見ると、リルラの鎧(よろい)の脇の下にナイフが突き刺さっていた。

			　どうやら、脇の下の部分に鎧(よろい)の隙間があったらしい。

			　リルラは闘技場の上で、みっともなくのた打ち回っている。

			「痛い!!　救護班、何をしてる！　早く私を助けろ!!」

			　リルラのみっともない悲痛な叫びが、会場に響いた。

			「せ、選手番号２番、アヤの勝ち―――!!」

			　審判の声を聞いた救護班は、大急ぎでリルラをタンカのようなものに乗せて、救護班室へと運び去っていった。

			「まさかの大波乱！　『鉄壁のリルラ』選手がまさかの準決勝敗退、決勝に勝ち進んだのはー、『疾(しつ)風(ぷう)のアヤ』だー!!」

			「「わ――――！！！」」

			　会場が大歓声に包まれた！

			　ヒヤヒヤさせやがって！

			　俺の【警戒】魔法が『注意』程度にしか反応してなかったから、無理やり割って入るのを我慢したが、まったくもって生きた心地がしなかったぜ。

			　アヤは闘技場の上でエレナに肩口のキズを治してもらいながら、観客の大歓声に笑顔で答えていた。

		

	
		
			０４８　セイジvsニクス

			　

			　アヤが決勝に進出した次の試合では、おそらくアヤに勝って優勝するであろう、竜人族の女性、ハルバの試合が行われていた。

			　ハルバによる圧倒的な展開の試合が進み、ほぼ決着がついたという時、それは起こった。

			　相手が闇雲に放った攻撃をハルバが避けようとしたのだが、なぜかハルバはバランスを崩し、そのせいで１発だけだが攻撃を受け、当たりどころが悪かったらしく傷を負ってしまったのだ。

			　よく見ると、ちょっと前に同じ竜人族の男性ガドルが床に開けた穴が、なぜかちゃんと修復できていなくて、その穴に足を取られたみたいだ。

			　同じ竜人族の行いのせいで足を取られてケガをしてしまうとは、なんとも、運命のめぐり合わせだな。

			「おーっと、圧倒的な強さを見せるハルバが、傷を負ってしまった。ハルバ選手、油断したのか……。あれ？　ハルバ選手の血の色が……」

			　解説者がハルバの血の色に驚いているようだった。

			　ハルバの血の色は赤ではなく青だったのだ。

			　俺としては、竜人族の血は青いのか～と思った程度なのだが……。

			　周りの観客がざわめいているところを見ると、青い血はここでも珍しいのかな？

			　その後のハルバは、ちょっとした傷程度など物ともせず勝利し、決勝にコマを進めた。

			　試合が終了し、エレナがハルバの傷を治そうと近づいたのだが、ハルバはなぜか傷の治療を拒否して、控室の奥へと引っ込んでしまった。

			　せっかくのエレナの癒やしを断るとは、言語道断だな。

			　ハルバのことは少し気になるが、この後すぐに俺の出番なので、改めて対戦相手のニクスを【鑑定】した。

			　

			〈ステータス〉

			名前：ニクス　職業：盗賊　年齢：29

			レベル：18

			ＨＰ：２８０　ＭＰ：１２０　力：28　耐久：20　技：42　魔力：15

			スキル：

			【短剣術】（レベル：３、レア度：★）

			・連続攻撃　・フェイント

			【盗賊術】（レベル：３、レア度：★★★）

			・カギ開け　・罠見破り　・スリ

			　

			　職業が『盗賊』って、まるっきり犯罪者じゃないか！

			【盗賊術】なんてスキルも持ってるし！

			　犯罪者が堂々とこんな大会に出ても平気なのかな？

			　ステータス的には、前回のマカラよりさらに技が高い。技の高さは厄(やつ)介(かい)なので、気を付けておく必要があるだろうな。

			「次、男性の部、準決勝第１試合を行います。Ａブロックセイジ選手、Ｂブロックニクス選手、闘技場へ上がってください」

			　俺は、気を引き締めなおして闘技場へ上がった。

			「これより、男性の部、準決勝第１試合、セイジ対ニクスの試合を執り行います」

			　観客は息を呑んで静まり返っている。

			「それでは、始め！」

			　ニクスは、いきなり猛スピードで突っ込んできた。

			　ニクスのナイフが右から襲ってくる。俺はそれを受け止めようと刀を……。

			　っ!!

			　いきなり【警戒】魔法が後ろからの『危険』を感じ取った！

			　俺はとっさに振り返るように、体を回転させながら横っ飛びした。

			　最初のナイフ攻撃が幻のようにスッと消え、左後方からナイフが飛び出して、横っ飛びしたはずの俺を追撃してきた。

			　俺は瞬間的に刀を振るい、ナイフを受け止める。

			　カキンッ!!

			　ニクスは、攻撃を受け止められたことに驚いているようだった。

			　驚いてるのはこっちだよ。【瞬間移動】でも使ったのか？

			　いや、そんなはずはない。これは多分【フェイント】だ。

			　しかも、俺がマカラ戦で苦し紛れに使った【フェイント】とはわけが違う、本物の洗練された【フェイント】なんだろう。

			【警戒】魔法がなければやられていただろう。

			　これはヤバイかもしれない。

			「ふぁっ!?　いったい何が起きたのでしょう！　ニクス選手が仕掛けたと思ったら、消えて、いつの間にか後ろに……そしてセイジ選手はそれを見抜いて刀で受け止めた!?　ハイレベルすぎて目が追いつきませんでした!!」

			「「うぉ―――！」」

			　観客たちが感嘆の声を上げていた。

			　ニクスは、俺を手強いと感じたらしく、さらに【フェイント】を何重にも織り交ぜて連続攻撃を仕掛けてくる。

			　俺は、勉強をさせてもらうつもりで、その攻撃をじっくり観察した。

			　なんども引っかかりそうになったが、【警戒】魔法のおかげでなんとかギリギリ防ぐことができている。

			　呼吸もできないくらいの激しい連続フェイント攻撃をしばらく受けていると、だんだんフェイントの法則性が見えてくるようになってきた。

			「き、気持ち悪い。ニクス選手とセイジ選手を見ていたら、なんだか酔ってきてしまいました。皆さんは大丈夫でしょうか？　しかし、常人には理解し難い動きです。２人の攻防が、消えたり現れたりしているようにさえ見えてしまいます。果たしてどちらが勝利を掴むのか、分からなくなってきました！」

			　だんだん、ニクスの攻撃に慣れてきたので、スキを見てこちらからも攻撃を仕掛けるようにした。

			　初めは単純な攻撃くらいしか出せなかったが、だんだん相手の行動を妨害するような攻撃が出せるようになっていき、それを足がかりに相手のスキを広げ、フェイントを織り交ぜた攻撃も出せるようになっていった。

			「頑張って解説をしております。はっきりとは分かりませんが、だんだんセイジ選手が押してきているようにも見えます」

			　だいぶコツを掴んできた俺は、ニクスの攻撃にカウンターをかぶせたり、そこからさらにフェイントを混ぜたりもできるようになってきた。

			　しばらく経つと攻守は逆転し、ニクスは防戦一方となり、呼吸もだんだん乱れてきた。

			　しかし、まだ攻撃を一撃も当てることができていない。

			「２人の攻防が続いていますが、この激しい攻防はいつまで続くのでしょうか？」

			　相手は息が苦しそうだが、俺もまた息が続かなくなってきてしまった。

			　そろそろ、決めないとマズイな。

			　仕方ない、アレを１回だけ使うか。

			　俺は、少し間を取ってタイミングを測り、満を持して突撃を試みた。

			　ニクスは、俺の攻撃を見極めようと、万全の態勢で迎え撃とうとしている。

			　そして、俺の攻撃が左からニクスを襲い、俺の刀とニクスのナイフが衝突する瞬間！

			　ニクスは、後ろから斬られていた。

			　ニクスは、何が起こったのかを理解する間もなく、前のめりに倒れて動かなくなった。

			【瞬間移動】使っちゃった。てへぺろ。

			「ああぁ!!　い、今のは、いったい何が起きたのでしょう！！？　前から攻撃をしていたのに、後ろから!?　今の攻撃は、まったく見えませんでした!!　セイジ選手のよく分からない攻撃が当たり、ニクス選手倒れました!!　セ、セイジ選手の勝ち―――!!」

			「「うわぁ―――！！！」」

			　やっとニクスとの長い戦いが終わり、割れんばかりの歓声の中、俺はハアハアと息を整えるのに精一杯だった。

			『レベルが17に上がりました。【刀術】がレベル４になりました』

			　やった、レベルが２つ、【刀術】も１つ上がった。

			　魔法以外のスキルでレベル４は初めてかも。

			　俺は闘技場の中央でガッツポーズをとっていた。

		

	
		
			０４９　ガドルとハルバ

			　

			　俺が選手控室に戻ってくると、部屋は異様な雰囲気に包まれていた。

			「さっきの試合はなんだ！　わが一族として、あのような醜(しゆう)態(たい)を晒(さら)すとは、あってはならんことだということが分からんのか！」

			「しかし、兄様、あれは……」

			「口答えするな!!」

			　竜人族の男ガドルが、同じく竜人族の女性ハルバを殴りつけていた。

			　妹を殴りつけるとは、許せん！

			「お前などを連れて来たのが間違いだった。もうお前に用はない。ここで引導を渡してやろう」

			「あ、兄様お許しを！」

			「問答無用!!」

			　何がどうなっているのか、一瞬分からなかった。

			　ガドルは試合用ではなく、おそらく自前の物なのだろう、禍(まが)々(まが)しい雰囲気の厳(いか)つい槍を、躊(ちゆう)躇(ちよ)なくハルバに向かって突き出した。

			「くっ！」

			　ガドルの槍はハルバの心臓を狙っていた。

			　しかし、ハルバが避けたことで狙いがわずかにそれ、脇腹辺りを貫通していた。

			「きゃー!!」

			　アヤの悲鳴で正気に戻った俺は、猛ダッシュして２人の間に割って入った。

			「てめえ、何してやがる!!」

			「お前には関係のないこと、部外者は引っ込んでいてもらおう」

			「引っ込んでいられるか！　こいつはお前の妹なんだろが！　自分の妹に何してんだ!!」

			「こんな奴は俺の妹として失格なのだ。そんな奴は生きていても意味がない」

			「そんなことは、お前が決めることじゃないだろ！」

			「うぅ……」

			　俺の後ろでハルバが崩れ落ちた。ヤバイ、傷は相当に深いらしい。

			「アヤ!!　エレナを！」

			　アヤはうなずくと、エレナを呼びに走った。

			「ふんっ、どうせ助かるまい。あの世で自分の情けなさを反省しろ」

			　ガドルは、そう言い捨てると、部屋から出て行ってしまった。

			「兄ちゃん、エレナちゃんを連れて来た」

			「セイジ様！　こ、これは！」

			「エレナ！　早く治療を、ヤバそうなんだ」

			「は、はい、分かりました」

			　エレナは、ハルバの傷を魔法で治し始めた。

			　おのれガドル、絶対に許せん！

			「エレナちゃん、どう？　助かりそう？」

			「わ、分かりません、かなり危険かも」

			　ハルバを【鑑定】してみると、ＨＰが残り少ない。これは助からないかもしれない。

			「セイジ様」

			「なんだ？」

			「【体力譲渡】を使わせてください」

			「しかし、あれはエレナも危険なんだぞ」

			「分かっています、しかし、このままではハルバさんを助けられません」

			　話している間に、ハルバのＨＰは危険な値にまで下がってきていた。

			「分かった、しかし、自分のＨＰも回復させながら使うんだぞ」

			「はい！」

			　エレナは【体力回復】で自分のＨＰを回復させつつ、【傷回復速度上昇】と【体力譲渡】でハルバの傷とＨＰを同時に治していった。

			　俺は【鑑定】で２人のＨＰを常に監視し、エレナに指示を出し続けた。

			「セイジ様、出血が止まりません。こ、これではいずれ……」

			「【水の魔法】でなんとか出血を止められないのか？」

			「【水の魔法】ですか？」

			「血も水も似たようなものだろ？」

			「は、はい、やってみます」

			　エレナは複数の魔法を使いつつ、【水のロッド】を右手に握り、【水の魔法】も追加で使い始めた。

			　周りに集まってきていた選手たちや大会関係者たちは、エレナの治療を固(かた)唾(ず)を呑んで見守っている。

			「だ、ダメです、血が垂れないようにしても、後から後から血が出てきてしまって」

			「まずは、傷口から血が出てこないようにしないと。傷口をぐっと押すようにして、血管を塞ぐんだ」

			「は、はい」

			　エレナは【水の魔法】で傷口に圧力を掛け、血が溢れ出すのをなんとか止めている。

			「さっきよりは良くなりましたが、それでも少しずつ血が溢れてきてしまいます」

			　マズイな、どうしたらいいんだ。

			「エレナちゃん、血を元の血管に戻すことはできないの？」

			「ダメだ、一度空気に触れた血はすぐに固まってしまうから、血管に戻すのは危険だ」

			「じゃあ、どうすれば……」

			「セイジ様、血が空気に触れなければいいんですね？」

			「ああ、そうだが、いったいどうするんだ？」

			「セイジ様、お水を出してください」

			「ああ、分かった」

			　俺はミネラルウォーターを出して蓋を開け、エレナに渡した。

			　エレナはミネラルウォーターをコントロールして、ハルバの傷口に覆い被せた。

			　そうか、水で傷口を保護するのか。

			　しかし、水はどんどん竜人族の青い血と混ざり、青く濁っていく。

			「エレナ、水の中に血の通り道を作るんだ」

			「血の通り道……。わ、分かりました、やってみます」

			　エレナは、傷口を覆う水の中に、なんとか簡易の血管を作り出し、血が溢れ出てしまうのを完全に防ぐことができた。

			【体力回復】、【傷回復速度上昇】、【体力譲渡】、高度な【水の魔法】と４つの魔法を同時に使っている。

			　俺は、エレナは凄いなとつくづく思い知らされた。

			　エレナのＭＰもどんどん減ってきていたので、俺は【飴(あめ)】を取り出し、エレナに舐めさせた。

			　しばらくして、傷の治る速度が急に速くなった。

			　なんと、エレナは【水の魔法】のレベルが３、【回復魔法】のレベルが４に上昇していた。

			　レベル上昇によって、傷は瞬く間に治っていき、ついに傷を完全に塞ぐことができた。

			「「おぉぉ！」」

			　急激に傷が治っていくのを見た周りの人たちから、感歎の声が上がる。

			　ハルバの傷が完全に塞がった時、エレナのＭＰも底を尽きかけていた。

			「エレナ、よく頑張った！」

			「セイジ様、ありがとうございます」

			「「わぁ――――！」」

			「すげえ！　あんな凄いケガを治しちまったぞ！」

			「何だか透明な水みたいなのが傷を覆っていたぞ！」

			「傷が見る見る塞がっていった！」

			　傷の塞がったハルバは、他の救護班の人たちによって救護室に搬送された。

			「エレナ、大丈夫か？」

			「だ、大丈夫です」

			　しかし、エレナは立ち上がろうとした時、ふらついていた。

			「ぜんぜん大丈夫じゃないじゃないか」

			　俺はエレナをお姫様抱っこした。

			「あ！　セ、セイジ様」

			「俺に任せろ」

			「は、はい」

			　俺は、エレナも救護室に連れて行った。

			　エレナは恥ずかしそうに顔を赤らめながらニッコリ微笑んで、俺に抱っこされていた。
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			０５０　セイジvsガドル

			　

			　大会が再開され、黄金鎧(よろい)のロンドと竜人族のガドルの試合が開始された。

			　２人の試合は、俺とニクスの試合とは別の意味で凄かった。

			　ロンドの大剣が振るわれるとガドルが常人離れしたジャンプで躱(かわ)し、大剣が空を切る。

			　大剣が空を切ると、風が巻き起こる。【風の魔法】ではなく、純粋に武器の風圧によって風が巻き起こるのだ。

			　ガドルはジャンプしたあとに上空からロンドを狙って槍で攻撃するが、ロンドはバックステップでそれを躱(かわ)す。

			　躱(かわ)された槍は闘技場の床にぶち当たり、大きな衝撃音とともに、衝撃を魔法で吸収しているであろう石の床に、直径１ｍ、深さ30㎝ほどの穴ができてしまうのだ。

			　しばらく攻防が続くと、闘技場は穴だらけになってしまった。

			　そして、ついにロンドは穴に足を取られてバックステップに失敗し、ガドルの攻撃を足に受けた。

			「おーっと！　黄金鎧(よろい)のロンド選手、ガドル選手のジャンプ攻撃を、ついに受けてしまった！　ロンド選手の黄金鎧(よろい)の足の部分に凹みができてます！　ロンド選手、ピンチです！」

			　ロンドは、足を引きずるようになり、バックステップもできなくなり、次第にガドルの通常攻撃も食らうようになってしまった。

			「ロンド選手、めった打ちにされ、自慢の黄金鎧(よろい)がボコボコになってしまっています！」

			　黄金鎧(よろい)はボコボコになり、一部の装甲が剥(は)がれ落ち、穴が開いている部分もある。

			　ロンドは最後の力を振り絞って大剣を振るったが、ガドルのジャンプに躱(かわ)されてしまった。

			　そして、ガドルの上空からの攻撃を躱(かわ)すために、バックステップをしようとしてバランスを崩し、転んでしまった。

			　グサッ！

			　ガドルの槍は、ロンドの太ももを貫通していた。

			「グギャー!!」

			　ロンドは悲鳴を上げると、そのまま気を失った。

			「ガ、ガドル選手の勝ち!!」

			　審判がガドルの勝利を告げたが、会場はあまりの光景にシーンと静まり返っていた。

			　エレナはロンドを治療しようと駆け寄ったが、ロンドの太ももには槍が刺さったままになっていて、治療を開始できずに困っていた。

			　ガドルはそんなエレナに近づいて、治療ができるように刺さったままの槍を抜くのかと思いきや、なんと！　こともあろうに！　エレナを、蹴りやがった!!

			　一瞬の出来事で俺も反応ができなかったが、ガドルのクソッタレは、エレナを、蹴りやがったのだ!!

			　俺は全速力でエレナに駆け寄って助け起こす。

			「てめえ！　エレナになんてことをしやがる!!」

			「槍を取るのに邪魔だからだ」

			　ガドルはそう言うと、ロンドの太ももに刺さった槍をグリグリとこねくり回し、グイッと力を入れて槍を抜いた。

			「借り物の槍だが、人族の汚い血で汚れてしまったな。あとで代わりの槍を用意させなければならんな」

			　ガドルはそう言って、去っていった。

			　エレナは大急ぎでロンドに駆け寄り、治療を開始する。

			　ガドルが無理やり槍を抜いたせいで、ロンドの太ももからは大量の血が流れ出ていて、闘技場は血の池のようになっている。

			　俺は、怒りに震えていた。

			（ガドル、絶対に許さない!!）

			　エレナの【回復魔法】により、ロンドは一命を取り留めたが、意識は戻らず、救護班室に運び込まれた。

			　闘技場修復のため、大会はしばらく休憩となったが、俺の怒りは収まる気配がなかった。

			　

			　しばらくして、大会が再開された。

			「続いての試合は女性の部の決勝ですが、ハルバ選手が治療中のため、男性の部の決勝を先に行います」

			　俺とガドルは闘技場の上で、睨み合っていた。

			「おい、お前、武器を忘れているぞ」

			「お前なんぞに刀はいらぬ、この腕１本で十分だ」

			「おっと、セイジ選手、決勝だというのに、武器なしで戦うようです。大丈夫なのでしょうか？」

			「くくく、お前、気でも狂ったのか？」

			　俺は、もう、手加減をするのをやめた。

			「セイジ選手、本当に武器はいいのですか？」

			　俺は審判にうなずいてみせた。

			「そ、それでは男性の部決勝、始め!!」

			　バチンッ!!

			　ガドルは、俺に殴られて吹き飛んでいた。

			「え!?　あっ！　ガドル選手が吹き飛んでいます！　いったい何があったのでしょう！　セイジ選手は少し離れたところにいたはずなのですが、一瞬で移動して、ガドル選手を攻撃しました。しかし、素手の攻撃であれほどの威力があるものなのでしょうか？　いろいろ理解不能です」

			　もちろん【瞬間移動】だ。あと【電(でん)撃(げき)拳(けん)】も使った。

			　こいつだけは、手加減なしでボコるわ。

			「き、貴様、よくも俺を殴ったな。どうやったかは知らんが、汚らわしい人族の分際で、俺に手を上げたことを後悔させてやる」

			「何が『汚らわしい』だ！　竜人族がお前のような奴ばかりなら、竜人族の方がよっぽど『汚らわしい』わ」

			「よ、よくも……お前は絶対に許さんぞ！」

			「それはこっちのセリフだ！」

			　俺とガドルは、同時にダッシュして闘技場の中央でぶつかり合った。

			「これは凄まじい戦いです！　しかし、ガドル選手の槍はセイジ選手に当たりません。セイジ選手、すべて避けています。それに引き換えセイジ選手の攻撃は、確実にガドル選手を捉えています。しかし、なんという威力なのでしょうか！　普通のパンチに見えるのですが、ガドル選手は１発ごとに、かなりのダメージを受けている模様です」

			　ガドルは俺にボコられるのを避けるために、数歩下がって、俺を激しく睨みつけた。

			「おのれ！　おのれ！」

			　ガドルは俺にボコられ続けて、ストレスが相当溜まっているようだ。

			　俺が近づこうと１歩前に出ると、奴はビビったようにジャンプして上空に逃げた。

			　そして、バカの一つ覚えで上空からの攻撃だ。

			　俺はバックステップでそれを避けると、ガドルはニヤリと笑みを浮かべて、しつこくジャンプ攻撃を仕掛けてくる。

			「おーっと、これはガドル選手お得意のジャンプ攻撃だ！　さすがのセイジ選手も、これにはお手上げか!?」

			「どうした、俺のジャンプ攻撃に手も足も出ないか？」

			　バカが吠えてやがる。

			　俺は、幾度となく繰り返されるガドルのジャンプ攻撃を、じっくり観察した。

			　そして、何度目かのジャンプ攻撃の瞬間。

			（ここだ!!）

			　ガドルのジャンプがちょうど頂点に達した瞬間、俺はガドルの真横にいた。

			「なっ!?」

			　俺は空中でガドルの顔面を、【電(でん)撃(げき)拳(けん)】で殴り倒す。

			　俺が、闘技場に着地すると同時に、ガドルも顔面から地面に叩きつけられていた。

			　審判が近づいて確認するが、ガドルはぴくりとも動かない。

			「男性の部、優勝はー、セ、セイジ選手!!」

			　審判が高らかに俺の優勝を宣言した。

			「「「うわぁ――――！！！！」」」

			　会場が大歓声で埋め尽くされる。

			「優勝はなんとセイジ選手!!　しかし、最後の攻撃は、いったいどういうことなのでしょう？　地上にいたはずのセイジ選手が、一瞬で上空に……。よく分かりませんでしたが、とにかく凄い試合でした」

			　エレナが俺に駆け寄り、キズがないかを確かめていた。

			　そして、治療をしようとガドルに近づいたところで、【警戒】魔法が『危険』を察知した。

		

	
		
			０５１　ガドルの槍

			　

			　ガドルは倒れた姿勢のまま、急にエレナに向けて槍を突き出した。

			「エレナ!!」

			　俺は【瞬間移動】でエレナの前に移動したが、【バリア】は間に合わなかった。

			　その槍がエレナに当たらないようになんとか防いだが、ガドルの槍は俺の右手に突き刺さり、貫通して手の甲から槍の先が数センチほど飛び出したところで止まった。

			　痛えぇ――!!

			　しかし、この槍を自由にさせるわけにはいかない。激痛の走る右手は我慢してそのままにし、左手でガッチリと槍を掴んで自由を奪った。

			　ガドルはなぜか一言も発しないまま、なんとか槍を動かそうと、もがいている。

			　くそう！　右手が痛えから、槍をグリグリすんな!!

			　よく見ると試合用の槍ではなく、ハルバに大ケガを負わせた禍(まが)々(まが)しい雰囲気の、厳(いか)つい槍だった。

			　どこから持ってきたんだ！　どうりで右手を突き抜けるわけだ。

			「セ、セイジ様!!」

			「エレナは危ないから離れてろ」

			「し、しかし、手をケガして……」

			「いいから！　離れててくれ!!」

			　しかし、エレナはオロオロするばかりで動けないでいた。

			「アヤ！　エレナを安全なところへ！」

			「はい！」

			　アヤは素早くエレナを連れて、安全な位置まで離れた。

			「おいガドル！　エレナを攻撃しようとした報いを受けてもらうぞ！」

			「……」

			　ガドルは俺が話しかけても、なぜか返事をしない。

			　ん？　よく見るとガドルの様子が可怪(おか)しい。眼の焦点が合ってなくて、生気が感じられない。もしかして意識がないのか？

			「ガドル選手、もう試合は終了しています。武器を収めてください」

			　審判がガドルを止めようとしているが、ガドルはまったく反応しない。

			「ダメだ。ガドルは正気を失っている。危険なので周りの人を避難させてくれ」

			「は、はい、分かりました」

			　俺は、槍を左手で固定し、なんとか右手を槍先から引き抜いた。

			　しかし、痛くて右手は物を持つことができない。

			　なんとか左手だけで、ことを収めなければ。

			　俺は、左手で槍を掴んだまま蹴りを入れた。蹴りが当たる瞬間、【電撃拳】の要領で足から電撃を放つ。

			　ガドルは電撃に貫かれ、一瞬槍を掴む手が緩んだ。しかし、すぐに立ち直って、槍を手放そうとしない。俺は、ガドルに何度も何度も蹴りと電撃を叩き込む。

			　十数回目で、やっとガドルが槍から手を離し、その場に倒れ込んで動かなくなった。

			　その様子を見た救護班の人たちが、恐る恐るガドルに近づき、動かないのを確認してからタンカに乗せて運び去っていった。

			　俺は、手元に残った禍(まが)々(まが)しい槍に違和感を感じた。

			　槍を【鑑定】してみる。

			　

			〈鑑定〉

			【魔人の槍】

			呪われた槍。

			装備した者のステータスを上昇させ、代わりに、精神を徐々に破壊していく。

			レア度：★★★★

			　

			　ヤバイの来たー！

			　ガドルの様子が可怪しかったのは、この槍のせいだったのか？

			　このまま持っているのも、放置するのも、どっちも危険なので、俺は【魔人の槍】をインベントリに放り込んでおいた。

			「セイジ様!!」

			　エレナが転びそうな勢いで駆け寄ってきて、俺の手を取った。

			「今すぐに、治します！」

			「おいおい、そんなに慌てなくても平気だよ。もっと落ち着いて」

			「で、でも、私を庇(かば)ってセイジ様がケガを……」

			「まあ、エレナがケガをしなくて本当によかったよ。それに比べたら、ケガしたのが俺でよかった」

			「セイジ様……」

			「ごほん、兄ちゃん！　こんな人前で何、イチャイチャしてるの！」

			「い、イチャイチャなんてしてないだろ！」

			「エレナちゃんに、手なんか握られて、鼻の下を伸ばしてたじゃない！」

			「手は、ケガの治療なんだから仕方ないだろ」

			「だいたい、エレナちゃんは私のものなんだから、エレナちゃんとイチャイチャしたいなら、私に断ってからにしなさいよ！」

			「いつからエレナがお前のものになったんだよ！」

			「もう！　お２人とも静かにしてください、治療に集中できないじゃないですか！」

			「「ごめんなさい」」

			　２人してエレナに怒られてしまった。

			「あの～」

			「はい？」

			　振り向くと、大会の係員さんが申し訳なさそうに話しかけてきた。

			「いろいろトラブルがあり、何かと大変とは思いますが、そろそろ大会を再開させていただきたくてですね……」

			「次ってなんだっけ？」

			「次は女性の部の決勝となります」

			「あ、私か」

			　アヤは闘技場に上がっていった。

			「続きまして、女性の部決勝を執り行います」

			　しかし、闘技場の上には、アヤ１人だけしかいなかった。

			「女性の部決勝は、ハルバ選手が負傷で棄(き)権(けん)したため、アヤ選手の不戦勝となりました。女性の部優勝は、アヤ選手！」

			「「パチパチパチ」」

			　観客から拍手は贈られたものの、なんとも締まらない優勝だな。

			　アヤも微妙な顔をしていた。

			　まあ、アヤじゃハルバには勝てなかっただろうから、とりあえず喜んでおこう。

			「続きましては、表彰式に移ります。男性の部優勝のセイジ選手も、お願いします」

			　俺が立ち上がって闘技場に向かおうとすると……。

			「セイジ様、待ってください、まだ治療が終わってません」

			　エレナに引き止められてしまった。

			「まいったな。あ、そうだ、エレナも一緒に来ればいいよ」

			「え、で、でも……。あ、待ってください」

			　俺は、エレナに治療されながら闘技場に上がった。

			「それでは表彰式を開始します。まずは、女性の部優勝、アヤ選手！」

			　アヤは１歩前に出て、おそらく大会のお偉いさんらしきおじさんから青銅の楯を手渡された。

			　アヤはもらった楯を、観客に見せびらかすように高く掲げた。

			「「わ―――！」」

			　パチパチパチ。

			　観客からは歓声と拍手が巻き起こった。

			「続きまして、男性の部優勝、セイジ選手！」

			　俺も、一時的にエレナに手を離してもらって１歩前に出て、アヤと同じ青銅の楯を、偉そうなおじさんから受け取った。アヤのマネをして楯を、高く掲げる。

			「「ぅわぁ―――!!」」

			　パチパチパチパチパチ！

			　アヤの時より大きな歓声と拍手が、巻き起こった。

			　アヤの方を見てみると、ちょっと悔しそうにしながらも、笑顔で拍手をしてくれていた。

			　やっと、長かった大会も終わる。そう思っていたのだが……。

			「最後は、今回特別に『特別賞』の授与があります」

			（特別賞？　何だそれは）

			　観客もザワザワしている。

			「今回の大会はトラブルが続き、負傷者が何名も出てしまいました。しかし、トラブルの度にとある方のおかげで、この大会もなんとか表彰式まで漕ぎ着けることができました。今大会の一番の功労者に贈られる特別賞受賞者は―――！」

			（まあ、これは当然の措置だろうな）

			「救護班、回復魔法師のエレナさんです!!」

			「「え――!?」」

			　観客から驚きとどよめきの声が起こっている。

			「今回の大会は本来、複数人用意すべき回復魔法師をエレナさん１人しか確保できず、応急手当用の薬などを用意してなんとか進める予定でいましたが……。なんとエレナさんは、たった１人で、すべてのケガ人を瞬く間に治療してしまいました。しかも、命にかかわるような大ケガもすべてです。魔力の使いすぎで倒れてしまわれることも、度々ありました。その、我が身を顧(かえり)みず治療に当たる献身に対し、大会主催者側から『特別回復魔法師賞』を表彰いたします!!」

			（うん、うん、大会主催者もちゃんと分かってるな）

			　エレナは、何が起こったのか理解できず、オロオロするばかりだった。

			　俺にエスコートされエレナが１歩前に出る。

			　エレナは、マッチョマンの像が飾られた大きなトロフィーを受け取り、よろめいていた。

			　俺とアヤはエレナを挟むように立ち、両側からエレナの腕ごとトロフィーを高く掲げた。

			「「ぅおぉぉ―――！！！」」

			　パチパチパチパチパチパチ!!

			　エレナに対し、会場中から割れんばかりの歓声と拍手が鳴り響いた。

			　エレナは、俺たちに両手を掲げられて、目をぱちくりするばかりだった。

		

	
		
			０５２　肉体強化のマナ結晶

			　

			　大会が終わり、俺は救護班室でエレナの治療を受けていた。

			　右手がじんわりくすぐったくて、気持ちいい。

			　エレナの手から俺の手に、何かが流れ込んでくるみたいだ。

			　こんなことなら、もっとケガをすればよかった。

			　ふと思い出して、自分自身を【鑑定】してみた。

			　レベルが３つも上がっていた。

			　レベルアップのアナウンスを聞き逃しちゃったかな？

			　そんな穏やかな時間を過ごしていると、ハルバが俺を訪ねてきた。

			　兄のガドルのことで、文句でも言いにきたのか？

			「この度は、兄がご迷惑をおかけしました」

			　お詫びをしにきたのか。意外だな。

			　ガドルのせいで竜人族に対して悪い印象を持ったけど、あれはやっぱり呪いの槍のせいだったようだ。

			「こっちこそ、ガドルをかなり痛めつけちゃったけど、大丈夫だったか？」

			「ええ、先ほど意識が戻りましたが、暴れるようなことはありませんでした」

			「そうか、それは良かった」

			　ハルバは、何かを言いづらそうにしている。

			「ん？　何か言いたいことがあるんじゃないのか？」

			「い、いえ、その、こんなことを言えた義理ではないのですが……兄は本当は優しい人なのです、信じてはもらえないとは思いますが……」

			「信じるよ」

			「え？」

			「信じるよ、ガドルは、あの槍のせいで精神を破壊されていたんだ」

			「あの槍!?　あの槍とは、兄様が持っていた槍のことですか？」

			「ああ、あれは『魔人の槍』といって、呪われた槍なんだ」

			「そ、そんな……」

			「『魔人の槍』は、今は俺が保管している。大事な物なら返してもいいが、呪われているから扱いが難しいぞ？」

			「保管？　あなたは大丈夫なのですか？」

			「俺は魔法を使って、安全に保管しているから問題はない」

			「そうでしたら、申し訳ないですが、あの槍のことをあなたにお願いしてもいいでしょうか？」

			「ああ、任された」

			「ありがとうございます」

			　ハルバは、その後もお詫びとお礼ばかり言って、戻っていった。

			　ハルバとの会話を終え、ふとエレナを見ると……エレナは俺の手を握りしめながらハアハア息を荒らげていた。

			「エレナ!?　いったい君は何しているんだ！」

			　一瞬、変な想像をしてしまったが、【鑑定】してみるとエレナのＨＰが危険な状態まで減っていた。

			「待て！　【体力譲渡】をやめろ！」

			「え？　あ、はい。で、でもキズは治りましたので、体力の方も回復しないと……」

			「あのなぁー【体力譲渡】する時は、こまめに【体力回復】でエレナ自身のＨＰを回復しなくちゃダメなのを、忘れたのか？」

			「ご、ごめんなさい。うっかりしてました」

			「それに、俺のＨＰは、エレナのＨＰの８倍以上あるんだぞ？　【体力譲渡】だけで俺のＨＰを回復しようとしたら、エレナが８人以上、必要になっちゃうぞ」

			「そ、そんなに違うんですか……。どうしたらＨＰが増えるんですか？」

			「多分、武器スキルのレベルを上げれば増えるんじゃないかな？」

			「武器、ですか……」

			　しばらくして、俺の体力も回復したので、当初の目的だった肉体強化のマナ結晶を参拝することにした。

			　大会の係員の人に聞いてみたら、そのままマナ結晶に案内してくれた。

			　

			「おお！　エレナの言う通り、肉体強化のマナ結晶は灰色だ。なんかカッコイイな」

			「【肉体強化】かー、これで私ももっと戦えそう」

			「私は以前に参拝してますので、ダメだと思います」

			「まあ、せっかくだから一緒に触ろう」

			「は、はい」

			　俺たち３人は、肉体強化のマナ結晶に触った。

			『【肉体強化魔法】を取得しました。【肉体強化魔法】がレベル３になりました』

			「やった、レベル３だ！」

			「兄ちゃん、私は？　私は？」

			「ちょっと待てよ」

			　俺は、アヤとエレナを【鑑定】してみた。

			「アヤはレベル２だった」

			「やった！　でも兄ちゃんより１、低いのか、ちきしょー」

			「エレナは……」

			「私は別にいいです、結果は分かってますから」

			「エレナはレベル１だったよ」

			「え？」

			「どうやら、以前ダメでも、ある程度成長してからなら覚えられるってことも、あるみたいだな」

			「ほ、本当ですか!?」

			「ああ、本当だよ」

			　エレナはしばらく固まっていたが、急に突進してきて俺に抱きついた。

			「やりました！　うれしいです!!」

			　エレナは満面の笑みで俺に抱きついたまま、ピョンピョン飛び跳ねていた。
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			　そんなエレナを微笑ましく見つめながら、俺は考え事をしていた。

			　エレナはなぜ、【肉体強化魔法】を取得できたのだろう？

			　運動公園でジョギングした時、エレナは自分に回復魔法をかけながらジョギングをしていた。あれは、まるで肉体強化魔法のような感じだった。そういった経験が、魔法習得に影響をおよぼすのではないだろうか？

			「セイジ様。私が【肉体強化魔法】を習得できたのは、セイジ様のおかげです。本当にありがとうございました」

			「そんなことはないよ、エレナが頑張って運動したり、勉強したりしてたからだよ。これからも頑張って勉強をして、すべての魔法を習得しちゃおうぜ」

			「す、すべての魔法!?　そんなことができるでしょうか？」

			「ああ、エレナだったらきっとできるさ」

			「私が、すべての魔法を……」

			　エレナは、うっとりした表情を浮かべている。

			　おそらく、すべての魔法を習得した自分の姿を、思い浮かべているのだろう。

			「ねえ、兄ちゃん。魔法の勉強ってどんなことをやるの？」

			　アヤも勉強に目覚めたのか!?　いい傾向だ。

			「まずは水と氷の勉強だな」

			「お風呂でアイス食べまくれば良いよね？」

			「良いわけないだろ。本当は、『流体力学』とかを勉強すべきなんだけど……」

			「無理！」

			　ですよね～。

			　

			　そんな話をしていると、神殿の職員さんがやって来た。

			「すいません、少しよろしいでしょうか？」

			「はい、何か御用ですか？」

			「実は……あなたたちに、改めてお礼を言いたくてですね……」

			「お礼？　どういうことですか？」

			「いやはや、毎週開催している闘技大会ですが、今回はいつもとは比べものにならないほど盛り上がりまして、賭博の収入も……ゲフンゲフン。すいません、今の話は関係ありませんでした」

			　なるほど、俺とアヤが本命の選手をことごとく破ったおかげで、胴(どう)元(もと)である神殿が大儲けできたってことか。

			　職員さんは、俺たちと握手を交わして帰っていった。

			　まあ、喜んでもらえたなら別にいいか。

			　

			「ちょっといいか？」

			　誰かと思ったら、今度は黄金鎧(よろい)の奴だった。たしかロンドとかいったっけ？

			　しかし、鎧(よろい)は頭部分だけで、体には装備していない。

			　おそらく、ガドルとの対戦で壊れてしまったのだろう。

			　頭だけしか残っていないなら、装備する必要ないのにな。

			「何か用か？」

			「そちらの回復魔法師様に、お礼をしたくてな」

			　どうやら、足の方はエレナの回復魔法によって完全に回復したらしく、ちゃんと歩けている。

			　ロンドは、エレナの前に跪(ひざまず)き、やけに丁寧にお礼を述べていた。

			　もしかしたら、エレナが姫であることを知っているのか？

			「ところで、あちらの女性はお前の家族なのか？」

			　あちらの女性？　ああ、アヤのことか！

			「ああ、俺の妹だ」

			「そうか、そうか、妹か～」

			　ロンドはなんか嬉しそうだ。どうかしたんだろうか？

			「悪いけど、俺たちはそろそろ帰らせてもらうよ」

			「ああ、そうか。では、またな」

			　俺たちはロンドと別れて、神殿をあとにしようとした。

			「おっと、最後に１つだけ」

			　ロンドに呼び止められた。お前は、相棒と事件を解決する刑事か！

			「なんだ？」

			「リルラ殿に、気を付けろ」

			　リルラ？　ああ、あの『鉄壁』とか呼ばれてた女か。

			「リルラがどうかした……」

			　質問を返そうとしたら、ロンドはすでに立ち去っていた。

			『気を付けろ』とか言われても、それだけじゃ分からねえよ！

			　何やら嫌な予感を覚えつつ、俺たちは肉体強化の神殿をあとにした。

		

	
		
			閑話　私はエレナ

			　

			　私は、ドレアドス王国の姫、エレナ・ドレアドス。

			　勇者であるセイジ様に誘拐され、一緒に旅をしています。

			『誘拐された』といっても、もともとお父様に牢屋に入れられていたのを助けていただいたためでもありますし、私は全然嫌じゃなくて、むしろとても光栄なことだと思っています。

			　お父様は、変わられてしまいました。

			　それは、魔王によって、城の周辺の村が滅ぼされた、との知らせを聞いたあとからだったと思います。

			　そして、お父様は『勇者召喚』を行うと言い出しました。

			『勇者召喚』。それは、おとぎ話に出てくるお話。

			　お父様は、怖い顔をしながら準備を進めていらっしゃいましたが、私は少し楽しみでした。

			　だって、勇者様ですよ？　きっとステキな人に違いありません。

			　そしてセイジ様は、私が思い浮かべていた通りのステキな人でした。

			　なのに、お父様は、そんなセイジ様を殺そうとしたんです！

			　お父様がお父様でなくなってしまったような気がして、悲しくて涙が止まりませんでした。

			　でもセイジ様は、何事もなかったように現れて、私にお別れの挨拶をしに来てくれました。

			　そして、お父様によって牢屋に入れられてしまった私は、セイジ様に誘拐され、城の外に連れ出していただきました。

			　お城の外は、何もかもが新鮮で、街の人たちと話をするのも楽しくて楽しくて、仕方ありませんでした。

			　だって、私のことを誰も姫だと知らないんですもの。

			　セイジ様のお言いつけ通り、目立たない服装に着替えたおかげです。

			　そのあと、私たちは小さな泥棒を追いかけました。

			　お金を取られてしまったのに不(ふ)謹(きん)慎(しん)でしたけど、セイジ様と２人で犯人を追いかけるのは、前に読んだ本の登場人物になったような気分です。

			　泥棒を追いかけた先は教会で、そこには病気のシスターさんがいて、私は、初めて人の役に立つことができました。

			　私がせっかく覚えた回復魔法。病気の小鳥を治してあげたことはありましたけど、人に回復魔法をかけるのは初めてでした。

			　だって、姫という立場でそんなことをしてはいけないと、お父様に言われていたのです。

			　でも、病気だったシスターさんはとても感謝してくれました。

			　初めて、私の魔法が人のお役に立てた。そのことが嬉しくて嬉しくて、仕方ありませんでした。

			　そして、子供たちも、みんな喜んでくれたんです。

			　あの時は、回復魔法を授かることができて、心の底からよかったと思いました。

			　

			　驚いたことに、セイジ様が『お料理を作る』と言い出したのです。

			　私は、びっくりしてしまいました。

			　だって、男の人ですよ？　しかも料理人でもなく、勇者様なんですよ？

			　私がシスターさんの看病をしていると、台所からとても美味しそうな香りが漂ってきました。お腹がグーとなっちゃいましたが、近くにいたのがシスターさんだけでしたので、大丈夫でした。

			　きっと物欲しそうな顔をしていたのでしょう、セイジ様は私の分の料理も、用意してくださいました。それはそれは、とても美味しいスープでした。

			　中に入っていたカブという野菜はとても甘く、スープも奥の深い、この世のものとは思えない味でした。

			　

			　それから私は、セイジ様の世界へ連れて行ってもらいました。

			　おとぎ話では、勇者様は神々の世界より遣わされた存在という話になっていましたが、どうやら、それは本当だったみたいです。

			　油や魔石を使わないランプ、お湯を自動で沸かしてくれる道具、何をとっても今まで一度も見たことのない、神々の道具といった感じの物ばかり。

			　トイレやお風呂も、とても清潔で、隅々まで考え抜かれており、信じられないものでした。

			　あと、しゃんぷーで髪の毛がさらさら。ボディソープでお肌もつやつやになっちゃいました。私まで神々の住人になれた気がして、天にも昇る気分です。

			　一番びっくりしたのが、でーぶいでーで見たアニメです。私は、時間が経つのを忘れて夢中になってしまいました。

			　

			　セイジ様の妹、アヤさんも、とてもステキな方でした。

			　初めは、アヤさんのことを『アヤ様』と呼んでいたのですが、アヤさんによって、『様』を付けるのを禁止されちゃいました。

			「友達同士で『様』はおかしいでしょ？」

			　アヤさんが、そう言ってくださったんです。

			　私には、お友達が一人もいませんでした。

			　お城にいた頃、私の周りにいたのは大人ばかりで、同年代の女の子なんて一人もいませんでしたので、おとぎ話などでお友達同士が仲良く遊ぶシーンなどが、羨(うらや)ましくてたまりませんでした。

			　そんな私に、アヤさんがお友達になってくれたんです！

			　なんと、お友達なら、一緒にお風呂に入って洗いっこをするのが当たり前なんだそうです。少し恥ずかしかったですけど、お友達ができたことを感じられて嬉しかったです。

			　私がお友達同士で遊びに行ったことがないと言うと、アヤさんが遊びに出かける計画を立ててくれました。

			　セイジ様と一緒だとお友達同士にならないということで、アヤさんが私と二人っきりになれるように、いろいろ無理をしてくださいました。

			　そして、初めてお友達同士で遊んで、とても楽しかったです。

			　ケーキもすごく美味しかったですし、街並みも神々の国らしく、高い塔がたくさん立っていて、凄い光景でした。

			　

			　そんな神々の国にも悪い人がいるのですね……。

			　男の人が道端で、何かを落としたのに気がついた私は、それを拾って届けようとしました。

			　でも、それは、ゴミだったそうです。他の人たちは道端にゴミを捨てるようなことをしている人がいなかったので、思ってもみませんでした。

			　そして私は、怖い人たちに取り囲まれてしまいました。

			　アヤさんが気が付いて助けに入ってくれましたが、アヤさんも私も足がガクガクしてしまっていました。

			　私の不注意のせいで、アヤさんを危険なことに巻き込んでしまったことを後悔し、私は祈りました。

			『助けて』と。

			　私の祈りは天に届き、勇者様がさっそうと現れました。

			　本当はセイジ様に抱きつきたい気持ちでいっぱいでしたが、はしたないので我慢しました。

			　

			　そのことがきっかけで、アヤさんは強くなろうと決心したみたいです。

			　私も守られてばかりではなく、自分の身くらいは守れるようにならないといけません。

			　私をかばって、セイジ様やアヤさんがケガをするなんて、絶対にダメです。

			　そんな理由から、私たちは闘技大会に出場することにしました。

			　もちろん【肉体強化魔法】を習得するのも目的です。その時の私は、自分が【肉体強化魔法】を習得できるなんて、思ってもみませんでしたけど……。

			　私は、闘技大会に回復魔法師として参加しました。

			　ところが、回復魔法師が私一人だったんです。

			　最近、シンジュの街で流行(はやり)病(やまい)があったとかで、多くの回復魔法師が治療へ行ってしまったそうです。

			　ちょっと心配ですが、セイジ様たちに頑張ってもらうために、私も頑張らないといけません。

			　運悪く、大会で大ケガを負った人が出てしまいました。

			　私が頑張らないと、この人が死んでしまうと思ったら、もの凄く怖くて怖くて、逃げ出したい気持ちでいっぱいでした。

			　でも、セイジ様が側でいろいろ指示してくださったおかげで、治すことができたんです！

			　私の魔法で、人の命を救うことができたんです。こんなに嬉しいことはありません。

			　

			　私は、病気やケガで苦しむ人たちを癒やしたい。強くそう思うようになりました。

			　何もできなかった私は、セイジ様と出会い、多くを学ばせてもらいました。

			　もっとセイジ様やセイジ様の世界のことを学び、もっと魔法を習得して、ひとりでも多く、苦しんでいる人を助けることができるようになりたい。

			　セイジ様のお側にいれば、きっとそれができると感じるのです。

			　そしていつか、セイジ様と……。
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